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　　　Prologue　『メモリーズ』







〝『使徒聖』イスカ〟

〝魔ま女じよ脱だつ獄ごく手配の国家反逆罪により逮たい捕ほ。終身禁固刑けいの処断が下る〟




　さかのぼること一年前──

　世界最大国家「帝てい国こく」に捕とらえられていた一人の魔女が、ある帝国剣けん士しに助けだされた事件があった。

　当時の魔女は十四歳。あどけなさの残る愛らしい少女でもあった。

　が、魔女に対する慈じ悲ひなど帝国にはない。

　──一いつ切さいの容よう赦しやなき処しよ罰ばつを。

　幼い魔女が助けだされたのは、まさにその前夜。どんな恐おそろしい暴力が待っているのかという恐きよう怖ふに怯おびえ、眠ねむれぬ夜を過ごしていた時のことだ。




〝静かにしてて。いま外に出してあげるから〟

〝どうして？　わたしを……逃にがすの……？〟




　なぜ帝国兵が魔女を助けるのか。何の利点があるというのだ。これさえも帝国の罠わなではないのか？

　何もかもがわからないまま、それでも魔女は言われるままに逃げた。

　ここで力つきるわけにはいかない。

　偉大な母の後を継ぐという目標がある。藁わらにもすがる思いで帝国領を脱だつ出しゆつし、死に物狂いで故郷のネビュリス皇おう庁ちようへと辿たどりついた。

　が。

　そこで魔女の胸を満たした想おもいは希望ではなく、新たな孤こ独どく感だった。

　……そうだった。

　……この皇く庁にに戻もどってきても、自分の味方なんて一人もいないんだった。

　捕ほ虜りよとしての恐怖感が鎮しずまったことで思いだす。

「……いいえ！」

　絶望になかば打ち拉ひしがれながらも、幼い魔女は唇くちびるを嚙かみしめて走り続けた。

　王宮へ。

　自分の住まいであり、同時に、最も邪じや悪あくな「裏切り者たち」の潜ひそむ魔城へ。

「裏切り者に皇く庁には渡わたさない。お母様の後を継ついで女王になるのはわたくしです。そうでしょうシスベル！」

　王位継けい承しよう権者が一人──

　第三王女シスベル・ルゥ・ネビュリス９世は、この数日後、自分を逃のがした帝国兵イスカの名を知ることになる。




　そして現い在ま。

　星のいたずらが導く運命は、再び、魔女と剣士を宿命づける。










　　　Chapter.1　『いざバカンスへ』
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「イスカ君こっちこっち！　ほら早く！」

「ちょ、ちょっとミスミス隊長!?　僕、向こうで待ってますから。隊長と音ネ々ネだけで見てきてくださいってば！」

「だーいじょうぶだって。女の子のショッピングに付き合うだけ。楽しいよ？」

「噓うそだっ!?」

　帝都ユンメルンゲン。

　世界最大国家「帝国」の首都であり、地上でもっとも強大な軍事力に守られた鋼鉄の地。その商業エリアに設けられたショッピングモールで──

　イスカは、隊長ミスミスに摑つかまれて通路をずるずると引っ張られていた。

「そんな恥はずかしがっちゃって。服を選ぶだけなのに、イスカ君ってば大おお袈げ裟さだねえ」

「……僕はいいですってば」

　手を離はなす気のない隊長ミスミスに、ぐいぐいと連れられていく。

　イスカ──黒こく褐かつ色しよくの髪かみをした今年十七歳の少年だ。

　帝国軍・人類防衛機構の所属。その所属名のとおり、敵国「ネビュリス皇おう庁ちよう」の魔女から帝国の民たみを防衛する使命を帯びている。

　そのはずが。

　自分たちの現在地はなぜかショッピングモール。

「イスカ君、いまアタシの心と身体からだは、猛もう烈れつにバカンスを求めているの！」

　ふり向いて、小こ柄がらな女隊長が握にぎり拳こぶしを作ってみせた。

　隊長ミスミス・クラス。

　イスカより頭一つ以上小さな身体に、幼げでおっとりした面おも立だち。見た目は子供にしか見えないが、これでも二十二歳の成人女性である。

「アタシたち兵隊は命を懸かけて戦ってるの。けれど、時には使命を忘れて心を休めなくちゃいけない。そうだね」

「その通りです」

「ならば！　その休きゆう暇かで部下イスカくんが隊長アタシに付きそうのは必然！」

「僕の休暇は!?　僕だって使命を忘れてのんびりしたいです」

「あー、まだまだイスカ君は子供だねぇ。社会人たる者、立場は忘れちゃダメなんだよ。たとえ休暇でもイスカ君はアタシの部下なの」

　ふふん、と嬉うれしそうにイスカを見上げるミスミス。

　隊長の言葉どおり、自分たちは長期休暇のまっただ中。それも実に六十日。ここまで長い休暇はイスカも初めてだ。

「イスカ君ほらおいでってば。音々ちゃんも待ってるし」

「…………」

「アタシもこういうの着るの久しぶりだし。楽しみだね、どんな柄にしようかな。イスカ君はどう思う？」

「……いや、どう思うかと訊きかれても」

　小声で返事して、イスカは恥ずかしげに顔を下に向けた。

　まわりは女性客ばかり。少年とはいえ男がいるのは目立つわけで、周囲の視線が針のように痛い。

「わっ、見てイスカ君、この水着すっごい大だい胆たんだよ、ほとんど紐ひも！」

　女性用の水着コーナー。

　そこに所ところ狭せましと並んでいる水着をミスミスが嬉しそうに指さすのだが、肝かん心じんのイスカは、ろくに顔も上げられない状じよう況きようだ。

　まわりの女性客の視線が痛い。

　店内に男はイスカだけ。「彼、女性の水着売り場に何しに来たのかしら？」そんな心の声が聞こえてくるようだ。

「イスカ君も最初は乗り気だったのに、どうしたの？」

「そりゃ服を買いにいくとしか聞かされてませんでしたから。まさか水着だなんて……」

「ふふん、そんなこと言っちゃってー」

　今度はヒョウ柄といういかにもオトナな水着を手にする上司。それをわざわざイスカに見せつけるように持ち上げて。

「イスカ君、正直になっていいんだよ」

「……何をです？」

「隊長アタシの水着を見れるなんて部ぼ下くは最高の幸せ者ですって」

「いやいやいや」

「ねね、ほらこっちの紐とヒョウ柄はどっちが好き？　え、どっちも？　イスカ君ってば意外と攻せめてくるねえ。ふふ、お姉さん困っちゃうなあ」

「……隊長が楽しそうで何よりです」

　水着を嬉しそうに眺ながめる隊長をよそに、イスカは深い深い溜ため息いきをついたのだった。

　なぜ自分はこんな場所にいるのだろう。

　機構司令部から長期休暇を命じられるという事態がそもそも異例。

　ただし──

　一つ確実なことは、このバカンスを利用して、ミスミス隊長が一刻も早く帝都から脱出しなければならないということだ。

　今の彼女ミスミスは、帝国の敵。

　帝国に災さい厄やくをもたらす魔ま女じよなのだから。




　発ほつ端たんは、十日前──

　氷ひよう禍かの魔女アリスの捕虜となっていたイスカが、魔女の楽園を脱出し、帝国に帰き還かんして間もなくのこと。
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　単一要よう塞さい領域「天てん帝てい国」。通つう称しよう、帝国。

　機械仕じ掛かけの理想郷と謳うたわれるこの国は、高度機械技術に支えられた兵器開発により、世界随ずい一いちの軍事力を備えている。

　軍備目的は戦争？

　そう問われたならば、帝国司令部は迷わず「否いな」と答えるだろう。

　──世界の浄じよう化か。

　魔女と魔人を殲せん滅めつするため。いうならば世界人類の守護のため。その志のもと帝国軍は日々増強されていく。

　その中心たる帝都・軍事エリアの関門で。




〝被ひ検けん体イスカ〟

〝内科医による身体検査。感染症しよう検査。精神科医による精神鑑かん定てい──異常なしオールクリア〟




　軍用メディカルセンター・検査室。

　プシュッと空気が抜ぬける音とともに、機密空間であった部屋の扉とびらが開いていった。

『検査終しゆう了りようです。どうぞ外へ』

　天てん井じようから響ひびく女性の声。

　その声には抑よく揚ようがなく、人の声を借りて機械が喋しやべっているような印象がある。

『お疲つかれさまでした。ただ今をもって帝都への立ち入りを許可します』

「……検査結果の報告は？」

『当院より、既すでに司令部へ通知が完了しています』

　お前には報告を聞く権限さえない。

　暗にそう突つきつけられた気がして、イスカは苦笑い気味に頷うなずいた。

「僕以外は？」

『部隊長ミスミスほか二名、皆みなさま検査結果に異常ありませんでした。当院一階入り口のホールで合流してください』

「わかった。……どうも」

　診しん療りよう用の白衣から、着慣れた帝国の戦せん闘とう衣いへ。

　アナウンスに促うながされるまま一階ホールに向かったところで、そこに見知った顔の三人がイスカを待っていた。

「あ、イスカ兄が戻もどってきた！　ねね、平気だった！」

　真っ先に声を上げたのは音々だ。

　ボリュームのある赤髪を結ゆわえたポニーテールを揺ゆらしながら、こちらの姿を見るなり嬉しそうに走ってくる。通信技手であると共に、十五歳にして一流の機工士としての顔も持ちあわせる才女である。

「検査、何も引っかかってないよね？　ね？」

「もちろん」

「あーよかったぁ」

　音々がほっと胸をなで下ろす。

　大袈裟に見えるかもしれないが、実際に検査が終了するまではイスカとて内心冷や冷やの連続だった。

　……皇庁の捕ほ虜りよになった帝国兵ぼくが生せい還かんしても。

　……帝国司令部からすれば、本当に「無事に」戻ってきたのか疑うのは当然か。

　魔女の楽園と恐おそれられるネビュリス皇庁。

　数日前まで、イスカはそこで捕虜として捕とらえられていた身である。




〝僕がこいつを倒たおす〟

〝その交ひ換き条か件えに、僕と部隊なかまが国境を通過するまで一いつ切さいの妨ぼう害がいをしないこと〟




　皇庁の国境を抜けて、いくつかの中立都市を経由して帝国軍の発着基地にたどり着き、空輸機でようやく帰還したのがつい八時間前。

　これで一件落着？

　そう思ったところで機構司令部から下された命が、ボディチェックという名の身体検査だったというわけだ。

「音々はどんな検査だった？」

「んーとね。やっぱりコレかな。痣あざがどんな風に変化してるかって」

　腕うで時ど計けいを見るように手を伸のばす音々。その手の甲こうには、ぼんやりと瞬またたきながら発光する赤い痣が浮うかびあがっていた。

　──星せい紋もん。

　星せい霊れいに取り憑つかれた魔女の証あかし。これが本物の星紋ならば、音々はこの場で捕らえられていただろう。

「音々のソレ、少し薄うすくなってる？」

「うん。璃リ洒シヤさんも長くて一週間しか保もたないって言ってたから」

　音々の星紋は偽にせ物ものだ。

　人工的な日焼けのようなものだろう。強力な星霊エネルギーを照射し、皮ひ膚ふ一枚だけに星紋を浮かびあがらせる。

　……星霊エネルギーの照射であって、元げん凶きようの星霊を取り憑かせるわけじゃない。

　……だから魔女にはならない。そういう論理か。

　イスカにも漠ばく然ぜんと理り屈くつはわかるのだが、それを可能にした技術は想像もできない。

「ジンの方は？」

「俺はまだ変化なしだな。個人差があるらしい」

　ホールの待合い席で、のんびりと背もたれによりかかる狙そ撃げき手がジン。

　イスカより一つ年上の十八歳。

　逆立てた銀ぎん髪ぱつに、鋭えい利りな灰色の双そう眸ぼうと精せい悍かんな面おも立だちをした青年だ。灰色の戦闘衣に身を包み、狙そ撃げき銃じゆう入りのトランクケースを小こ脇わきに置いている。

　靴くつで隠かくれてみえないが、彼の足首にも人工の星紋が浮かんでいるはず。

「俺は靴で隠れてるからまだいいが、音々、お前は手て袋ぶくろでもして星ソ紋レを隠しとけ。俺らの特務を知らない兵士に見られたら面めん倒どうだ」

「う、うん」

「俺らと同じ『星霊施せ術じゆつ』を受けたのは十二部隊。全部で五十一人だ。帝国軍の九十九パーセント以上は特務なんて知らないからな」




〝四人みんなにはネビュリス皇おう庁ちように侵しん入にゆうしてもらうわ〟

〝特務の正体は『皇庁侵入』。そして現ネビュリス女王を捕ほ獲かくすること〟




　使徒聖の璃洒から命じられた作戦──

　この人工的な星紋によって皇庁の国境検問所チエツクポイントを突とつ破ぱし、ネビュリス女王を捕獲するという極ごく秘ひの任務だった。

　……僕らの部隊は帰還したけど。

　……残り十一部隊は、今も皇庁の州に潜もぐりこんで機を窺うかがっている頃ころか。

　多くの帝国兵は特務の存在そのものを知らない。

　ジンや音々に浮かんでいる星紋は、うかつに見せるわけにはいかないだろう。

「で、イスカ。肝心のお前は」

「僕？」

「検査に一番時間がかかったんだ。俺らより念入りに調べられたんだろ」

「僕も当たり前のことばっかりだった。内科医と精神科医の診察を最初にやって、あとは皇庁の流行はやり病やまいに罹かかってないかっていう感染症の確かく認にんと、身体からだに何か埋うめこまれてないかっていうＸ線断ス面キ写ヤ真ン」

　捕虜となっていた帝国兵が帰還した。

　それは帝国にとって必ずしも喜ばしいことではない。帰還した兵が魔女の手先に「改造」されている可能性があるからだ。

「それと星霊エネルギーの診断も」

「あれ？　イスカ兄は音々たちみたいに人工の星紋も付けてないよね。星霊エネルギーなんて出るわけないけど」

「洗脳タイプの星霊術があるんだよ。ごくごく珍めずらしいけど」

　心を操あやつる星霊──

　ネビュリス皇庁は魔女の地だ。捕らえられている間に、人の心を操る星霊に操作されている可能性がある。その診断も行われた。

「あと、拷ごう問もんや尋じん問もんを受けなかったかってしつこく訊きかれたけど」

「イスカ兄はなんて答えたの？」

「みんなに話したとおり。睡すい眠みん薬やくで眠ねむらされて運ばれたから、目が醒さめるまで何もされなかった」

　半分は本当で、半分はウソ。

　拷問も脅おどしも受けなかった。それは事実だ。手て錠じように繫つながれはしたものの、イスカはずっとホテル最上階の賓客室スイートルームで不自由ない環かん境きようを与あたえられていた。

　敵国の王女アリスと共に──




〝キミはわたしが直々に見張るから。光栄に思いなさい？〟




　イスカの証言に一つ噓うそがあるとすれば。

　拷問も尋問もなかったが、「何もなかった訳ではない」ということ。

　まさか帝国司令部も、あの氷ひよう禍かの魔ま女じよアリスと帝イ国ス兵カが戦場で互たがいの顔を見知った仲であるなど思いもしまい。

　……言ったところで信じてもらえないだろうしなぁ。

　……迂う闊かつに喋っても僕が皇庁のスパイ容疑をかけられるだけだし。

　ただでさえ一年前に魔女脱だつ獄ごく事件を引き起こし、その罪で使徒聖の座さえも失ったのがイスカである。

　ジンや音々にも黙だまっているのは後ろめたいが、イスカが話すことで部隊の仲間が共きよう謀ぼう罪に問われる恐れもある。

　そこに付け加えるならば。




〝……その……そろそろ服を。せめて下着だけでも着て欲しいんだけど〟

〝きゃぁ!?　イ、イスカ！　破は廉れん恥ちよ、どこをジロジロ見てるの!?〟

〝見せてきたのはアリスだろ!?〟




　いや、やめよう。

　入浴上がりで一糸まとわぬ少女アリスの裸ら身しんは、多感な時機である少年イスカには刺し激げきが強すぎた。思いだすだけで顔が火ほ照てってしまう。

　……っていうか忘れよう。忘れるんだ。忘れないと。

　……僕が眠れやしない。

「イスカ兄？　顔が赤いよ」

「な、何でもないよ。大だい丈じよう夫ぶ！……ていうか今さらだけどさ」

　ジンの後ろ。

　待合い席に、ころんと寝ね転ころがっている青あお髪がみの少女の姿があった。いや少女ではなかった。子供扱あつかいすると怒おこられる。

　背中を丸めて寝転がる姿はどう見ても愛あい嬌きようのある子供だが、歴れつきとした成人女性である。

「ミスミス隊長、なにしてるんですか？」

「…………」

「隊長？」

「現実逃とう避ひ中だ」

　かわりに答えたジンが、後ろの席へとふり返る。左ひだり肩かたを隠すように寝っ転がる女隊長を顎あごでさして。

「おい起きろ隊ボ長ス。いいじゃねえか星せい紋もんの再チェックぐらい。まだ一週間も猶ゆう予よがある」

「やぁぁぁっ!?　やめて言わないでっ！」

　バネ仕じ掛かけのような勢いで隊長が起き上がった。

「イスカ君イスカ君、さあ次は君の番だよ。アタシが命がけで皇庁に突とつ撃げきして助けに行ったんだから、次はイスカ君がアタシを助ける番だよね！」

「隊長おちついて。どうしたんですか。検査で異常でも？」

　そう言うものの、つい先さつきに聞いたアナウンスは四人とも『異常なし』だったはず。

「異常なしなんだけど、音々たち再検査なの」

「どういうこと？」

「まだ音々たちの星紋が消えてないでしょ」

　自じ慢まんのポニーテールを撫なでながら、音々。

「星紋が消えるまで検査対象なんだって。だから一週間後に再チェックなの」

「……そういうことか」

　日焼けした肌はだが短時間で元に戻もどるのと同じ。

　今の技術でつけられる人工星紋は長くて一週間。それ以上は、星霊エネルギーが肌から抜ぬけ落ちて消えてしまうという。

「俺と音々の痣は一週間後には確実に消えてる。それだけ確認されて再検査は終わりだ。問題は、隊ボ長スの星紋が──」

「やめて言わないでジン君!?」

　最後まで言わせまいと、ミスミス隊長がジンの背中にしがみつく。

「誰だれかに聞かれたら……」

「言わねえよ。こんな施し設せつ内で話すわけねえだろうが」

　ジンの返事も小声。

　──口に出せるわけがない。

　ジンや音々の星紋と違ちがい、ミスミス隊長の左肩に浮うかぶ星紋は「本物」なのだ。

　魔女化。

　星せい霊れいエネルギーの噴ふん出しゆつ口である星脈噴出泉ボルテツクスに転落したことで、ミスミス隊長は星霊に取り憑つかれてしまった。

　……音々とジンの星紋は消えても、ミスミス隊長のは残ったままだ。

　……つまり一週間後の再検査で「本物」とバレる。

　見かけ上、星紋を隠すことは難しくない。

　肌色のシールで星紋を覆おおってしまえばいいのだ。医い療りよう用テーピングのように肌の傷口を巧こう妙みように隠す素材もある。

「厄やつ介かいなのは、痣あざから出る星霊エネルギーだな。こればっかりはシールで隠しようもない。検出器を近づければ一発でバレる」

「……ど、どうしよ」

「落ちつけ隊ボ長ス。特務の前と何一つ状じよう況きようは変わってねえよ。どのみち星紋の対策は必要で、その期限が一週間って明示されただけだ」

「……ダメだったら？」

「任せておけ」

　恐おそる恐る、ジンを見つめる小こ柄がらな女隊長。すがるようなまなざしを受けとめて、銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手は迷うことなく頷うなずいた。

「捕つかまる前に帝てい都とから脱だつ出しゆつだな。逃とう走そう経路を調べておく」

「ジン君っ、真ま面じ目めに考えて!?」

「俺は大真面目だ。ってか大声出すな。声が響ひびいて誰かに聞かれでもしたら──ん？」

　コツッ……と響く硬かたい靴くつ音おと。

　メディカルセンター入り口に女性が二人。一人は帝国軍の戦せん闘とう衣い、もう一人は黒の事ス務ー服ツを身につけている。

「法規違い反はんですよ璃洒、この件は帝国議会に報告します」

「だーかーらー、ごめんってばミカちん。ウチが悪かったから。ね？　ね？」

「ミカエラです。職務中はフルネームでとお願いしているはずですが」

「機構司令部・統とう括かつ医療チーム上位医官のミカちん」

「位地ポジシヨンのフルネームは求めていません。名前をフルネームでと言ったのです。いいから、早足で歩いてください」

「痛い痛いっ！」

　長身の女性を、小柄な事ス務ー服ツの女性が引っ張ってくる。一人はイスカの知る人物。もう一人は初めて見る相手だ。

「あ、璃洒ちゃん！」

「やー……ミスミス、元気そうで何より」

　しょんぼりと肩を落とした様子で、女使徒聖が片手を上げた。

　──璃洒・イン・エンパイア。

　怜れい悧りで端たん整せいな面おも立だちに、知的な黒くろ縁ぶち眼鏡がよく似合う。

　すらりと伸のびた長身もあいまって、普ふ通つうの戦闘衣も「様になる」。イスカが驚おどろいたのは、彼女がこんな帝都の端はしに現れたということだ。

　使徒聖・第五席。

　天てん帝てい直属の武官である彼女は、任務を除いて天帝の側そばから離はなれない。こんな帝国の外れではなく帝都にいるのが常であるはずだが。

「璃洒ちゃんどうしたの？」

「あー……いや、ちょっとねアハハ……」

「ごまかさないでください、璃洒」

　璃洒の手を摑つかみ、そう答えたのは事ス務ー服ツ姿の女性だ。

「第九○七部隊のみなさま、初めまして。ミカエラと申します」

　折り目正しく一礼。

「司令部の統括医療チームに従事。専門は医療法メデイカル・リーガルで、医療従事コ・メデイカルチームへの指導を主任務としております」

　医官──

　帝国軍に所属する特とく殊しゆ技能兵の一員で、医師免めん許きよをもつ兵士である。

　……機構司令部の所属っていうと。

　……たぶんミスミス隊長よりも階級は上か。

　司令部は、機構Ⅰ師からⅥ師までの統括をになう中ちゆう枢すう組織。そこに所属するのだから、若くても相当な地位なのだろう。

「は、初めまして。ええとあの、アタシたちが何かしましたか？」

「大問題です」

「な、何のことですか!?」

　まさか。

　自分が星脈噴出泉ボルテツクスに落ちて魔女化したのがバレた？　心中の叫さけびを表すようにミスミス隊長の顔が青ざめた。

「璃洒から謝罪があります」

「…………はい？」

「司令部は、帝国全軍の戦せん闘とう状じよう況きようを管理しています。特に私が専門とする医療法メデイカル・リーガルは、負傷者の速すみやかな戦線復帰のため、一人一人に最適な医療制度を提案していまして」

「……はあ。それで？」

「第九○七部隊みなさまの勤務記録を拝見しました」

　小こ脇わきに抱かかえているのはクリップボードだろう。

　医師ミカエラが、何十枚もの印刷紙を束ねた書類をめくりながら。

「全員、超ちよう過か勤務が認められます。軍ぐん法ぽうにおける機構Ⅲ師の連続戦闘上限は、原則三十日。特殊有事下で四十五日。これは実戦だけでなく同等の負ふ荷かをおよぼす演習も含ふくまれるわけですが、みなさまの場合はこれを明らかに超過していることが認められ──」

「待て。隊ボ長スがついていけてない」

　ぽかんと呆あつ気けに取られたミスミスと、その肩を叩たたいてみせたのはジンである。

「一言で頼たのむ」

「『働きすぎ』です」

　赤○マルでチェックされた紙を掲かかげる女医師。

「規則違反ですね」

「え!?　で、でもアタシたちは命令で派は遣けんされただけだもん！」

「そのとおり。問題は上司、つまり使徒聖このひとです」

　隣となりでそっぽを向いている璃洒を指さしてみせる。

「そうですね璃洒」

「……別に……ちょっとくらい、いいじゃん」

「何がいいのです」

「ご、ごめんってば！　ウチが悪かった。だからそんな睨にらまないでってば！」

　バツの悪そうな表情で璃洒が苦笑い。

「でも帝国の一大事だったんだし。仕方なくない？」

「いいえ。我が軍には優ゆう秀しゆうな部隊がいくらでもあります。ただの一部隊をここまで酷こく使しし、使い物にならなくさせたとすれば国民からも非ひ難なん囂ごう々ごうです」

　璃洒の胸むな元もとを、女医師がクリップボードで指ししめす。

「あの氷ひよう禍かの魔ま女じよという化け物との交戦後、すぐに星脈噴出泉ボルテツクスの捜そう索さくを命じたでしょう。どちらも純血種との交戦を目的としたものでした。そうですね」

「……ま、まあそうかな？」

「二回全滅しているところです。並の部隊なら」

　クリップボードの先せん端たんを、璃洒の胸に押しつけるようにして。

「極きわめつけは特務『ネビュリス女王捕ほ獲かく計画』。星脈噴出泉ボルテツクスの捜索からわずか四日後に、第九○七部隊をネビュリス皇おう庁ちようの国境に派遣しましたね。わずか二か月足らずで一部隊を三箇か所しよもの超危険地帯に派遣する。これはやりすぎです」

「…………」

「三回全ぜん滅めつしているところです。犠ぎ牲せいがなかったから話も広まっていませんが、他部隊に知られたら司令部の判断を疑われる事態でした」

「だーいじょうぶよ。バレなきゃいいんでしょ？」

「大、問、題、です！」

　眉まゆをつりあげて、ミカエラが使徒聖に詰つめよった。

「璃洒、あなた使徒聖でちょっと偉えらいからって余よ裕ゆうすぎです。これは司令部の総意です。度が過ぎれば友人の私もさすがに見過ごせません。医療法メデイカル・リーガルの権けん威いたる私がいないと、あの薬だって手に入らな────」

「はいミカちん、そこまでね？」

「っ！」

　つん、と女医の唇くちびるに触ふれる璃洒の指先。

　その妖よう艶えんな仕草に、ミカエラ医官が呆気に取られたように顔を赤らめた。

「というわけで、みんなごめんねー」

　両手を合わせ、申し訳なさそうなフリで女使徒聖が頭を下げる。

「ミカちんに言われてウチもびっくり。いやー、まさかみんなが過勤はたらきすぎだなんて。意外すぎる事実だったわぁ」

「璃洒ちゃんひどい!?」

　そんな使徒聖に、たまらず食ってかかったのはミスミス隊長だ。

「ずっと無理難題ばっかりって思ってたけど、やっぱり璃洒ちゃんの独断だったのね！　星脈噴出泉ボルテツクスの件だって、あのせいでアタシが魔女になっ──」

「隊ボ長ス」

「あ痛っ!?　あ、あはははは……。な、なんでもないです」

　後ろからジンにお尻しりを蹴けられて押し黙だまる。

「そ、それでアタシたちどうすれば？」

「規則のとおりです」

　赤らめた顔から一転、ミカエラが咳せき払ばらいしてみせた。

「連続戦闘上限をこえた場合、その療養として特とく別べつ休きゆう暇かが下されます。みなさまは最低でも六十日間の休暇となるでしょう」

「六十日っ!?」

「くり返しますが、璃洒が下した三度の出動命令は、三度全滅してもおかしくなかった。これ以上の連続戦闘は危険であるというのが医い療りようチームの判断です」

　クリップボードに挟はさまっているのは決定通知書。

　司令部の署名サインがなされた紙が、隊長ミスミスの手に渡わたされた。

「第九○七部隊、よって六十日間の特別休暇を命じます。これは司令部の決議によるもので、天帝閣下の直命を除くあらゆる命令の上位にあたります。詳しよう細さいは本日中に通知しますが、いまの時点で質問があればどうぞ」

「俺から訊きく」

「どうぞ」

「命じるってのはどういうことだ。普ふ段だんなら『休暇を与あたえる』って言い回しになる」

「いいご質問です」

　そう頷いたミカエラ医官が、隣の璃洒に向ける意味深な微笑ほほえみ。

「これは権利ではなく命令。『休んでいい』ではなく『休め』という命令なのです」

「っていうと」

「六十日間。この期間において、あらゆる自主的な訓練や演習参加を禁じます。たとえば、どこかの使徒聖が『ねえミスミス、どうせ休みで暇ひまでしょ？』と声をかけてくることが想定されます」

　そっぽを向く璃洒を睨みつけながら。

「使徒聖からの『お願い』があれば断りにくいでしょう。自主勉強や懇こん親しん会という名目で訓練に参加させられることも考えられます」

「やりそうな手だな。どこぞの使徒聖殿どのの好きそうな手口だ」

「そういう一いつ切さいを禁じるための休暇命令です」

　六十日間の強制休暇。

　その期間、あらゆる命令を聞かなくていい。それはつまり──

「一番いいのは遠出ですね。帝都の外、もっと言えば帝国外部に行かれることを勧すすめます。そうなれば璃この洒ひともさすがに余計な誘さそいができません。帝国の周辺同盟国で静養されるのはいかがでしょう」

「だがな、俺らは一週間後にここで再検査を控ひかえている」

「それも延期です」

「────」

　ジンと音々が小さく首しゆ肯こう。誰だれよりもミスミス隊長の目が一いつ瞬しゆん輝かがやいたことに、この女医は気づいていないだろう。

「みなさまの星せい紋もんは、私も司令部として概がい要ようを把は握あくしています。既すでに十分な試験数サンプリングから、星せい霊れいエネルギーが一週間前後で消えることも確かく認にんできています。ゆえに六十日後、帝てい都とに戻もどってきてからの再検査で構いません。その頃ころには星紋も消えているでしょうが」

「承知した。そうだな隊ボ長ス？」

「え!?　あ、う、うん！」

　何度も何度も頷うなずくミスミス。

「話は以上です。さあ戻りますよ璃洒。これから仕事です」

「ミカちん、ウチも休みがほしいなぁ」

「あなたは使徒聖だから司令部の管かん轄かつ外です。天てん帝てい閣下に交こう渉しようしてください」

「そんなぁ！……うう。じゃあねーみんな。ゆっくりバカンスを楽しんで。その後しっかり働いてもらうからー」

　引っ張られてホールを後にする使徒聖の第五席。

　その場に残されて──

「ええと？」

　ポニーテールの少女が怖おず怖おずと口にした。

「音々たち助かったんだよね？　っていうかミスミス隊長がこれでしばらく……」

「音々ちゃーーーーーん」

「わわっ!?」

　自分より小こ柄がらな隊長に飛びつかれて、よろめく音々。

「やった、アタシたちお休みだよ！　璃洒ちゃんから無茶なお願いが来る心配もないし、再検査も後延ばしできるって最高だよ！」

「んなわけねーだろ。言葉の裏を読め」

　再び椅い子すに寄りかかるジンが、天てん井じようを見上げる仕草。

「あの医官の言ってたとおりだ。俺らの遠えん征せい三回は、並の部隊が三回全滅してもおかしくない死地ばかりだった。機構司令部やつらは、それをたった六十日の特別休暇で帳消しにするって言ってきてんだよ」

　たった一つの部隊に幾いく度どもの死線を潜くぐらせて。

　その見返りが、療養という名のわずか六十日の特別休暇。ジンの言うとおり本来的にはあまりに釣つり合わない成功報ほう酬しゆうだ。

　……さらに裏を読むなら。

　……六十日後にはまた死地に送りこまれるんだろうな、僕らは。

　無論、イスカも察してはいた。

　ジンとイスカの違ちがいは、それをこの場で口にするか否いなかの違いだろう。

「首の皮一枚で繫つながったのは事実だがな」

「そ、そうだよね！　アタシの猶ゆう予よが一週間から六十日に延びたってことでしょ。もうこれは楽勝だよ！」

　ミスミス隊長が何度も首をふってみせる。その声も、たった数分前とは見違えるほどに生気に満ちていて。

「そうと決まれば！……えっとイスカ君。アタシたち何すればいいの？」

「帝国の外に出ましょう。なんなら旅行のつもりでいいと思うから、少なくとも帝都からは脱だつ出しゆつするべきです」

　帝都には街の至るところに「魔ま女じよ狩がり」が仕し掛かけられている。

　星霊エネルギーの検出機。軍所属のイスカたちは設置位置を大まかに把握しているが、そこにミスミスが立ち入れば確実に罠わなが作動するだろう。

　……街路に公衆浴場に、スーパーの入り口にも。

　……帝都だけでも検出機だらけだ。

　現状、ミスミスは女子寮りようでじっとしていて、買い物も音々が代行している。これも長く続ければ怪あやしむ者も現れるに違いない。

「音々も賛成！　帝都は危ないもん。いっそバカンスのつもりで外に出た方が自然だよ。帝国に戻ってくるのはギリギリ六十日後でいいと思うな。あとは帝国の外のどこに行くかだけど……んー、どこがいいかな」

　そんな音々の自問自答に。

「……中立都市？」

「だめ！」

「却きやつ下かだ」

「なに言ってるのイスカ君！」

　思いつきで答えたイスカの案は、その場の全員から猛もう烈れつな勢いで反対された。

「イスカ兄、反省してないの？」

「どっかの誰かさんが中立都市で毒を盛られて、ネビュリス皇庁に連れ去られる事件が最近あったな」

「アレは大変だったよねぇ」

「……ご、ごめんって！　そういう意味で言ったんじゃなくて、……いや、あの！」

　じーっと横目を向けてくる三人に、イスカは慌あわてて手を振ふった。

　三人はあのイスカ誘ゆう拐かい事件が「氷ひよう禍かの魔女の蛮ばん行こう」と信じきっているが、当のアリスがそれを望んでいなかったことは、イスカだけが知る事実である。




〝ち、違うわ！　わたしの命令じゃないもん！〟

〝わたしは全然こんなつもりはなかったの。燐リンが勝手に先走っちゃった結果よ！〟




　アリスの本意ではなかった。

　従者の燐を叱しかりつけたことで、同じ事件は二度と起きない。そう承知しているからこそ、つい「中立都市は？」と口走ってしまったのだが。

　……ああそうか。ジンも音々もミスミス隊長も。

　……三人にとっての中立都市は、もう安全って心象イメージからは程ほど遠とおいのか。

　自分イスカが向かおうとすればきっと反対される。

　中立都市に行けなくなる。

　それはつまり、アリスと「偶ぐう然ぜん」の再会ができなくなる？

　この広大な世界のどこかの戦場で──

　本当の意味で「偶然」に巡めぐり会うしかないのかもしれない。何年後か。あるいは一生を捧ささげても訪おとずれないほどの偶然に祈いのるほかない。

　……って、何を考えてるんだ僕は。

　……今はそんな場合じゃない。隊長を助けるために何ができるか考えないと。

　帝都の外へ。

　ただし中立都市がダメだとするならば。

「さっきミカエラさんが言ったような帝国の同盟国。あとは、少し遠くなるけど独立国も候補にしていいかも」

「イスカ君ならどっち？」

「後者です。今の僕らにとっては帝国の同盟国じゃない方が安全だから」

　同盟国は、帝国への軍事協力を公おおやけにしている国家群だ。

　ネビュリス皇おう庁ちように対して宣戦布告するほど反魔女体制ではないが、軍事産業の部門では帝国に多くのエネルギー資源を輸出している。

「同盟国だと、司令部が僕らを監かん視ししようと思えば可能です」

「……そうだよねぇ」

　大きな溜ため息いきを一つ。

　その場で腕うで組ぐみするミスミス隊長が、控えめな声量で。

「やっぱり帝国となるべく関係ない国がいいね。もちろんネビュリス皇庁からも離はなれた国で。それでちゃんとした観光国っていうと……」

「はいはい、音々が調べておくよ！」

　すかさず手を挙げたのは音々だ。

「カジノは前に行ったから、次は南の楽園にしようよ。大っきな砂すな浜はまとプールの観光地リゾートがいいな！　隊長の希望リクエストは？」

「アタシは、みんなでバーベキューできるといいな」

「ジン兄ちゃんの希望リクエストは？」

「特にない」

「あいよ。イスカ兄は？」

　何か希望リクエストは。

　そう促うながすポニーテールの少女に見つめられて、イスカはしばし天井を仰あおいだ。

「僕も特にないけど、一日でも早く準備できる日程にしよう」

　帝都を出る。それが最優先事じ項こう。

　この「機械仕掛けの理想郷」は、ミスミスという魔女にとっての理想郷ではなくなってしまったのだから。
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　そして現在──

　帝都のショッピングモール、その水着売り場でイスカは呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

　……おかしい、絶対おかしいって。

　……昨日はあんなに真ま面じ目めな話をしてたのに、どうして僕はこんな場所にいるんだ。

　水着売り場。

　しかも女性用のコーナーだから女性客ばかり。若い女性が集まるなか、そこにイスカが紛まぎれこんだ様は明らかに珍ちん妙みような状じよう況きようだ。

　羊の群れに迷いこんだ狼おおかみ？

　いや、むしろ狼の群れに囲まれた羊は自分イスカの方かも？

「イスカ兄ー、こっちこっち！」

　売り場の奥から。

　試着室のカーテンをほんの少し開けて、そこから音々が顔を出した。そこまでは良いのだが、開いたカーテンからは白い肌はだまで覗のぞいているではないか。

　上着どころか肌着も着ていない。

　ほっそりとした脇わき腹ばらとおへそが丸見えで──

「音々!?　服は！」

「だって水着の試着だから脱ぬぐに決まってるもん。ねえねえ、これどう？」

　勢いよくカーテンを全開にして、ポニーテールの少女が試着室から飛びだした。露ろ出しゆつの多めなホルターネック型で、色は赤一色。

　もともと音々は手足の長いモデル体型だが、そこに日々の訓練もあいまって適度に筋肉のついたアスリート的な健康美だ。引き締しめられた腰こしのくびれ、太ふと股ももの曲線がなんとも艶なまめかしい。

「えっへっへー。どう？　これでイスカ兄も悩のう殺さつでしょ？」

「……悩殺って。どこでそんな怪あやしい単語を覚えたのさ」

　音々が、ここ一、二年でぐっと大人びたことには疑いの余地はない。

　その変わりように──

　一いつ瞬しゆん見とれそうになったものの、イスカは慌てて首を振った。

　ダメだ。ここは女性用の水着売り場。女の子の水着に見とれていれば、他の女性客からどんな目で見られるか。

「……可愛かわいいんだけど、まだ音々には派手すぎない？」
















「あーやっぱりイスカ兄もそう思う？　大人すぎる感じだよね。うーん、じゃあコッチにしようかな。でもアッチも捨てがたいし」

「音々さ、水着を選ぶのはいいんだけど」

　楽しいショッピングに水を差すのは憚はばかられるのだが、浮うかれすぎてもいけない。自分たちは遊ぶために観光地リゾートに赴おもむくわけではないのだから。

「僕らは旅行を口実に帝都から逃にげるわけで、ミスミス隊長だってきっと真しん剣けんに──」

「アタシのこと呼んだ？」

　つんつんと背中を突つつかれる。

　ふり返ったそこには大きな紙かみ袋ぶくろを両手で抱かかえたミスミス隊長。

「……隊長、そのサングラスは何でしょう」

「ふふん？　何って、アタシたちバカンスに向かうんだよ。アタシみたいな大人のレディが砂浜を歩くならサングラスは必ひつ須すアイテムだし」

　子供にしか見えない童顔に、明らかに似合わない派手なサングラス。

　その肩かたには子供用の浮き袋を下げていて、頭には大きな日よけ帽ぼう。何とも不釣り合いな恰かつ好こうである。

「流行はやりのファッション誌に騙だまされた典型的な子供みたい……」

「そ、そんなことないしっ！」

　そう言いながら、女隊長が両手の紙袋を大事そうに抱だきしめた。

「えへへ、アタシも水着決めちゃった。楽しみだね。帝てい国こくから遠い遠い、砂さ漠ばくに囲まれた高級観光地リゾート、一度は行ってみたいと思ってたんだ！」

「……隊長が楽しそうで何よりです」

　昨日まではこの世の終わりのように青ざめていたのに、今朝からは肌もツヤツヤと照り輝かがやいて、不安など微み塵じんも感じさせない笑え顔がおである。

　……昨日の夜に、音々から観光地リゾートのパンフレットを見せてもらって。

　……それで元気が出たって言ってたっけ。

　空元気では？

　ここに来るまではイスカもそう思っていたが、どうやら本当に元気になったらしい。

「独立国家アルサミラってイスカ君も初めてでしょ？」

　サングラス姿で、天てん井じようを見上げるミスミス隊長。

「帝国のずっと東にある大砂漠のね、そのオアシスにできた国なの。国全体が丸ごと観光地リゾートなんだって。朝あさ陽ひとともにプールで泳いで、夜は砂漠に寝ねそべって星を見ながら寝るの。あぁなんてロマンチック……！」

「今日の夜に出発ですよね」

「そそ。ジン君が循じゆん環かんバスを予約してくれたから、それを乗り継ついでいくの」

　帝都から帝国領外へ。

　そこから中立都市を経由して、はるか東の砂漠を目指す。片道だけで丸三日以上かかる大移動だ。

「ジン君に手続き任せちゃったけど、一人で大だい丈じよう夫ぶかな？　特とく別べつ休きゆう暇かの申しん請せい、思ったより大変そうだったけど」

「ジンなら上う手まくやってくれますよ」

　音々とミスミスの付き添そいにイスカを向かわせて、一人で帝国基地に残ったジン。

　だがイスカは知っている。

　ジンが自ら進んで雑務を請うけおった本当の理由は、隊長の水着選びに同行したくなかっただけなのだと。

「……ずるいぞジン」

「どうしたのイスカ兄？」

「いや、何でもないよ。それより早く帰って支し度たくしようか」

　女性店員の冷ややかなまなざしを感じつつ、イスカは逃げるように背を向けた。
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　遡さかのぼること百年。

　帝国は、現在以上に圧あつ倒とう的な軍事力でもって世界に覇はを称となえていた。他国を次々と吸収合がつ併ぺいし、その栄えい華がはさらに極きわまりつつあって──

　だが。

　帝国はある日、「星の秘密」に触ふれてしまった。

　──星の中コ枢アから噴ふきだす未み解かい析せきエネルギー『星せい霊れい』。

　深い地中から放たれた星霊は人間に憑ひよう依いし、お伽とぎ話ばなしにある魔ま法ほうさながらの力を与あたえた。

　大型兵器の威い力りよくさえ上回る星霊術。それに怯おびえた帝国民は、彼らを魔女・魔人と呼んで、迫はく害がいした。

　魔ま女じよ狩がりの時代──

　が。やがて帝国の行きすぎた暴圧に牙きばを剝むく者が現れる。

　大魔女ネビュリスの反乱。当時まだ十代の少女であったとされるネビュリスは、帝国に匹ひつ敵てきする強大な『ネビュリス皇庁』を建国した。

　魔女・魔人を根絶せんとする帝国。

　その帝国に対する復ふく讐しゆう心に燃えるネビュリス皇庁。

　世界二大国の争いは、百年後の現代でも鎮しずまる気配を見せていない。




　ネビュリス王宮「星の塔とう」──

　強い西日がさしこむ間。

　しんと静まった執しつ務む用の小部屋には、足音一つ聞こえない。

　埃ほこりが舞まう音さえ響ひびくほど静かな部屋で、ただひたすら、金きん髪ぱつの少女が慌あわただしくペンを紙上に走らせる音だけが聞こえてくる。

「…………」

　報告書に目を通して署名サイン。次の報告書の内容を一読して、また署名サイン。それを二十枚ほど続けた少女が、チラリと机の端はしを見やった機で。

「次は先々週の分です」

　どさっ、と。

　山のような紙束が補ほ充じゆうされた。

「さあアリス様、これと先週と今週の分で終わりですよ」

「いやぁぁぁぁぁぁっっっっっ!?」

　思わず椅い子すから跳とびはねて、アリスは悲鳴を上げた。

　アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世──「魔女の楽園」ネビュリス皇おう庁ちようの第二王女として、名を知らぬ国民は皆かい無むだろう。

　艶つやめく金髪は淡あわく輝いて、紅玉ルビー色の双そう眸ぼうは凜り々りしく気品に満ちている。

　まだ十七歳ながらも早熟な肉体は色っぽい起き伏ふくに富み、何とも華はなやかで美しい。さらにその身には、ネビュリスの直系にふさわしい強大な星霊が宿っている。

　──次代の女王最有力候補。

　しかしそんな評判も台無しに、アリスは書しよ斎さいの壁かべ際ぎわに背をつけて「イヤよイヤよ！」と泣きそうな表情だ。

「もう無理よ。見て燐、ペンを握りすぎてペンだこができちゃったわ。女王補ほ佐さの仕事はこれでお終しまいよ。ね？」

「もう片かた腕うでが残ってるではありませんか。ペンは握れます」

「拷ごう問もんっ!?」

「……という冗じよう談だんはさておいて。少し休きゆう憩けいにしましょうか」

　両手に紙の束を抱え、そう答えたのはアリスの従者・燐である。

　燐・ヴィスポーズ。

　明るい茶髪を左右にわけて結んだ少女で、年ねん齢れいはアリスの一つ下の十六歳。

　家政婦服という地味な恰好だが、その実、アリスの護衛役である燐の服には至るところに短たん剣けん、金属針、ワイヤーなどの暗器が忍しのばせてある。

「ねえ燐。紅茶が飲みたいわ。ミルクと砂糖をたっぷり入れて甘くして」

「すぐに用意いたします」

　書斎の隅すみに用意された紅茶道具一式を、燐が手慣れた様子で広げていく。

　その姿を見守りながら。

「……刺し激げきがほしいわ」

　アリスは、再び椅子に腰かけた。

「朝から晩まで書こ斎こにこもって女王おかあさまの事務のお手伝い。単調で眠ねむくなっちゃうわ。なんかこう、もっと王女らしい仕事はないのかしら」

「表おもて舞ぶ台たいではない裏仕事。これも王家の仕事です」

「だけどー」

「刺激という名の緊ス張リ感ルなら、先日、十二分に味わっていたではありませんか」

「…………」

　燐の意図するところを察して、アリスは言葉に詰つまった。




〝これでキミはわたしの監かん視し下かよ！〟

〝ふふ、こういうのも偶たまには面おも白しろいわね。敵国の強つわ者ものをこんな身近に繫つなぎとめておくの。何だか緊ス張リ感ルがあっていいわ〟




　そんなやりとりもあった気がする。

　帝国兵イスカを捕とらえて、ネビュリス皇庁に連行した時のこと。それも、せいぜい十日ほど前に起きたばかりの事件だ。

　アリスが、捕ほ虜りよのイスカを見張っていた数日間。

　……こういうこと言うと王女失格なのかもしれないけど。

　……彼イスカと一いつ緒しよにいた時は、ドキドキしたのよね。

　燐が一緒にいてくれる安心感がありながらも、一方で「この剣けん士し相手には絶対に油断できない」という緊きん張ちよう感かんと昂こう揚ようが渦うず巻まいていた。

　その興奮が忘れられない。

　……それに。

　……歳としの近い男の子と同じ場所で寝るなんて、初めてだったから。

　王女である前に、アリスも若き少女である。

　敵国の兵であろうと、十代の少年を前にして一緒に食事をしたり、会話をして何も感じないわけがない。

　イスカと寝しん食しよくを共にして得たものは、アリスが初めて体感する刺激だった。

「あの帝国兵など、王族専用賓客室プレジデンシヤルスイートではなく狭せまい倉庫にでも閉じこめておけばよかったのです。そうすればアリス様が寝込みを襲おそわれる心配もなかったのに」

「燐」

　口を尖とがらせる従者を、やんわりと宥なだめる。

「イスカはそんなことしないわ」

「…………」

「あなたもソレはわかってるでしょ？」

「……否定はしません」

　観念した表情の燐。

「あの帝国兵は、敵ですが道理をわきまえた人間です。仮に手て錠じようをかけていなくても、たとえばアリス様の寝込みを襲うような真ま似ねは……しないでしょうね」

「でしょ？　燐もわかってきたじゃない」

　戦場ではアリスが寒気を覚えるほどの凄すさまじい戦せん闘とうぶり。

　だが戦場以外ではまるで別人。穏おだやかで大人しく、帝てい国こく兵ながらも魔女を蔑べつ視しするわけでなく確かな知性を感じさせる。

　それがいいのだ。

　粗そ野やで荒あらくれ者の帝国兵であれば、アリスとて捕虜に対してああも寛かん大だいな対応を取ることはなかっただろう。

「帝国兵に情けをかけたわけじゃないわ。イスカだから特別だっただけよ」

「裸はだか、見られて大おお慌あわてだったじゃないですか」

「くっ!?……い、いいのよ。見られて恥はずかしい身体からだはしてないし。むしろ見せつけたと言っても過言じゃないわ！」

「それは変態のセリフです!?」

　溜ため息いきを隠かくそうともしない燐が、紅茶のセットを運んできた。

「ミルクティーです。砂糖を多めに入れてありますので、よく混ぜてお飲み下さいね」

「ありがとう燐」

　湯気のたつカップを持ち上げる。

　ふわりとした甘さの中に、茶葉の香かおりが芳かぐわしい。

「あら？　珍めずらしい香りね。新しい茶葉かしら」

「はい。遠い地方の葉が輸入されてきましたので。はるか東部の砂さ漠ばく地帯です」

「砂漠で紅茶が採れるの？」

「オアシスの農園で採れたものです。観光地リゾートとしても有名で、この紅茶も大変な高級品と聞いています」

　砂漠のオアシス。観光地リゾート。

　なんと魅み惑わく的な響きだろう。

「ねえ燐、次の休みは二人でそこに行きましょう。観光地リゾートなら遊ぶ場所はきっと沢たく山さんあるわ。朝はプールで思いっきり泳いで、夜は砂漠にタオルを敷しいて寝ねそべって、星を見ながら寝るの。ロマンチックでしょ」

「今のスケジュールでは、早くても再来年ですね」

「……夢の欠片かけらもないわ」

　あまりに容よう赦しやのない宣告に、アリスはがっくりと椅子にもたれかかった。

　と──

　塔の外から突とつ然ぜんの式典曲フアンフアーレ。

　中庭からだろう。楽団によるトランペットと金管楽器が、軽かろやかで足が弾はずむような音色をネビュリス王宮に響かせる。

　城のみならず繁はん華か街がいにも伝わっていることだろう。

「帰き還かんの式典曲フアンフアーレですね。この曲は……」

「イリーティアお姉様かしら」

　ネビュリス現女王の三姉し妹まい、その長女の帰還を報しらせる音だ。

　第一王女の長女イリーティア。

　第二王女の次女アリスリーゼ。

　第三王女の三女シスベル。

　いずれも稀き少しような星せい霊れいを宿して生まれた星霊使いであり、次代の女王候補である。

　血を分けた姉と妹。

　だが女王聖別儀礼コンクラーヴエでは、その姉妹とも容赦ない勢力争いを行わなければならないのが、アリスの悩なやみである。

　……ネビュリス女王は代々、早くに王位を譲ゆずることが潔いさぎよいとされてるわ。

　……お母様が退位されるまであと二年？　それとも三年？

　退位が決まってからでは遅おそいのだ。

　女王聖別儀礼コンクラーヴエの戦いは、早くも水面下で始まっている。姉イリーティアがまさにそう。一年のほぼすべてを外遊に費ついやしてほとんど城に留とどまらない。

　その理由は根回しだ。

「今回はお戻もどりが早かったですね。王位投票権者たちへの挨あい拶さつまわり、それだけ順調ということでしょうか」

「燐」

　歯に衣きぬ着せぬ従者を窘たしなめる。

　だが事実だ。アリスがこうして王宮に留まっている間に、ネビュリス皇庁の貴族たちを訪ねて支持層を増やしている。

「イリーティア様もじき宮きゆう殿でん内にいらっしゃいます。アリス様もお迎むかえされますか？」

「……そうね。気は進まないけど、わたしのお姉様だもの」

　重たい足を引きずるように、書斎の外へ。

　と。

「あっ」

　先に通路に出た燐が、扉とびらを開けたところで小さく声を漏もらした。通路に兵士以外の誰だれかがいるのだろうか。

「どうしたの燐。もしやイリーティアお姉様が？」

　燐の後ろから通路を覗のぞきこむ。

　アリスの目に映った人物は、見み目め麗うるわしい第一王女ではなく、まだまだ小こ柄がらで幼げな姿の第三王女だった。

「シスベル？」

「…………」

　淡あわいストロベリーブロンドの長ちよう髪はつに、愛らしい顔立ち。大きな瞳ひとみは陽ひの光を反射して、さながら宝玉のように輝かがやいている。

　身にまとう王衣は淡いグラデーションで、幻げん想そう的な雰ふん囲い気きをまとっている。

　──が。

　アリスを見上げる視線には、暗い陰かげ。

　敵意とまではいかないが、明らかに自分を警けい戒かいしている。そんなまなざしだ。

「シスベル、あなたもお姉様の出迎え？」

「…………」

「ならちょうど良かったわ。わたしと燐もそうなの。一緒に────」

「失礼しますわ」

　にべも無い。

　アリスが返事する間もなく背を向けて、走り去るように通路を歩きだしてしまう。それも姉の出迎えではなく、自室の方角へ。

「たまたま外に出ていたようですね」

「ええ。あの子らしいわ……」

　アリスの目から見ても人形のように可愛かわいらしい妹シスベル。

　性格も、昔はアリスに負けず劣おとらずお転てん婆ばで好こう奇き心しん旺おう盛せいで、人なつこかったはずなのに。

　いつからだろう。

　姉イリーテイアの存在が恐こわくなり、妹シスベルの存在が不気味に思えてきたのは。

　……イリーティアお姉様は明るくて活発だし、話してても楽しいけど。

　……最近のシスベルは本当に不気味だから。

　何を考えているのかわからない。

　自室に籠こもりっきりで姿を見せない。食事の時もほとんど自室で、女は王はから誘さそわれた時だけ参加するほどの徹てつ底ていぶり。今のように廊ろう下かで偶ぐう然ぜんにすれ違ちがっても、すぐ逃にげるように離はなれていってしまうのだ。

　何か良からぬことを企たくらんでいるのでは？　そんな雰囲気さえ感じられる。

「……ああもう！」

　頭に手をあててアリスは吼ほえた。

「これはとってもよくないわ。王宮にシスベルだけじゃなくお姉様まで戻ってくるなんて、わたしが気き疲づかれしちゃう。王宮から出たいわ！」

　アリスなりに言い分も考えてある。

　あの超ちよう越えつの魔ま人じんサリンジャーを脱だつ獄ごくさせた帝国軍の件だ。

　使徒聖ネームレス率いる隠おん密みつ部隊がどうやって国境を突とつ破ぱしたのか。それもまだ見当がついていない。

　さらに言えば、皇庁内にもまだ帝国軍が潜ひそんでいるかもしれない。

「わたしが外の見張りに向かうのはどうかしら？」

「だめです」

「なんでっ!?」

「アリス様の仰おつしやることはもっともです。女王様も同じことを仰っていました。現在、我が国では中央州に強力な星霊使いが集まりすぎていると。帝国軍が国境をこえた時に後手に回ってしまうのは懸け念ねんすべきことだろうと」

「……なおさら、わたしが巡じゆん回かいに向かうのはアリじゃないかしら？」

　氷ひよう禍かの魔女が出歩くとなれば、帝国軍も警戒せざるを得ないだろう。国境侵しん入にゆうを目もく論ろむ動きを牽けん制せいするには効果的だ。

「シスベル様が出られるそうです。明日から皇庁の外へ」

「あの子が？」

　燐の答えに、アリスは耳を疑った。

「あの子が自分から言いだしたのかしら」

「女王様の命令と聞いています。なんでも東の独立国家へ出張なさると。シスベル様の力でないと片付かない案件とのことでした」

「……そうね。あの子の星霊は便利だから」

　シスベル・ルゥ・ネビュリス９世の星霊は「灯ともしび」。

　直接的な戦闘には不向きだが、こと情報戦に限れば彼女の右に出る能力は存在しない。

　王宮の家臣や兵たちからも恐おそれられる程ほどだ。

「よってアリス様はお留守番です。シスベル様が戻られるまでは」

「…………」

「返事は？」

「……はぁい」

　女は王はの命には逆らえない。

　観念し、アリスは目の前の机に突つっ伏ぷした。

　帝てい国こく剣けん士しイスカ──彼はもう帝国に帰還しただろうか。今どこで何をしてるだろうか。そんなことをぼんやりと考えながら。

「刺し激げきが足りないわ……」

　アリスは、ぼそりとそう呟つぶやいたのだった。
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　独立国家アルサミラ──

　世界大陸の東に広がる大砂さ漠ばく、その一角に滾こん々こんと湧わきでる水源地オアシスに栄えた国である。

　帝国と皇おう庁ちようのどちらにも属していない点は、中立都市と同じ。

　違いは──

　中立を宣言していない分、二国のどちらにもなびく可能性があること。

「水面下で、司令部の幹部が帝国の仲間入りしないかって袖そでを引いてるとか。そんな黒い噂うわさもあるけどな。もう何十年も前から」

「でも断ってきたんだろうね」

「そりゃな。こんだけ観光地リゾートとして成功してるんだ」

　ジンとイスカが車窓から外を眺ながめている間に、循じゆん環かんバスがゆっくりと停車した。

　独立国家アルサミラの国境を越こえてからも丸一日かけて砂漠を走りきり、目当ての首都市街地へ。

「わっ、すごいよ！　向こうの大きな建物、あれ全部ホテルでしょ！」

　ミスミス隊長が歓かん喜きの声。

　バスの車窓に両手をくっつけて、バスが駐ちゆう車しや場に止まるのを今か今かと待ち望んでいる状じよう況きようだ。

「まだ外に出るなよ隊長。ちゃんとバスが止まってからな」

「う……うぅ……早く早くぅ」

　そわそわと椅い子すから腰こしを浮うかせた姿で。

『皆みなさま、大変長らくお待たせしました。アルサミラ市街地へと到とう着ちやくです』

「待ってました！」

　ドアが開く。

　そこからきっかり一秒後、転がり出るようにミスミス隊長が飛びだした。大きな旅行用リュックを背負い、日よけ帽ぼうをかぶった万ばん全ぜんの服装である。

　バスの外に出て──

「暑っつい!?」

　開口一番、アスファルトの路面に立ったミスミス隊長が跳とびはねた。

「な……なにこの暑さ！　真夏っていうか、フライパンの上みたいに暑いし!?」

「そりゃ冷れい房ぼうの効いたバスから出たら暑いですよ」

　続いて、荷物を肩かたに下げながらイスカ。

　隊長の言うとおりバスを一歩出た途と端たん、別世界のような熱波がイスカの髪かみを逆立てた。一いつ瞬しゆんで汗あせが噴ふきだして唇くちびるが乾かわいていくのを感じる。

　気温は、おそらく四十度近い。

「わっ、すごいねジン兄ちゃん、本当に常とこ夏なつの観光地リゾートなんだ」

「砂漠のど真ん中だからな」

「なんかこう……外国って感じがするね。奥に生えてるのもヤシの木だし、気候が違うと植物も違うんだねえ」

　音ネ々ネがもの珍めずらしそうにあたりを眺めまわす。

　一方で、早くもミスミス隊長はリュックから何かを取りだしていて。

「はいイスカ君、これとこれ膨ふくらまして」

「これは？」

「浮き輪とビーチボール」

「気が早すぎます!?　まだ僕らプールどころか駐車場についただけですから！　観光も、まずはホテルにチェックインして荷物を預けないと」

「はっ！　そ、そうだったね……」

「早くも頭がバカンスで一いつ杯ぱいですね」

　何十台もの観光バスやタクシーが停とまる駐車場から、大通りへ。

　そこに建ちならぶのは豪ごう華かホテルの数々。

「ねえ見てみてイスカ君！　メガマリーンズホテルに、ホテル・イスベリア、それに大だい光こう覇はグループホテルも！　どれも超ちよう有名ホテルだよ。すごすぎて夢みたい！」

　ヤシの木の大通りを、ミスミス隊長がスキップ調で走りだす。

「この常夏の景色！　アタシたちとうとう楽園に着いたんだね。さあ行くよ！」

「隊長、走るときは前を向かないと──」

「あ痛っ!?」

「危ないって言おうとしたけど間に合わなかったですね……」

　ヤシの木に全力で激げき突とつ。

　額をぶつけて座りこむ隊長に、イスカとジンと音々は顔を見合わせたのだった。
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　煌きらめく砂すな浜はま。

　裸足はだしで踏ふめばサクッと心ここ地ちよい音を響ひびかせる砂は、よく見れば小さな貝かい殻がらや珊さん瑚ごの粒つぶが混じっているのがわかる。

　波は大きく、時に小さく押し寄せて、砂浜に軽かろやかな潮しお騒さいを響かせている。

「なんて豪華だろう……」

　これがホテルのプールとはとても思えない。

　遠い海から本物の砂を輸入し、大型機器をプールの底に設置して波をつくり出すことで、なんと波乗りサーフインさえできるという。

　親子連れは子供用の小さなプールで。

　若いカップルは流れるプールで泳いだり、寝ね転ころがって身体からだを焼いたり。

「あー……これは、納なつ得とくだ」

　観光客で賑にぎわう砂浜の片かた隅すみで、イスカは一人で頷うなずいていた。

　まさに楽園。まさに観光地リゾート。

　ミスミス隊長がはしゃぐ気持ちが理解できた。なにせイスカでさえ、この光景を見ているだけで心が弾はずんでくる気がする。

　どのプールで泳ごう。砂浜をゆっくり散歩するのもいいし、ファーストフード店にはジュースや軽食も充じゆう実じつしている。

「イスカ、音々と隊ボ長スはまだか？」

「うん。まだ着き替がえ終わってないみたい」

「ったく遅おせぇな。大急ぎで着替えろって言ったのは隊ボ長スじゃねえか」

　隣となりにやってくるのは銀ぎん髪ぱつの青年だ。

　いつもは帝国の戦せん闘とう衣いを着ているジンも、イスカ同様、水着の上からラッシュガードを羽織ったプール姿に着替えている。

　ただし──

　ラッシュガードの内側が膨らんでいるのは、そこに「何か」を隠かくしているからだろう。

「ジンのそれって」

「銃じゆうだ。手持ちで一番小さいのしかポケットに入らなかった」

　真顔で、ただし周りに聞こえない小声で答える狙そ撃げき手。

　ここ独立国家アルサミラでは、身分証明などの条件を満たすことで自衛の武器の持ち込みが許される。ただし殺傷力の乏とぼしいもの限定だ。

　とはいえ、それでもプールへの持ち込みは厳禁なのだが。

「バレたら捕つかまるけど……」

「見つかりそうになったら草むらに投げ捨てるだけだ。ホテルに戻もどれば狙撃銃いつものがある」

　狙撃手であるジンにとっての愛銃は、この観光地リゾートにある狩しゆ猟りよう場で使う猟銃に擬ぎ装そうして、今はホテルの部屋に置いてある。

「この国だって、いつ内戦が起きるかわからねぇからな」

　そんなジンの呟きを聴ききとったのは、イスカ一人だけだろう。

　帝国兵が魔ま女じよと出会ってしまえば、武器を持たない帝国兵が強力な星せい霊れい術じゆつを扱あつかう魔女に抗あらがう術すべはない。

　……人目のつかない場所まで攫さらわれて、一方的に襲おそわれるだけだ。

　……騒さわぎにならないし事件としても発覚しない。

　そのための自衛手段。

　ここが楽園といえど、水面下で起こりうる衝しよう突とつには備えておくべき。

「まあ対策は簡単だ。夜に繁はん華か街がいの外には出なきゃいい。魔女やつらも、こんな目立つ場所じゃ仕し掛かけてきようがないからな」

「……確かに」

「俺にはむしろ、あっちの二人の遊びに付き合わされる方が悩なやみの種だ」

　おもむろにジンが嘆たん息そく。

　銀髪の青年が見つめるプールの入り口方面から、それぞれ浮き輪とビーチボールを抱かかえて砂浜を走ってくる音々とミスミス隊長が。

「あー、いたいた。ジン兄ちゃんとイスカ兄みつけた！」

「ごめんね二人とも。浮き輪を膨らませるのに時間かかっちゃった」

「…………」

「あれ、どうしたのイスカ兄？」

「い、いや。当たり前のことなんだけど、二人とも水着なんだなって」

　燦さん々さんとそそぐ陽ひの下に、瑞みず々みずしい肢し体たいを晒さらす二人の女同どう僚りよう──

　これも常夏の楽園効果だろうか。帝てい都とのショッピングモールで見た時よりも、近づいてくる音々がさらに眩まぶしく見える。

「えへへ。どうだー。音々の魅み力りよく、ちゃんとわかってくれた？」

　音々がぐっと前まえ屈かがみのポーズに。

　フリル付きのホルターネック水着に身を包んだ少女は、いつにも増して手足がすらりと長く、そして控ひかえめと思っていた胸もお尻しりも、はっきりと曲線が際きわだって映る。

　改めて再認にん識しき。

　このポニーテールの少女は、想像以上に着やせ型だったらしい。

「どうイスカ兄？」

「どうと言われると……ええと、普ふ通つうに可愛かわいいと思うけど」

「でしょでしょ！　ジン兄ちゃんもどう？　たまには褒ほめてくれてもいいんだよ？」

　ちらりと音々を見やる狙撃手。

「どうどう？」

「いいんじゃねえか」

「おおっ!?」

　イスカは拍はく手しゆ。そして音々本人までが思わず声を上げていた。

　ジンからの高評価。そもそもジンが何かを褒めることは滅めつ多たにない。それくらい音々の水着姿は可愛いということなのだ。

「えへへ。イスカ兄とジン兄ちゃんから褒めてもらっちゃった！」

「あー、ずるいよ音々ちゃん！」

　そこへ割りこんできたのがミスミス隊長だ。アタシを見なさいと言わんばかりに目の前に立って、胸を張ってみせて。

「さあイスカ君もジン君も、アタシの水着はどう？　可愛い？」

「……ええと、隊長の水着も可愛いのですが」

　子供用？

　猫ねこのシルエット柄がらが特とく徴ちようで、可愛さに重点を置いたデザイン。

　音々の水着より幼さを感じるが、ミスミス本人が童顔小柄で可愛らしいので、その容姿とピッタリ合っていると言っていいだろう。

　ただし、一つ問題が。

「可愛い水着だと思うのですが……そのですね、サイズが」

「サイズ？」

「いろいろと隠しきれてないのが問題かと思います」

　胸を張ってみせるミスミスの、その突つきでた双そう丘きゆうだ。

　小柄な身体に不ふ釣つり合いな豊かな胸が、悲しいことに子供用の水着の布では隠しきれていなかった。

「隊長、ここ、はみ出てるよ」

「ひゃんっ？　音々ちゃん何するのっ!?」

　水着からあふれた胸を、音々が人差し指でツンと突つついてみせる。

　肉厚すぎる胸の脇わきと下半分が、水着の布からあふれてしまっていて。それがミスミスが歩くたびに揺ゆれるのだから、あまりにも刺し激げきが強すぎる。

「まわりの子供の目に毒です」

「音々も知ってるよ。こういう大人を破は廉れん恥ちって言うんでしょ」

「露ろ出しゆつ狂きようだな」

「みんなひどいっ!?」

　胸むなもとを隠すためか、ミスミス隊長が浮うき輪を前に抱だきかかえる。

「うー……そ、それより向こうのプールに行くよ！　アタシ、あそこの波の出るプールがいい。みんなで百メートル競泳だからね！」

「百メートルなんて泳げねぇだろ隊ボ長スは」

「いやいや、アタシも犬かきなら泳げるし！　アタシの凄すごいんだよ、犬かきなら世界記録出せる自信あるんだから」

　浮き輪を放ほうりだしてプールへ走っていく。

　その小柄な背中に続けて、イスカとジンと音々は熱い砂浜を歩きだした。




　波の押し寄せる海水プールで。

「わっ、ホントにしょっぱい。海の水そっくり!?」

　唇くちびるについた飛沫しぶきを一ひと舐なめして、音々が可愛らしい悲鳴を上げた。

「むむっ。だけどこれは、ただ塩化ナトリウムを溶とかしただけじゃなさそう。この複雑な塩気は、たくさんの無ミ機ネ塩ラ類ルを配合した人工海水？……もう一舐めしてみようかな」

「音々ちゃん、そっちボールいったよ！」

「わっ！　ま、待ってよ隊長？」

　ミスミスが宙に弾はじいたビーチボールを、音々が泳いで追いかける。

　ボールが水面に落ちる寸前、水中からジャンプした音々が、器用にも足の先でボールを空高くへ蹴けり上げた。

「あ、音々ちゃんってば足はずるいよ」

「えへへ。足を使っちゃダメって誰だれも言わなかったもんね！」

　落ちてくるボールをイスカが両手で打ち返して、それを受けたジンが再びミスミスの上空へとボールを打ち上げる。

「あ、少し飛ばし過ぎたか」

「ちょ、ちょっとジン君ってば。どこまで飛ばしてるの!?」

「落としたら隊ボ長スの負けだからな。今日の夕飯は隊ボ長スが全ぜん払ばらいだ」

「わざと!?　くっ……そんな悪意にアタシは負けないよ！」

　水をかき分けて必死に走っていく女隊長。プールの水面は成人男性の胸までの高さだが、小柄なミスミスは首まで水に浸つかった状態だ。

　ボールが水面に落ちたら負け。

　その瀬せ戸と際ぎわで落下位置に追いついたミスミスが、ジンにふり返って勝利の笑えみ。

「ふふん、残念だったねジン君。間かん一いつ髪ぱつ間に合ったよ。アタシに挑ちよう戦せんしてきたこの報むくい、今からたっぷりと──」

「隊ボ長ス、後ろ。大波が来てるぞ」

「はい？　っ、ひゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!?」

　ジンの注意もむなしく、迫せまりくる人工の波がミスミスを吞のみこんだ。もちろんボールを打ち返すのも間に合うわけがない。

「やったー、隊長の負け。今日のご飯はご馳ち走そうだね」

　両手をあげてはしゃぐのは音々。

　が、そんなポニーテールの少女の後ろにも別の大波が。

「音々、そっちにも波が」

「え？　って、きゃんっ!?　しょっぱーーーーーーい！」

　自じ慢まんのポニーテールがびしょ濡ぬれに。

　水中から立ち上がった音々は、頭から大量の水飛沫を滴したたらせている。

「ああもう、髪かみの毛ぐしょぐしょになっちゃった……おまけに水着もズレちゃいそうだし。これ紐ひもだから結び直すの大変なのにぃ」

　紐を結び直そうとする音々。

　それより先に。

　紐のほどけた水着が、するりと胸から滑すべり落ちるのが先だった。

「え……」

　ぽちゃんと水面に浮かぶ水着。

　それを凝ぎよう視しする音々の顔が、みるみるサクランボのように赤くなって。

「いやぁぁぁぁっっっん！　イスカ兄もジン兄ちゃんも見ないで！　見ちゃだめ！」

「音々ちゃん、あざとーい」

「ち、違ちがうよっ!?　ってか、それ隊長に言われたくないし！」

　片方の手で胸を隠かくす音々が、もう一方の手で水着を拾い上げる。

「隊長、紐お願い……」

「はいはい。でも一度プールから上がろうね」

　まわりの男性の目が音々に集中してしまうのは、もはや避さけられないことだろう。

　砂すな浜はまへ。

　ヤシの木こ陰かげで、ミスミスが音々の水着の紐を結んでいる間に。

「休きゆう憩けいがてら飲み物でも買ってくる」

　ジンが、奥のビーチショップを指さした。

「確かヤシの実のジュースが特産品だっけか。それでいいか？」

「音々それがいいな」

「じゃあ僕も。隊長は何にします？」

「んとねー、じゃあアタシも同じ……じゃない。せっかくの長期休きゆう暇かだもん、アタシは、大人らしくココナツビール！　これも特産品だよね」

「ビールだと？」

　ジンが不ふ審しんそうに眉まゆをひそめて。

「はっ、やめとけ隊ボ長ス。お子様にはまだ早い。一口飲んで倒たおれるぞ」

「お子様じゃないし大人だもん！」

「ったく。俺は未成年で買えないから隊ボ長スもついてくるか？」

「任せてちょうだい！　ってわけでイスカ君と音々ちゃんは木陰で待っててね」

　ジンを引き連れて、ミスミス隊長が颯さつ爽そうと砂浜を歩いていく。

　どうみても子供にしか見えない小柄な背中を見送って。

「ねえイスカ兄、隊長がお酒飲めるなんて聞いたことある？」

「いや全然。たぶんノリじゃないかな」

　普ふ段だんしないことにも挑戦してみよう、と。

　そう気を緩ゆるめられるくらい観光地リゾートの空気が和なごやかなのだ。

「音々は、隊長がはしゃぎすぎて肩かたのシール剝はがれちゃわないかって心配かなぁ。星せい紋もんが見えたらやっぱり一いつ般ぱん人もビックリするんじゃない？」

「そうかもね……」

　中立都市や独立国家をはじめ、ネビュリス皇おう庁ちようと国交を保っている地域でも、心の底では魔ま女じよを恐おそれている者も少なくない。

　ネビュリス皇庁の民たみは、国外では星紋を隠すことも多いという。

　……星せい霊れいを宿した人間は、その気になれば銃じゆうを持った人間より遥はるかに危険だから。

　……一般人が怖こわいって思うのも当然か。

　独立国家アルサミラが武器の所持を認めている理由──

　入国してきた魔女に怯おびえないための自衛手段として銃がいる。そのおかげで、イスカも星せい剣けんを堂々と持ちこめたというわけだ。

「音々の人工星紋は？」

「もうほとんど見えないよ。音々の、シール貼はってないけどわかんないでしょ？」

　右手の甲こうを差しだす音々。

　イスカが目を凝こらして、ようやくぼんやりと痣あざが見えるくらいだろうか。

「ジン兄ちゃんはもう消えちゃったんだって。個人差があるみたい」

「用心しなきゃいけないのはミスミス隊長の星紋だけか。この六十日間で対処方法も考えなきゃいけないんだけど……」

　痣の外見はシールで隠せる。

　だが問題は、星紋から滲にじみでる星霊エネルギーだ。これは現状隠すことができないから帝てい国こくの検出器で見つかってしまう。

　制限時間タイムリミツトは六十日。

　星霊エネルギーを隠す手段を見いだせなければ、魔女ミスミスが帝国で暮らすことは適かなうまい。そしてそれは第九○七部隊の消しよう滅めつも意味する。

　とはいえ、だ。

「僕らは検討を続けるとしても、隊長にはしばらく話さない方向で」

「音々もそれがいいな。あんなに楽しそうな隊長も久しぶりだもんね」

　ヤシの木によりかかる音々が、無む邪じや気きな笑顔で。

「音々も、イスカ兄とかジン兄ちゃんと遊べて楽しいし」

「そうだね。僕も久しぶりに休暇って感じ」

　中立都市での休息は、常にアリスのことを思いだしてしまうのだ。

　美術館や歌劇オペラを思いだそうとしても、頭に浮かぶのは彼女の横顔ばかり。美しく整った目鼻立ちに、勝ち気な笑顔。そして何よりも桜色に色づいた唇が──

　……って何を考えてるんだ僕は。

　……任務とか皇庁とのしがらみとか、そういうのを忘れて観光地リゾートに来てるんだろ！

　と。

　そこへ、人数分のジュースを抱かかえたジンが戻もどってきて。

「お帰りジン。あれ？　ミスミス隊長は」

　一いつ緒しよにビールを買いに行ったはずの隊長が、見あたらないのだ。

「隊長のだけ注文が遅おくれてるとか？」

「捕つかまった」

　銀ぎん髪ぱつの青年からの答えは、あまりにも単純明快だった。

「プールの警備員に取り囲まれて尋じん問もんされてる。身分証を出せってな」

「ど、どういうことジン兄ちゃん!?」

　ジンに詰つめよる音々。

「まさか隊長の星紋が見つかって……！　た、大変だよそんなことがあったら……」

「違う。ビールのせいだ」

「え？」

「未成年飲酒違い反はん。隊ボ長スの見た目で、まさか成人してるなんて誰も思わねぇだろ」

「……あー、そういうこと」

「……音々も納なつ得とく」

「だから言ったんだがな。お子様にはまだ早いって」

　ヤシの実のジュースに口をつけて、部隊の狙そ撃げき手は呆あきれた口調でそう続けたのだった。
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　夕暮れ──

　ホテルに向かって繁はん華か街がいをいくイスカの頰ほおを、すっと微そよ風かぜが撫なでていく。

「イスカ兄。風がもう冷たくなってきたかも」

「砂さ漠ばくの夜は冷えこむからね。たぶん夜はもっと冷えるし」

　熱しやすく冷めやすい。

　砂漠の砂は、昼間は陽ひの光を吸収してフライパンのような熱さになるが、夜は氷のように冷たくなる。

　一方で、繁華街の活気は冷めるどころか、人通りがさらに激しくなっている。飲食店やバーはこれから深夜にかけてが稼かせぎ時だろう。

「あのレストラン、すごい行列！」

「さすが夕食デイナー時タイム。人気店みたいだし僕らも明日行ってみようか。今日はミスミス隊長がお疲つかれだから」

　音々と並んで歩くイスカの肩には、ミスミスの水着などが入ったバッグ。

　肝かん心じんの本人は──

「ジン？　ミスミス隊長は」

「寝ねてる」

　ジンの背中におぶわれて、ぐったりと遊び疲れたミスミス隊長。今は可愛かわいらしい寝息を立ててすやすやと就しゆう寝しん中だ。

「ビールを飲んだのが決め手だな。一口飲んで、倒れるように寝込みやがった」

「やっぱり隊長だね。あ、そうそうジン兄ちゃん、隊長を先にホテルまで運んであげて。音々たち、そこのスーパーで夕ご飯買ってくる」

「道に迷うなよ」

　小こ柄がらな女隊長を背負って歩いていくジン。

　その姿が交差点の向こうへ行くのを確かめるや、音々がくるんとふり向いた。

「イスカ兄、ちょ、ちょっとここで待ってて！　すぐ戻るから！」

「え？　僕らスーパーに行くんじゃ？」

「…………」

　音々が無言で指さしたのは、交差点の手前にある公衆トイレ。

「……あ、あのね……さっきジュースたくさん飲んじゃったから……」

「どうぞごゆっくり」

「行ってきます！」

　全力でトイレに走っていく音々を待つ間、交差点の前で立ちつくす。

　ミスミス隊長は「明日はバーベキューをしたい！」と言っていた。そんなことを考えながら、信号が点灯するのをぼんやりと見守って──

「ああもう、この観光地リゾートは似たホテルが多すぎですわ。地図は見づらいし、シュヴァルツともはぐれちゃったし！」

　鈴すずを転がすような少女の声が聞こえてきたのは、その時だ。

　イスカの背後に足音が近づいてきて。

「きゃ!?」

　歩道前に立っているイスカの背中に、衝しよう撃げき。

　持っていた地図を手放して、小柄な少女が路面に腰こしを打ちつけた。

「あ。大だい丈じよう夫ぶ？」

「あいたたた……し、失礼しました。道に迷ってしまって地図を見ていたもので」

　イスカの手を取って少女が起き上がる。

　上品なワンピースについた砂すな埃ぼこりをはたき落としてから、思わせぶりに顔を持ち上げる。その相そう貌ぼうを一目見て。

　──アリス？

　一いつ瞬しゆんそう錯さつ覚かくしてしまったのは、決してイスカの所せ為いではあるまい。

　愛あい嬌きようのある大きな瞳ひとみに、艶つや々つやとしたストロベリーブロンドの金きん髪ぱつ。ほんのりと上気した頰と唇くちびるは生気に満ちていて、まるで人形のように愛らしい。

　年ねん齢れいは十四、五だろう。

　幼いながらも、その美しさと愛らしさが溶とけあった美貌は、イスカの知る氷ひよう禍かの魔女を彷ほう彿ふつとさせた。

「…………え？」

「…………君は……」

　だが。

　イスカが言葉を失い、金髪の少女が啞あ然ぜんと目をみひらいた真の理由は──




〝静かにしてて。いま外に出してあげるから〟

〝どうして？　わたしを……逃にがすの……？〟




　一年前の魔女脱だつ獄ごく事件。

　イスカが使徒聖の座を失ったことと引き替かえに、牢ろう獄ごくから解放した幼い魔女。

　その魔女が目の前に。

「君、あの時の……」

「っ」

　少女が小刻みに肩かたをふるわせる。

　この反応からも間ま違ちがいない。彼女も自分イスカをハッキリと覚えているのだ。

　……二度と会うことはないと思ってた。

　……それが、こんな時にこんな場所で!?

　独立国家という場ば所しよ柄がらを考えれば、巡めぐり合わせの確率はゼロではない。帝国も皇庁も、古くからこの国を同盟に加えようと交こう渉しようしてきた過去がある。

　だがアリスに続いて、この幼い魔ま女じよともこんな再会が起こりうるなんて。

「…………」

「…………」

　互たがいにまっすぐ瞳を見つめたまま言葉が出ない。

　その緊きん張ちようと動どう揺ようがまじった静せい寂じやくを──

「お待たせイスカ兄！」

「わっ!?」

　ポニーテールを揺ゆらして走ってきた音々に、慌あわててふり返る。

「あれ？　どうかしたの？」

「い、いやその……べ、別に知り合いじゃないよ。ええと……そうだ、道を訊きかれたから答えてあげただけで」

「誰だれのこと？」

「え。そりゃあこの──」

　ようやく気づく。

　イスカの横に立っていたはずの少女が、交差点を渡わたり終え、向こう側の道へと逃げるように走り去っていった後だということに。

　眩まぶしく輝かがやく金髪も、すぐに人ひと混ごみの中へと消えていく。

「…………」

「イスカ兄どうしたの？」

「……いや、何でもないよ。それよりスーパーで買い物しないと。行こう音々」

　首を傾かしげる音々の背中を押して、歩きだす。

　熱気にあふれた繁華街。

　大通りをたった一人で彷徨さまよっていた魔女、その行方ゆくえを考えながら──










　　　Chapter.3　『星に祈いのる魔女シスベル』
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　ネビュリス皇おう庁ちよう、第８代目女王ミラベア。

　その三女として生まれたシスベル・ルゥ・ネビュリス９世も、始祖の血脈にふさわしい力に恵めぐまれた少女だった。

　灯ともしびの星せい霊れい──

　シスベルから半径三百メートル、過去二十年以内に起きた事象を映像として再生する。これは時空干かん渉しようの一種であり、数ある星霊のなかでも特に稀き少しような系統だ。

〝……聞いたか。女王様の噂うわさを〟

〝第一王女イリーテイアでも第シ三ス王ベ女ルでもなく、王位を第二王女アリスリーゼに譲ゆずりたいと〟

　王宮の、いかなる些さ細さいな話し声も見み逃のがさない。

　この能力で見聞きした情報で、帝てい国こくからの諜ス報パ員イを見つけだしたこともある。

　そして。

「第三王女シスベル、独立国家アルサミラへの遠えん征せいを命じます」

　ネビュリス宮きゆう殿でん「女王の間」。

　燦さん々さんと差しこむ陽と瑞みず々みずしい観葉植物、そして花々に彩いろどられた聖なる空間に、女王の声がこだました。

　現女王ミラベア。

　実の母だが、いまは親子の私情を挟はさむことは許されない。

「あの砂漠の国が、帝国の者を積極的に受け入れているとの報告がありました」

「はい」

「独立国家アルサミラは中立都市とは違ちがいます。中立を宣言していない……条件次し第だいで、いつ帝国の属国になるかわかりません」

　皇庁の敵になる可能性がある。

　そのための派は遣けん員としてシスベルが選ばれた。

　灯の星霊を所持するシスベルならば、その国で行われた秘密の会合も一言一句違たがわずに再現できる。

　つまり会話の盗ぬすみ聞きができるわけだ。

「あの国が本気で帝国に寝ね返がえるつもりなのか、それを調べるのがあなたの任務です。遠征にあたっては念のために私の護衛をつけましょう」

「ご心配にはおよびませんわ」

　女王からの厚意を、シスベルは丁重に断った。

　護衛はいらない。

　より正確に言うならば、シスベルは、皇庁の部下たちを信用していない。

「世話役シユヴアルツだけで十分です。観光客として向かうわけですし、わたくしの力なら何一つ疑われる心配もありません」

「わかりました」

　女王の唇から漏もれたのは、嘆たん息そく。

　そう言ってくると思っていた。そんな不安と諦あきらめが入りまじった感情だろう。その顔を見るのが、シスベルには辛つらかった。

　……ごめんなさいお母様。

　……わたくしには、お母様にも言えない事情があるのです。

　女は王はの命を守るために。

　自分シスベルは、皇庁の誰にも心を許すわけにはいかないのだ。長女イリーティア、次女アリスリーゼに対しても。

「それでは女王様、しばらくの間、城を留守にします」

「頼たのみましたよ」

　背を向ける。

　──お母様、わたくしがいない間、どうかご無事で。

　心の底から張りつめた願い。

　口に出すことなく、シスベルは喉のどの奥へと吞のみこんだ。
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　始まりは、ただの好こう奇き心しんだった。




　シスベル・ルゥ・ネビュリス９世が所持する灯の星霊は、シスベルの現在地から半径三百メートル内、過去二十年以内に起きたことを映像として映しだす。

　王宮での密談はすべて覗のぞかれてしまう。

　──ならば能力の範はん囲い外がい。王宮から離はなれた地で話せばいい。

　シスベルは待っている。
















　自身が流る布ふしたウソを信じた者たちが、網あみに引っかかる瞬しゆん間かんを。

　……わたくしを舐なめないで。

　……始祖様の直系にあたる者の力を思い知りなさい。

　灯の星霊は──

　シスベルの半径三千メートル、過去二百年以内に起きた事象を再現する。

〝ここならば第三王女の星霊でも見破れまい〟

　灯の星霊を知っている王族たちが、シスベルに聞かれぬよう王宮の外で話した会話も、シスベルはすべて知っている。

　きっかけは些細な好奇心。

　人なつこく、知的好奇心にあふれた少女シスベルは、他人がどんな会話をしているのか知りたかっただけだったのだ。

　だが──




　少女シスベルは、壊こわれた。




　全知にも等しい星霊ちからからもたらされる大量の情報。

　そこに含ふくまれていたのは、十五歳の無む垢くな少女が背負うにはあまりに邪じや悪あくすぎる陰いん謀ぼうと、想像を絶する「怪かい物ぶつ」の存在だった。

　もはやアレは人間ではない。

　ネビュリス皇庁の王家に潜ひそむ怪物。今はまだ人間の仮面を被かぶっているが、時が来れば、その仮面を外して正体をさらけ出すことだろう。

　皇く庁にを女王から奪うばいとるために。

　……女王おかあさまの命が危ない。

　……だけどソレを話せば、まずわたくしが最初に狙ねらわれるだけ。

　ネビュリス皇庁は崩ほう壊かいするだろう。

　帝国軍に負けるのではない。女王の命を狙う者によって崩壊する。三血族──ルゥ家もゾア家もヒュドラ家も関係ない。

　王家そのものが、あの怪物に壊される。

「……勇気を出しなさいシスベル。わたくしがお母様を守るのです。わたくし以外、誰がお母様を守れるのですか！」

　部屋の片かた隅すみで。

　シスベルは今日も震ふるえながら、自分に言い聞かせるように唱えていた。

　長女イリーティアはだめ。次女アリスリーゼもだめだ。

　誰が真の黒幕かわかっていない。

　シスベルが確実に「黒」と確信しているのは一人だが、皇庁内にあと何人、裏切り者がいるかわかっていないのだ。

　……一番危険なのは、アリスお姉様が裏切り者だった場合。

　……アリスお姉様がその気になれば女王おかあさまだって……

　アリスリーゼの力は、現女王を凌りよう駕がしている。

　女王と二人きりになった姉が謀む反ほんを起こせば、武力革命クーデターはたやすく成功するだろう。

　だからシスベルは「引きこもり」なのだ。

　皇く庁にの外に出ない。姉イリーティアが外遊に、姉アリスリーゼが戦場へ向かっているその時も、シスベルは王宮から出ようとしない。

　女王を守りたい一心で──

「わたくしが女王おかあさまの側そばにいれば、裏切り者たちも簡単には手が出せないはず……」

　母を守り、皇く庁にを守る。

　それがシスベルの誰だれにも言えない決死の覚かく悟ご。

「……だけど……」

　自分の部屋にカギを掛かけて閉じこもって、一人きりで国家転てん覆ぷくの裏切り者を捜さがし続ける。いつ命を狙われるかわからない重圧の中で──

　それは十五歳の少女にとってあまりに過か酷こくすぎた。

「お願い。誰か……わたくしの味方はいないのですか……！」

　ハンカチを口にあてて、嗚お咽えつを隠かくす。

　誰か。

　一人でもいい。自分の側で支えてくれる騎き士しはいないのか……！

　灯の星霊は強力だが、戦せん闘とう力は皆かい無む。ただ一人信用できるのは幼い頃ころからの世話役だが、老ろう齢れいで戦闘には不向き。

　シスベルの戦力はゼロに等しい。

「強い味方は……どこにいるのですか……」

　あの怪物と、それに連なる裏切り者たちに挑いどむには強力な部下がいる。しかし王宮内の部下ではダメだ。誰が裏切り者か判明してない以上、迂う闊かつに声をかけられない。

「…………」

　ふるえが止まらない両りよう膝ひざを、自身で抱かかえこむ。

「……私は……誰に請こうたらいいの……」

　味方はいない。少なくともこの皇く庁ににはいない。

　だから、だろうか。

　一年前のあの時の。

　自分を牢ろう獄ごくから出してくれた帝てい国こく兵を思いだしてしまうのは。




〝君みたいな子まで片かたっ端ぱしから投とう獄ごくするやり方はどうかと思うから〟




　使徒聖イスカ。

　天てん帝ていの直属兵でありながら、彼は、魔ま女じよとして捕とらえられた自分を助けてくれた。

　……あの時、わたくしは星せい霊れいの力を隠していたから。

　……ただ弱いだけの魔女と思われていた？

　なぜ逃にがしてくれたのか。

　それは今でもわからないが、ふと思う。溺おぼれる者が藁わらをも摑つかむような都合の良い空想だとはわかっているが、考えずにはいられないのだ。

　彼ならば──

　自分を解放してくれた彼ならば、味方になってくれないだろうか。と。
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　そして現い在ま。

　独立国家アルサミラの市街地で──

　第三王女シスベルは、息をするのも忘れて目の前の彼を見上げていた。

「…………」

　黒こく褐かつ色しよくの髪かみに、帝国兵らしからぬおっとりとした顔立ち。風ふう貌ぼうは間ま違ちがいない。一年前に出で遭あった帝国の使徒聖イスカ。

　ここは帝国の領土ではない。

　戦闘衣を羽織っていない私服ゆえに、他人のそら似かとも思ったが。

「あの時の……」

「っ」

　彼の漏らした呟つぶやきに、シスベルは目をみひらいた。

　やっぱり！

　あなたは、あの時の使徒聖ですね！

　ここが公衆の面前でなければ力のかぎりそう叫さけんでいただろう。どんな因果で彼がここにいたのかなんて、どうでもいい。

　一筋の光明。

　もしかしたら。いや、自分にはこの剣けん士ししか縋すがる者がいない。皇おう庁ちよう以外の人物で、シスベルが面識のある唯ゆい一いつの男なのだから。

　──毒をもって毒を制す。

　皇庁に潜むあの怪物に対たい抗こうするには、皇庁の外から持ちこむ劇薬こそが相応ふさわしい。

　帝国の最上位戦闘兵「使徒聖」こそが。

「あ、あのですね！」

　緊きん張ちようで声が掠かすれて出ない。

　カラカラに渇かわいた口の中から必死に声を出そうとして。

「お待たせイスカ兄！」

　見慣れぬポニーテールの少女が走ってきたのはその時だ。

　帝国剣士イスカの知り合い？　つまり彼女も帝国兵？

　まずい。

「っ」

　奥歯を嚙かみしめ、シスベルは彼に背を向けて交差点を駆かけだした。

　帝国人は敵。それは今でも何一つ変わらない。シスベルが交こう渉しようしたいのはイスカ一人で、他の帝国兵まで信用する気はない。

　……焦あせる必要はないのです。

　……使徒聖イスカがここにいる。そうわかっただけで大だい収しゆう穫かくなのだから。

「お嬢じよう！」

　シスベルが渡わたりきった交差点で、声をかけてきたのは黒スーツの従者だ。

　世話役シュヴァルツ。白髪しらが交じりの頭とう髪はつを綺き麗れいにととのえた老人が、息を切らせて走り寄ってくる。

「捜しましたぞ。この老体に無理をさせないでくださいまし」

「……見つけたのよ」

「は？」

「聞いてシュヴァルツ！　とうとう見つけたの、わたくしの理想の護衛を！」

　抱だきつく勢いで、シスベルはスーツ姿の老人に駆けよった。

　次女アリスリーゼに燐リンがついているように、この老人もシスベルを幼少期から支えてくれた世話役だ。皇庁で唯一、シスベルが全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せる部下である。

「ああもう、何から話せばいいかしら……」

　興奮冷めやらない。

　都合のいい妄もう想そうと思いこんでいたことが現実になりかけている。いえ、ここまで来れば必ず現実にしてみせる。

「シュヴァルツ、大急ぎで話したいことがあるわ。まずはホテルへ戻もどりましょう」

　老紳しん士しの手を取るや、大おお股またで繁はん華か街がいを歩きだす。

「夜を待つの。……成功させるわ。我が皇く庁にのために」

　次代女王は自分。

　シスベル・ルゥ・ネビュリス９世が、現女は王はと皇く庁にを守るのだ。
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　東の大砂さ漠ばくに、凍こごえる風が吹ふきすさぶ。

　燃えるような夕焼けは地平線に沈しずみ、夜色の帳とばりが空に降りる。

　独立国家アルサミラの繁華街はいまも眩まぶしいネオンに満ちているが、それでも昼間ほどの人ひと気けはない。

　観光客の多くがホテルに戻り、寝ね静しずまったであろう刻とき──

「くしゅんっ」

「お嬢、ですから砂漠の夜は冷えるとお伝えしましたのに」

「ええ。少し舐なめてたわ……」

　隣となりを歩く老人に小さく首しゆ肯こう。

　旅行用のワンピース一枚という薄うす着ぎでいることを少しだけ後こう悔かいしながらも、シスベルは繁華街を歩く足を緩ゆるめなかった。

　……いつも温かい王宮に籠こもってたから。

　……こんな時間の夜に出歩くなんて、もう何年ぶりかしら。

　夜の街は治安の恐おそれもある。

　世話役シュヴァルツも星霊使いゆえ多少のことなら何とでもなるが、銃じゆうで武装した強ごう盗とう集団と出で会くわせば少々危あやういだろう。

　……こんな時だけは、わたくしも強い星霊が欲ほしかったと思いますわね。

　……灯ともしびの星霊に文句を言う訳じゃないけれど。

　星霊は生まれつき。

　始祖の末まつ裔えいたる王家においても、生まれ持った星霊には大きな差がある。特に、戦闘の向き不向きについて。

　そして代々、ネビュリスの女王は「戦闘向き」の星霊が望ましいとされている。

　帝国軍の侵しん略りやくに対し、同どう胞ほうたる星霊部隊を指揮するためだ。

「わたくしがひっくり返してみせますわ。そんな過去のしきたりなんて……」

　寒風のなか拳こぶしを握にぎりしめる。

　色いろ鮮あざやかなネオンと街灯に照らされた通りを歩き続け、やがてシスベルが辿たどりついたのは見覚えのある交差点だった。

　──使徒聖イスカと出会った場所。

「幸い、人通りはありませんな。この寒さですから皆みなも酒場に籠もっております」

「油断禁物よ。見張っていてねシュヴァルツ」

　見られるわけにはいかない。

　帝国の領土外であっても魔女を恐れる一いつ般ぱん人は少なくない。さらに言えば、自分の力を他人に知られる利点もない。

「星よ、あなたの過去を見せてちょうだい」

　星霊の光。

　シスベルの鎖さ骨こつの下──ちょうど胸のあたりに灯ともった光が、ワンピースの薄うす衣ぎぬを抜ぬけて夜の虚こ空くうを照らしだした。

　光が収束。投影機プロジエクターのごとく、一人の少年の映像が宙に描えがかれていく。




〝イスカ兄どうしたの？〟

〝……いや、何でもないよ。それよりスーパーで買い物しないと。行こう音ネ々ネ〟




　黒褐色の髪の少年が、ポニーテールの少女の背中を押して歩いていく。

　その歩いていく姿も忠実に再現できる。どこへ向かったのか追つい跡せきできるのも、シスベルの星霊の強みである。

「この者ですかな」

「ええ。行くわよシュヴァルツ」

　歩いていくイスカの映像を追っていく。この映像を他人が見ても、現実のイスカが道を歩いているようにしか思うまい。

　……音々という少女は、やはり帝国兵？

　……でもイスカは、わたくしの正体を喋しやべっていないように思えますわね。

　繁華街を歩いていくイスカと音々。

　暢のん気きな会話をしながらスーパーへ向かって、夕食らしきものを買ってから再び繁華街を進んでいく。

　その間、シスベルは自分のことをイスカが話すかと思っていたが。

「わたくしが魔ま女じよであると言わない。やっぱり一年前の件は、本当に彼一人の独断だったようですわね」

　魔女脱だつ獄ごく事件で、彼イスカは使徒聖の座を失った。

　逆を言えば──

　処しよ罰ばつされたのはイスカ一人。

　音々という少女に対して、彼も一年前のことを迂う闊かつには話せないのだろう。

　彼ネ女ネが魔女脱獄事件の話を知ってしまうことで、彼女まで当時の共犯だったと疑いをかけられる恐れがあるからだ。

「ジャームリック社系列のホテルですな」

　イスカの足取りは宿しゆく泊はくホテルへ。

　そびえたつ巨きよ大だいビルを見上げて、世話役シュヴァルツが小声で呟いた。

「老舗しにせのホテル企き業ぎようです。世界中の観光地リゾートにホテルを構えておりまして、一般市民向け。等級グレードはせいぜい中の上といったところ」

「帝てい国こく兵が、個人的な観光で泊とまるには最適？」

「はい。彼らが帝国司令部の密命を受けて来ているのであれば、もっと等級グレードの高いホテルを選ぶでしょうな。あるいは帝国系列のホテルを選ぶはずです」

　そうではない。

　イスカは、任務の為ためにこの国へやってきたわけではないということだ。

「好都合ね。シュヴァルツ、では手て筈はずどおりよ」

「お嬢、本当にお一人で？」

「ええ。わたくしだけで交渉したいの。複数人で会っても警けい戒かいされるだけだわ」

　儚はかなげな少女一人でこそ、今回の交渉は説得力がある。いかにも老ろう獪かいといった風ふう貌ぼうの男が同席すればイスカも怪あやしむだろう。

　……こんな夜中に異性の部屋に忍しのびこむなんて。

　……本当はわたくしだって顔から火が出るくらい恥はずかしいけれど。

　意を決してホテルロビーへ。

　星せい霊れいによる再現で、彼の向かった部屋番号を調べる。さらにその部屋に入っていくのが彼一人であることも確かく認にん済みだ。

　ホテル四階。

　寝静まった通路を、足音を抑おさえて進んでいく。

「ここですわね……」

　カードキーを、扉とびらの感知器にかざす。

　シスベルがイスカの恋こい人びとを装よそおった上で、ホテルマンに大金を握らせて手に入れた鍵かぎだ。

　──解かい錠じよう。

　息を吞のんでドアノブに手をかけ、ゆっくりと押し開いていく。

　通路は薄暗い。奥のリビングも消灯しているのは、もう寝入っているからだろう。

　……好都合ですわ。

　……まだ起きていて、扉を開けた瞬しゆん間かんに気づかれるより断然いいです。

　手て探さぐりで通路を進んでいく。

　暗くら闇やみにうっすらと目が慣れたところで、シスベルは奥のベッドへと近づいていった。

「あの……ええと……」

　自分が「イスカ」の名を口にすれば彼は驚おどろくだろうか。

　寝ている彼に向かって何と話しかければいいだろう。口ごもったシスベルが決心つかぬままベッドに手を伸のばして──

「刺し客かくか」

　え？

　なぜ彼の声が後ろから。

　そう疑問に思う間さえ与あたえられずに、肩かたに強い衝しよう撃げき。シスベルの視界がぐるんと回って、意識が一瞬遠ざかる。

「っ!?」

　気づいた時には、シスベルは、絨じゆう毯たんの敷しかれた床ゆかに組み伏ふせられていた。

　仰あお向むけに寝かされた上から馬乗りに。

「どこの所属だ。皇おう庁ちようか？　それとも──」

「ち、違ちがいます！　誤解ですわっ！　わたくしは何も企たくらんでおりません！」

　馬乗りにされて身体からだは微び動どうだにできず、さらには首を手で押さえられて。

　唯ゆい一いつまともに動く口だけで、シスベルは必死に叫さけんだ。

「あなたに会いに来ただけです。使徒聖イスカ、あなたに頼たのみ事があるのです！」

「……？」

　ぱっ、と灯る光。

　リビングの照明に照らされて、自分を押し倒たおしている少年の姿が浮うかびあがった。

　昼間と同じ私服。

　この夜ふけだが、まだ就しゆう寝しんどころかシャワーも浴びていなかったのだろう。

「って、君は……」

「一年ぶりですわね」

　イスカが呆あつ気けにとられた表情。

　自分を取り押さえる力が弱まったことを察し、シスベルは、緊きん張ちようを隠かくすためのとびきりの笑え顔がおで微笑ほほえみかけた。

「使徒聖イスカ、あなたにお願いがありますの」

　床に押し倒されたまま。

　こちらを見下ろす少年へ。

「わたくしと共に、皇庁に来ていただけませんか」










　　　Intermission　『三姉し妹まい』
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　帝てい都とユンメルンゲン──

　帝国の首都として、おそらくは世界でもっとも名の知られた地である。

　始祖ネビュリスの反乱によって一度は焦しよう土どと化した。その後、不死鳥のごとく再生したこの鋼鉄の都に、天てん帝ていは自らの名をそっくり与えたという。

　帝都第二セクター。

　帝都でもっとも賑にぎわいをみせる商業区域。その一角に位置するレストラン『火薬基地パウダーベース』に一人の大男が訪おとずれた。

　一人というより一体というべきか。

　身長二メートルをこえる上背に、隆りゆう々りゆうと膨ふくれあがった筋肉の鎧よろいに覆おおわれたその全身は、重量百キロをはるかに超こえる。脱だつ獄ごくしたての囚しゆう人じんじみたボロボロの衣服に、首から上をフードで覆い隠した恰かつ好こう。

　──ざわり、と。

　レストラン店内の客がざわつくのを気にした風もなく、異様な姿の大男が、半分怯おびえかけのウェイトレスからビニル袋ぶくろを受けとって店を後にする。

　そして公園へ。

　真昼時、遊んでいた子供たちがビクッと顔を引き攣つらせるのにも構わず、その奥のベンチに腰こしを下ろす。

「…………」

　無言で、袋から取りだしたパンを頰ほおばる。

　小さなパン一つ。

　その巨きよ体たいからすればあまりにも少量。筋きん骨こつ逞たくましい肉体を維い持じするのは、常人の感覚では不可能に近いと感じるだろう。

　が。

　使徒聖第九席『天てん獄ごく』のスタチュールには、これが摂せつ取しゆエネルギーの上限なのだ。

　──過か剰じようなる熱量エネルギー変へん換かん。

　摂取物から得られる熱量エネルギーの変換効率が、常人の十倍以上。常人と同じ食事量をとれば、栄養カロリーのとりすぎで肉体が無む尽じん蔵ぞうに膨れあがってしまう。

　──天てん恵けいの筋肉増強剤アナボリツクステロイド。

　鍛たん錬れんは要いらない。

　常人が「身体を鍛きたえる」のと同じように鍛錬すれば、鍛えすぎで肉体が自じ壊かいする。

　陸に揚あがったクジラが自重で潰つぶれてしまうのと同じ現象が、この男の肉体には起こりえるのだ。

　あらゆる薬物ドーピングを凌りよう駕がする筋肉成長作用をもつ、無類無む双そうの肉体。

「スタチュール君。久しぶりの日光浴かね」

　その大男に──

　ベンチの後ろから声をかけたのは、髭ひげをたくわえた壮そう年ねんの男だった。

　ちょうど大男と正反対のように瘦やせた身体は、まるで枯かれ枝。風が吹ふくだけで折れてしまいそうな肩に研究者風の白衣をひっかけている。

「二か月ぶりの地上で浴びる太陽の光。感想は？」

「……眩まぶしい」

　地面が轟とどろくような、迫はく力りよくある声。

「……そして熱すぎる」

「その文句は自分の肉体に言うのだね。だが悪くはあるまい。あの冷れい凍とう庫じみた寒さの『檻おり』のなか、そんな薄うす着ぎ一枚で耐たえられるのは君くらいのものだ」

　天獄──

　帝国が捕ほ獲かくした魔ま女じよと魔人を繫つなぎとめている地下の獄。その門番役を担になっているのが、このスタチュールである。

「貴様は……」

「ん？　私かね」

「ただ散歩するために現れたわけではあるまい。何の用だ」

　使徒聖第十席サー・カロッソス・ニュートン研究室長。

　帝都第三セクターに存在する兵器開発部局において、もっとも不健康な研究員として知られる男だ。

「なに、ちょっとした世間話だよ」

「…………」

「純血種の魔女だ。それもネビュリス女王の娘むすめにあたる王女が、国を離はなれて一人で遠方へと出かけているらしい」

「一人？」

「付き添そいは世話役のみ。護衛がいないという意味では一人も同然」

　スタチュールの座るベンチに、自らもよりかかる研究室長。

「帝われ国われに譲ゆずりわたすとのことだ」

「…………」

「ちなみにその情報源は皇おう庁ちよう内から。誰だれからの密告か興味深いが、八大使徒にはぐらかされた。使徒聖たる者なら自分で突つき止めてみせろとね」

「……奴やつららしい」

「それはさておき、その魔女を捕とらえるには工く夫ふうが必要でね」

　瘦せぎすの男が、演技じみた様子で大きく溜ため息いき。

「場所が悪い。アルサミラという砂さ漠ばくの観光地リゾートだ。こんな機でもないかぎり我々には一生縁えんのない場所だが、そこへの出兵は司令部が反対している」

「属国では？」

「同盟国と呼びたまえ。……あいにく完全な独立国家だ」

　独立しているが、実質的には帝国の支配下にある国が「属国」。

　独立しており、立場上も対等関係にある国が「同盟国」。

　そして前者は存在しないというのが帝国の公式見解だ。魔女を滅ほろぼして世界を浄じよう化かする。そのための協力関係であって上下関係はない。

　が──

　帝国側の本音は、今まさに天獄の門番スタチユールが口にしたとおり。

「ここへの出兵は面めん倒どうくさい。万が一にも大おお事ごとになった場合の対応がだ」

　観光地リゾートに戦火を持ちこめば、諸外国から批判が集まることは必至。

　百年前の超ちよう大たい国こくであった帝国ならばそれも辞さなかったが、ネビュリス皇庁につけいる隙すきを与えたくはない。

「本来なら第八席ネームレスにうってつけの任務だが、あの男はいま皇庁への侵しん入にゆう任務に出ている。ならば捕獲兵器はどうだろう？　ほらアレだよ。君の所しよ轄かつする天獄に、実験用に搭とう載さいされたものがあっただろう」

「……『魔ま女じよ狩がり』か」

「それを借り受けたい。あの兵器なら製造元が帝国という証しよう拠こがないからね。多少の目もく撃げき談程度ならいくらでも揉もみ消せる。今回の捕獲にはピッタリだ」

「高くつくぞ」

「結構だ」

　満足げに頷うなずく研究者。

「純血種か。いったいどんな魔女を捕らえられるか楽しみだね」




　　　　　　　２




　遡さかのぼること百年前。

　ネビュリス１世──始祖ネビュリスの双ふた子ごの妹は、帝国軍との戦いに疲ひ弊へいした姉にかわって星せい霊れい使いたちを統とう率そつし、皇庁を築いた。

　そんな初代の血を受け継つぐ者たちが、三血族。

　ルゥ家、ゾア家、ヒュドラ家。

　帝国が「純血種」と呼んで特に警けい戒かいするのも、この三血族にあたる者たちだ。

「悲しいね……まったく悲しいことだよ」

　渡わたり廊ろう下かに響ひびきわたる男の声。

　仮面をかぶった黒服の男が、いかにも演技じみた仕草で天を見上げて。

「ルゥ家、ゾア家、ヒュドラ家。これだけ強力な血族だというのに、帝国との戦いに対し、なぜ結けつ託たくできないのだろうね。偉い大だいなる始祖様、そして初代様の意思を受けつぐ同志であるというのに」

　ネビュリス王宮・月の塔とう。

　現女王やアリスたちルゥ家の王族が住まう「星の塔」から、実に二百メートル超ちようの渡り廊下を歩いた先に存在するゾア家の領域すまい。

　そのホールで。

「星ルウの塔。月ゾアの塔。太陽ヒユドラの塔。それぞれの塔に引きこもり、公用の時を除いて交流も何もしようとしない。実に嘆なげかわしいことだよ。……けれど」

　仮か面めん卿きようオン。

　ゾア家の一人。紛まごう事なき純血種である男が、軽かろやかに言葉を続けた。

「そんな現状にもかかわらず、君だけはいつも挨あい拶さつに来てくれるね」

「歓かん迎げいしてくださいますか？」

「もちろんだとも」

　皮肉にも歓喜にもとれる笑えみでそう応じ、仮面卿が頷いてみせる。

　月の塔を訪れた一人の王女へ。

「ルゥ家の長女たる君の訪れだ。心から歓迎しよう」

「まあ嬉うれしい」

　大きく波打つ髪かみは、世にも美しい金を帯びた翡翠色エメラルド。

　次女アリスよりも優に拳こぶし一つぶん高い長身にくわえ、アリス以上に豊かに成熟した胸の双そう丘きゆうが、まとう王衣から今にもこぼれそうな迫力だ。

　穏おだやかな微び笑しようからも、落ちついた大人の気品が感じられる。

　アリスが少女から淑しゆく女じよへの成長過程ならば、この王女は、そんな淑女の一つの究極型と言えるだろう。

「久しいねイリーティア君。つい昨日に遠えん征せいから戻もどったと聞いているよ」

「お久しぶりですわ卿」

　イリーティア・ルゥ・ネビュリス９世。

　ルゥ家三姉し妹まいの長女にあたる淑女が、ふわりとドレスの端はしを持ち上げて一礼。

　今年でちょうど二十歳。確かな気品と美び貌ぼうを兼かねそなえ、次女アリスと共に女王聖別儀礼コンクラーヴエの最有力候補と目される王位継けい承しよう権者である。

　──言うなれば。

　──次代女王戦を狙ねらうゾア家にとっての最大の脅きよう威い。

　そして。

　半年の遠征で城を留守にしていた間に、その色いろ香かがますます強まったように見えるのは、仮面卿だけの感想ではないだろう。

「卿にお会いしたい一心で戻ってきましたわ」

「嬉しいね。しかし君の素す晴ばらしい美貌が、どうも若い者たちを誘ゆう惑わくしてしまうようでね。せっかくだ、応接間でゆっくり話などどうだろう」

　お世辞ではない。

　通路を歩くゾア家の使用人たちが、このイリーティアの扇せん情じよう的な肢し体たいと美貌に、思わず足を止めて見入ってしまっているのだ。

　若い男だけではなく、若い少女の使用人さえも息を吞のむ魔ま性しようの美。

「さあこちらへ」

「ありがとうございます。ところで卿に懐なついているキッシング嬢じようは？　あの子とも久しく会っていませんから挨拶にと思っていたのですが」

「あいにくまだ人見知りが直らなくてね。困った子だよ」

　キッシング・ゾア・ネビュリス。

　ゾア家がほこる秘密兵器はまだ調整過程。いまは精神が不安定期であり、人前に出せる状態にはない。

　もっとも、安定期であってもルゥ家に披ひ露ろうするつもりはないが。

　応接間へ──

「いま飲み物の用意をさせよう。珈コー琲ヒーかね、それとも紅茶かな」

「では水を」

「水？　趣しゆ味みが変わったのかな」

「遠征疲づかれですわ」

　頰ほおに手をあてながら、恥はずかしそうにイリーティアが苦笑した。

「諸都市に挨拶にうかがって、その地方の紅茶や珈琲をたくさん頂きまして。帰国後しばらくは刺し激げきの少ない飲み物が恋こいしくて」

「なるほど。では君、そのように」

　同席していた従者が、恭うやうやしく会え釈しやくして退室。

　鍵かぎのかかる音がしたのを確かく認にんし──

「そうそう。君の遠征の話も聞きたかった」

　仮面卿は、向かい合うソファーに腰こしかけた。

「今回はいつにも増して長旅だったね。おおよそ半年も国外へ出ていて。女王もさぞかし心配されていたのでは？」

「慣れっこですわ。それに、これも王女としての責ある仕事です」

　始祖の血脈は、すべての星霊使いにとっての憧しよう憬けい。

　第一王女イリーティアが訪おとずれたとなれば、ネビュリス皇庁の辺境に住まう者たちは総出で出で迎むかえることだろう。

　──そして女王聖別儀礼コンクラーヴエの支持層を増やす。

　国内外問わず、イリーティアを支持する有力者の数が日増しに増えていることは、ゾア家ヒュドラ家も周知の事実である。

「それで手て応ごたえは上々かな？」

「はい。このたびの遠征で、辺境が抱かかえる不安をいっそう身近に感じましたわ。中央州は安全であっても、諸州はいつ帝てい国こくの襲しゆう撃げきに見み舞まわれるのかと懸け念ねんしています」

「……ああ、超越の魔人サリンジヤーの件もあったからね」

「サリンジャーを脱だつ獄ごくさせたのが帝国軍と聞いて、私も耳を疑いましたわ。帝国軍がどうやって我が国の国境を突とつ破ぱしたのか、皆みなも不安がっています」

　暗い表情で首をふるイリーティア。

　実に白々しい。

　仮面卿は「（女王聖別儀礼コンクラーヴエに向けた人気集めの）手応えは上々か？」と訊きいたのだ。

　その言葉の含ふくみに気づかないわけがない。

　次女アリスリーゼなら、「そんなつもりで遠征しているのではありません！」と語気を荒あららげていただろう。しかしこの長女は、顔色一つ変えずにサラリと別方向に舵かじを切って受け流していた。

「…………」

「あら、どうしました卿。そんな楽しそうに笑われて」

「いやいや。これがアリス君ならどう答えていただろうと思ってね」

「まあ仮面卿ってば。あの子が気になりますの？」

　そういうイリーティア自身が、仮面卿に負けず劣おとらず、口元に意味深な笑みを浮うかべている。

「ちょうど良かったですわ。先ほど卿は仰おつしやいましたね。始祖に連なる三血族が、なぜ結託して帝国に立ち向かえないのか？　と」

「ああ、そのとおりだ」

　三血族が完全な結託によって帝国に攻せめこめば、帝都を再び火の海に変えることも不可能ではあるまい。

　──ただし、数えきれない犠ぎ牲せいが出る。

　それを忌き避ひするのが現女王率いるルゥ家。帝国との戦いでは自国を堅けん守しゆしつつ、同志である星霊部隊の犠牲を抑おさえてきた。

　一方で、ゾア家は過激派だ。

　あらゆる犠牲を出しても帝国を壊かい滅めつするという交戦思想。

　三番目のヒュドラ家はその中ちゆう庸よう。ルゥ家とゾア家の王位争いに吞みこまれつつも、どの時代の女王にも柔じゆう軟なんに従ってきた。

「私もそう思いますわ。女王聖別儀礼コンクラーヴエはさておくとしても」

「ふむ？」

　その心は。

　問いかけた仮面卿に先んじて、イリーティアが、波打つ金きん髪ぱつをそっと手でかきわけた。

「卿に折り入ってご相談があるのです」

　そうだろう。何かしら明確な交渉はなしがなければ、わざわざルゥ家の王女がゾア家を訪れることなどあるまい。

「聞いて頂けますか」

「もちろんだとも。わざわざ君が訪れてくれたんだ、私でよければ喜んで力になろう」

「まあ嬉しい。それでは──」

　翡翠色エメラルドの髪の王女が、腰かけた姿でぐっと身体からだを前のめりに。

　その豊満な胸むなもとを見せつけ誘惑するような恰かつ好こうで。だが無論、そんなイリーティアを前にしても仮面の男は微び動どうだにしない。

「単刀直入に訊きますわ。我が国において、水面下で帝国と関かかわりをもっている者がいる。それはご存じですか」

「可能性の一つとしては考こう慮りよしている。今まさにその尻しつ尾ぽを摑つかもうと──」

「私の妹たちですわ」

　高貴な微笑み。

　艶つややかな色香をまじえてそう告げる王女の言葉に。

「……いま何と？」

　仮面卿は、珍めずらしくも声を強こわばらせた。

　純じゆん粋すいな驚きよう愕がくで。

「イリーティア君」

「くり返しますわ。帝国と接点を持とうとしているのは、私の妹たちです。次女アリスと三女シスベルの二人ですわ」

　テーブルに手をついて。

　ルゥ家の王女が、仮面の男をじっと見上げる。

「今はまだ接点を持っているだけ。まだ帝国の手先と化したわけではありません。ただ、近いうちに裏切るのは確実かと」

「……確かかな」

「私の王位継承権に誓ちかって」

「…………」

　仮面卿が絞しぼりこんだ容疑者候補に、ルゥ家の王女二名は挙がっていなかった。

「だが、どこでソレを？　王宮の外にいた君が知り得うる情報など限られているだろうに」

「あら嫌いやですわ、それは秘密です」

　あっさりと。

　艶つややかな頰に手をあてて、緊きん迫ぱく感かんを台無しにするような無む邪じや気きさで王女は答えた。

「私が何年もかけて構築した地じ盤ばんですもの。そう簡単に教えられません」

「……なるほど、これは私が失敬した」

　仮面の下で苦笑い。

　ここで自信満々に手の内を明かすようでは王女失格。それでこそだ。ゾア家と対立するルゥ家の長女イリーティア。

　こうでなくては女王聖別儀礼コンクラーヴエも張り合いがない。

「それで、私にできることとは？」

「ええ。まず正直に申しあげて、私、本当に悩なやみ苦しんでおりますの。まさかあの子たちが女王おかあさまを裏切ろうとしているなんて」

　麗うるわしき王女の唇くちびるからこぼれる、重苦しい溜ため息いき。

　まぶたを閉じて、うつむくような体勢で。

「愛する妹たちがこんな蛮ばん行こうを……本来ならば、その過あやまちを正すのが姉としての役目です。けれど、私はあの子たちに情があります」

「…………」

「いざという時、正しい判断ができないかもしれません。ですから卿にお願いです」

「なるほど理解した」

　大おお仰ぎように頷うなずいてみせる。

「君にかわって彼女たちの行方ゆくえを見届ける者が必要なんだね」

「……恐おそれながらそのとおりです」

　悲しげにうつむくイリーティア。

　下を向いたまま決して見せない素顔に浮かんでいるのは、慟どう哭こくか。

　それとも悪あく魔まの微笑ほほえみか？

　──イリーティアの言う「ルゥ家とゾア家の協力」とは。

　──すなわちイリーティアと仮面卿の共きよう謀ぼう。

　来きたるべき女王聖別儀礼コンクラーヴエ。

　イリーティアは、姉し妹まいである第二王女アリスリーゼと第シ三ス王ベ女ルが邪じや魔まになる。

　仮面卿も、ルゥ家三姉妹のうち二人を女王聖別儀礼コンクラーヴエから引きずり下ろす機会。ゆえに両者の利害が一いつ致ちする。

「イリーティア君、よくぞ今まで我が慢まんしてきたね。辛つらかっただろう」

　うつむく彼女の手を取って握にぎりしめる。

「顔を上げて。後のことは私に任せてくれたまえ」

「……では」

「君の話を聞き入れよう。今まさに、シスベル君が国の外へ出ているとも聞いた。私自ら、彼女を追いかけて真相を確かめるとしよう」

「感謝しますわ」

　顔を上げる王女が、赤く腫はれた目元をほころばせる。

　泣き真ま似ね？

　それとも本当に姉妹二人を想おもって？

　そのどちらともつかないが、どちらであってもゾア家の行動には影えい響きようしない。

「共に協力しよう。帝国を討うつために。そのためにも、帝国に繫つながっている者たちを我々は見つけださねばならない」

「ええ。どうか妹たちを、よろしくお願いします」
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　時同じくして。

　ネビュリス王宮・星の塔とう──

　現女王を代表とするルゥ家の暮らす塔、その私室で、アリスは息も絶え絶えにぐったりとソファーに寝ね転ころがっていた。

「精せい根こん尽つきはてたわ……」

　真っ白。

　指一本動かすどころか、もはや息をするのも億おつ劫くうなくらい疲つかれきった。

「……ぐすん、こんなに辛い毎日だなんて」

　ほろりと涙なみだまで出てきてしまう。

　朝から晩まで王女の大役という名の雑務ばかり。面おも白しろみもやりがいもない。なぜ自分はこんなにも苦しい思いをしているのだろう。

「わたし、王女やめようかしら……」

「明日は朝五時から女王の間で挨あい拶さつ会です。大臣ほか諸外国からの賓ひん客きやくが二十名。全員分の挨拶を考えておいてくださいね」

「燐リン、あなたには血も涙もないのっ!?」

「何を言っているんですか。こうしてアリス様を労ねぎらっているからこそ、背中と肩かたをお揉もみしてるんです」

　うつぶせに寝そべるアリス。

　その上に乗っかるのが燐で、いまは肩や腰こしを念入りにマッサージ中である。

「うぅ……なんで十七歳の王女が肩こりに苦しまなくちゃいけないの……」

「職業病ですね」

　アリスのマッサージを続ける従者。

「あとはお風ふ呂ろに入ってゆっくり休んでください」

「……そうね」

「明日は朝四時起きですからね」

「それは余計よっ!?」

　両耳を手で覆おおって「聞きたくないわ」の仕草。

　よし決めた。明日は絶対に休んでやる。燐が起こしに入ってこれないよう、夜のうちに部屋の窓と扉とびらをぜんぶ氷こおり漬づけにしておけば……

　と。

　──シャラン。

　軽かろやかな呼び鈴りんが鳴りひびいたのは、その時だった。

　この夜ふけに誰だれ？　そう思ったのも束つかの間ま、扉の向こうから伝わってきた声に、アリスは大おお慌あわてでソファーから飛び起きた。

「アリス」

「お、おかあさまっ!?　燐、は、はやく扉を開けなさい！」

「た、ただちに！」

　燐が大急ぎで扉を開く。

　ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世。

　薄うす紫むらさき色の王衣をまとう女王。アリスの生みの親でもある女性が、護衛もつけずに一人で部屋の前に立っていた。

「女王様、ど、どうなされましたか、この夜ふけに！」

「所用ですよ。アリス、こちらへ」

　女王が手招きしてくる。

　部屋の外に出ておいでなさい、という意味だろう。

「どうしたのですお母様」

「二つほど話があります」

　いくぶん抑おさえた声で。

「報告事が一つと、相談事が一つです。どちらから聞きたいですか？」

「────」

　こっそりと燐に目配せ。

　嫌な予感がする。この訊きき方は、聞き手に心の準備をさせるために女は王はがよくやる話術の一つだ。

　……いい話じゃないってことね。

　……こんな夜中にこっそり部屋に来るくらいだから。

「お母様の話しやすい方でお願いします」

「では報告事から。アリス、あなたが第十三州アルカトルズで捕とらえた魔人サリンジヤーの件です」

「……あの男の？」

　超ちよう越えつの魔人サリンジャー。

　他人の星せい霊れいを奪うばいとるという極きわめて危険な「水みず鏡かがみ」の星霊を有した男だ。

　三十年前、若き日の女王ミラベアによって捕らえられたが、その男が脱だつ獄ごくをくわだてる事件が発生した。

　今からわずか十日ほど前のことだ。

「あの男が監かん獄ごく塔とうから脱出しかけたのを未然に防いだこと。あれはお手て柄がらでした……燐も、よく身を張ってくれたと思います」

「と、とんでもありません！」

　姿勢を正して燐が応じるも、その声には今ひとつ力が入っていない。なぜなら燐は助けられた身だからだ。




〝──今回だけ〟

〝手を貸すよ。この白しろ髪かみがアリスの敵で間ま違ちがいないんだろ？〟




　イスカがいなければ魔人を止めることは適かなわなかっただろう。女は王はも、まさかあの事件に帝てい国こく兵が関かかわっているなど夢にも思うまい。

「それでお母様、その件で何か？」

　アリスとしては既すでに終わった事件だ。

　魔人サリンジャーは監獄塔から落下して、看守たちに取り押さえられた。あの夜のうちに別の監獄塔へと連行されて再び牢ろう獄ごくへ。

「もぬけの殻だそうです」

　女王のその意味は──

「どういうことですかお母様？」

「あの男を収容した監獄塔から、つい先ほど連れん絡らくがありました。看守たちが運びこんだのは星霊術で精せい巧こうに作られた人形であったと」

「ま、真まことですか!?」

　たまらず燐が声を上げた。

「私とイスカが……いえ、アリス様があれほど必死に取り押さえたのに、看守たちはむざむざ術中に嵌はまって奴やつを逃のがしたと!?」

「あの魔人はそういう輩やからです。看守たちの所せ為いにしては酷こくですよ」

　女王が重苦しい吐と息いき。

　普ふ段だんいかなる時も毅き然ぜんとふるまう姿からは、あまりに想像もつかない仕草だ。

「いまは足取りを捜そう索さく中です。二人とも頭に入れておきなさい。次、あの男が現れるのは王こ宮こかもしれない」

「肝きもに銘めいじておきますわ」

　けれど、アリスが逆の立場ならすぐに王宮を狙ねらうことは考えない。

　……イスカにやられたのは想定外だったはずよ。

　……あの敗北で、魔人サリンジヤーも出で端はなを挫くじかれたはずだから。

　警けい戒かい心しんを強めているだろう。

　王宮へやってくるにしても、入念に機をうかがうはず。

「お母様、もう一つの相談事というのもサリンジャーに関してですか？」

「いいえまったく別の、身内の話ですよ。私と一いつ緒しよに来てほしいのです。燐も……そうね。あなたも同行なさい」

　通路の向こうを視線で指し示すや、ネビュリス８世が通路を颯さつ爽そうと歩きだした。

　燐に頷うなずいて、母のすぐ後を追っていく。

「お母様、どちらへ」

「見覚えあるでしょう？」

　ふり返った女王が手のひらを広げてみせる。そこには、非常に複雑かつ精巧に造られた水すい晶しよう製の鍵かぎ。

　アリスの私室の鍵によく似ているが、アリスの鍵は別の宝石で出来ている。

「シスベル様のお部屋のものですね」

　先んじたのは燐。

「シスベル様は、一昨日の早朝から国を離はなれているはずですが」

「ええ。だから私が預かっているのです」

　通路を進んでいく。鍵が物語っていたように、女王が向かったのはシスベルの私室『鏡の小部屋』だった。

　その扉の前で──

「アリス、最近のシスベルあのこをどう思いますか」

「え？」

　あまりに唐とう突とつなその問いに、言葉に窮きゆうした。

　部屋に閉じこもって出てこない。たまに廊ろう下かで出で会くわしても、まるで逃にげるようにそっぽを向いて立ち去ってしまう。

　……素す直なおに言ったら、最近のシスベルはちょっと不気味よね。

　……怪あやしいし、愛あい想そもないし。

　実の妹に対して抱いだく内容でないことは確かだ。本人のいないところでの悪口というのも、アリスの好むものではない。

　だからこそ。

「怪しいとは思いませんか」

「……っ！」

　母の言葉にアリスは耳を疑った。

　隣となりに立つ燐も、驚おどろきのまなざしで女王の顔を見つめている。

「私は女王です。アあリなスたにもシスベルにも、王家に恥はじぬ品格をと願っています。ですが、私はあなたたちの母親です」

　ふっ、と照れくさそうに告げる女は王は。

　母と女王。二つの相容いれぬ立場に悩なやめる一人の女性が、そこにいた。

「今のシスベルは家臣からの信しん頼らいも薄うすい。女王聖別儀礼コンクラーヴエを勝ち抜ぬくのは難しいでしょう。それは仕方なきこと。けれど母として、娘むすめを一人前に育てる義務が私にはあります」

「……だからこの部屋を？」

「ええ。あの子が、毎日ここに閉じこもって何をしているのか確かく認にんしたいのです」

　母として。

　アリスに同行を求めたのは、姉し妹まいの姉としての立場ゆえだろう。

「女王様。イリーティア様は？」

「あの子は部屋に不在でした。あまり大所帯でシスベルの部屋を見るのも物々しいので、私たちだけで済ませましょう。探たん索さくではありませんので」

　水晶製の鍵を差しこむ。

　複製不可能。熟練の職人が造り上げた鍵は、この扉とびらを開けるための唯ゆい一いつの鍵である。

　──解かい錠じよう。

　女王自らが扉を押し開いて、照明をつける。

　……覗のぞき見みたいで嫌いやだけど。

　……これもしょうがないことよね。お母様の発案だもん。

　女王に続いてリビングへ。

　高級ホテルのスイートルームを思わせる装そう飾しよくは、アリスの私室とほとんど変わらない。あえて言うならば、リビングの隅すみやソファーの上に大きなぬいぐるみが置かれていることだろうか。

　シスベルは今十五歳で、今年のうちに十六歳になる。

　今年で十八歳のアリスとは二歳差だが、それにしても十五歳でいまも人形を大事にしているのは、王族の娘としてはやや幼すぎる趣しゆ味みだろう。

「綺き麗れいなお部屋ですね……」

　リビングを見回す燐が、控ひかえめな声で女王へ。

「特に変わったものは見られませんね」

「女王わたしがここに入ることを予期して、怪しいものは片付けていったのかも……何にせよ、あの子が普段から部屋で何をしているのか。手がかりがあるといいのだけど」

　女王が嘆たん息そく。

　そのまま浴室・洗面所へと歩を進めていく。

「手分けして見ていきましょう。アリスと燐は寝しん室しつを」

「はいお母様」

　妹の寝室を調べるというのも気が進まない。

　が、そんなアリスが拍ひよう子し抜ぬけするほどに、シスベルのベッドまわりは整然としていた。

　シーツには皺しわ一つなく、ベッド周りに置いてあるのは小さな水差しとコップだけ。

「アリス様のベッドより綺麗ですね」

「燐、発言は時と場合を考えなさい？　あとわたしのベッドも綺麗よ」

　しかし同時に、味気ない。

　アリスなら就しゆう寝しん前には必ず読書の時間をとる。お気に入りの本をベッドに持ちこんで、うつらうつらと微睡まどろむのが就寝前の楽しみなのに。

「そうよ。わたしならお母様に見つからないよう枕まくらの下に…………あら？」

　コツン、と。

　枕の下に差しこんだアリスの指先に、何かが触ふれた。

　本？　この感かん触しよくは薄い雑誌だろうか。

　枕の下のソレを摑つかんで勢いよく引き抜くや、アリスはその場で、自分の顔から血の気が失われていくのを自覚した。

　一年前に発行されたその情報誌は──




〝史上最年少の『使徒聖』イスカ〟

〝魔ま女じよ脱だつ獄ごく手配の国家反逆罪により逮たい捕ほ。終身禁固刑けいの処断が下る〟




　見覚えがある。そんな可愛かわいい表現ですむ話ではない。

「どうして……」

　かつて燐に命じ、アリスも同じ情報誌を手に入れたことがある。イスカという帝国兵の正体を探さぐるためにだ。

　……おかしいわ。なんでシスベルが同じ情報誌を持ってるの!?

　……しかも枕の下に隠かくすくらい大事にしてるなんて。

　隣では、燐も表情を引き攣つらせている。

　この情報誌が示し唆さすることは間ま違ちがいなく、帝てい国こくの元使徒聖イスカをシスベルが調べていたという事実である。

　では、なぜ調べていたのか？

「まさか、わたしとイスカが中立都市で出会ったのを見られた？　あの子の星せい霊れいならありえるわ！」

　第二王女アリスリーゼが帝イ国ス兵カと繫つながっている。

　もちろん両者の遭そう遇ぐうはすべて偶ぐう然ぜんによるものだが、悪評のタネには十分すぎる。最悪、これでアリスが女王聖別儀礼コンクラーヴエの争いから外されることも……

「燐、わたしどうしよう!?」

「しっ！　落ちついてアリス様」

　浴室の方を指さす燐。

　向こうには女王がいる。この話を聞かれるわけにはいかない。

「シスベル様が、アリス様と帝イ国ス兵カの件を知りえるのは不可能です。シスベル様の星霊は、半径三百メートルまでしか映せません」

　言うまでもなく、皇おう庁ちようと中立都市では何百キロという距きよ離りがある。

　二人が出会った「現場」を見られた可能性はゼロに等しい。それが燐の見解であり、もちろんアリスもそれは頭に入っている。

　わかっているのだが、この状じよう況きようで楽観視できるわけがない。

「……なら、わたしと燐の話を聞かれた？」

「その可能性はあります」

　中立都市エインで彼と一緒に食事をしたり、歌劇オペラで同席したことは見られていない。

　見られたとすれば、皇庁でアリスと燐が話している姿だ。そこで話題に出た彼の存在を、シスベルが疑問視した可能性がある。

「速すみやかに釘くぎを刺さすべきですね……」

　押し殺した声の、従者。

「おそらくシスベル様は疑っているのです。アリス様が帝国と内通しているのではという疑いです」

「じょ、冗じよう談だんじゃないわ！」

　シスベルのベッドを椅い子す代わりに腰こしかける。

「わたしは確かにイスカと顔見知りだけど、それは戦場の敵としてだもん。わたしが帝国に寝ね返がえったなんて噂うわさは迷めい惑わく千せん万ばんよ！」

「はい。けれど考えようによっては好都合です。シスベル様は皇庁におりません」

「……っていうと？」

「女王様！」

　燐が、浴室に向けて声を張りあげた。

「女王様、やはり寝室にもシスベル様の動向を探る手がかりはありませんでした。ゆえに一計がございます」

「……なんでしょう燐？」

「アリス様の遠えん征せいを許可願います」

　浴室の方から寝室へとやってくる女王へ。

　燐が、跪ひざまずいて頭こうべを垂れた。

「シスベル様の遠征先へ、アリス様が直々に出向かれると仰おつしやっています」

「アリスが？」

　女は王はの視線。そして燐からの意味深なまなざし。

　その二つがアリスへと注がれた。

「はい。シスベル様は遠き異国の地。普ふ段だんのように自室に籠こもることができないわけですから、疑わしきことがあっても隠し事はできません」

「わざわざアリスが向かう理由は？」

「姉妹だからです」

「…………」

「妹シスベル様に些さ細さいな隠し事があったとしても、部下に打ち明けるのは抵てい抗こうがあるでしょう。親しい部下とはいえ他人。その点、アリス様はシスベル様の家族です」

　女王ミラベアは王宮を留守にはできない。

　長女イリーティアも長旅から戻もどってきたばかりで、再び遠征を命じるのは酷こく。消去法で残っているのはアリスである。

「もう一つ。シスベル様には今、護衛がいないと聞きました」

「ええ。世話役シユヴアルツにすべて任せています」

「アリス様ならば、万が一の時にシスベル様を守ることもたやすいでしょう」

「……しかし燐、行方ゆくえをくらました魔人サリンジヤーはどうしますか」

　女王の瞳ひとみに灯ともるのは憂うれい。

「あの男はいまも国内に潜せん伏ぷくしているはずです。アレが王宮を襲おそってきたとき、アリスは強力な抑よく止し力りよくになります。この事態に外に行かせるのも考えどころですよ」

「魔人は負傷しています」

　従者の言葉に途と切ぎれはなかった。

「数日程度で完治するものではありません。アリス様が不在にしている間、奴やつがこの地を襲うことはまず考えられません」

「…………」

「女王様」

「よくわかりました」

　ややあって、ネビュリス８世が小さく溜ため息いき。気は進まないが代案がない。そんな心境なのだろう。

「その一計に乗りましょう。アリス、外出を許可します」

「はいお母様」

　素す晴ばらしい機転よ、燐！

　跪いたままの従者に対し、アリスは心の中で喝かつ采さいした。

　これで妹を追いかける口実を得た。王宮の外で、誰だれにも知られずにシスベルと二人きりで話ができる。

　……そうよ。シスベルはきっと誤解してるんだわ。

　……わたしとイスカの間あいだ柄がらをあの子はきっと勘かん違ちがいしてるのよ。

　ネビュリス皇庁の王女が帝国兵と繫がっているだなんて、そう思われるわけにはいかない。今すぐ追いかけて誤解を解かねば。

「お母様、心配なさらずとも四日で戻ってきますわ」

　往復に三日。

　あとはシスベルを丸一日かけて説得しよう。今度ばかりは普段のように逃にがしはしない。逃げようとしても首根っこを捕つかまえて話をしてやる。

「燐、すぐに手配を！」

　軽かろやかに王衣ドレスの裾すそを翻ひるがえし、アリスはシスベルの私室を後にした。

　……シスベル、あなたは。

　……今どこで何をしているの。

　そう思いを巡めぐらせながら。
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　独立国家アルサミラ──

　砂さ漠ばくに囲まれた観光地リゾートは夜に包まれ、多くの者が寝静まる刻ときへと移る。




「一年ぶりですね、使徒聖イスカ」

　ホテル四階の一室。

　イスカの部屋に侵しん入にゆうした金きん髪ぱつの少女は、床ゆかに仰あお向むけに組み伏ふせられながらも、ごくごく穏おだやかな声でそう言った。

「わたくしのことを覚えてますか？」

「……君は」

　もっとも鮮せん明めいな記き憶おくは、昼間だ。

　プールで遊び疲つかれたミスミス隊長をホテルまで運ぶ道で、交差点に差し掛かかったところで後ろからぶつかってきた少女で間違いない。

　ただし──

　初めて出会ったのは一年前に遡さかのぼる。




〝わたしとあなたは敵同士だもの〟

〝なのに、わたしを逃がすってどういうことなの〟




「……あの時の、牢ろう獄ごくにいた……？」

「シスベルと申します。覚えていて下さって光栄ですわ」

　仰向けに倒たおれている少女が、小さく笑えんだ。

　一年前、魔ま女じよとして牢獄に閉じこめられていたこの少女は、おせじにも美しい風ふう貌ぼうとは思えなかった。

　……服も髪かみもボロボロだったし。

　……口調だって、僕より小さいのに無理して張り合ってたから。

　今はまるで別人。

　好こう奇き心しん旺おう盛せいそうな大きな瞳はこちらをじっと見上げ、その顔立ちは愛くるしい。

　絨じゆう毯たんに広がるストロベリーブロンドの髪も艶つややかで、着ている服も簡素ながら上品なワンピースだ。

　……そんな彼女が、どうして僕の部屋に忍しのびこんできた？

　……合い鍵かぎが容易に手に入るわけないし、そもそも僕の部屋番号だって。

　思考がぐるぐると回ってまとまらない。

　どう話を切り出すかイスカが躊躇ためらっている間に。

「こんな夜中に、部屋に押し入ったことは謝罪いたしますわ……ですが……その……」

　倒れたままの少女が。

　ほんの少しだけ顔を赤らめて、じっと見上げていたイスカから顔を背そむけた。

「わたくし……こんな扱あつかいをされるの慣れておりませんの……」

「え？」

「……わたくしの上からどいてくださると嬉うれしいなって」

　華きや奢しやな少女を組み伏せて、その上にのしかかる。

　そんな自らの振ふる舞まいにようやく気づいて、イスカは慌あわてて跳とび上がった。

「あ、ご、ごめん!?……でも違うんだ。こんな夜に部屋の鍵を開けて忍びこんできたから、泥どろ棒ぼうだとしか思わなくて──」

「いえ……いいのです……悪いのはわたくしですから」

　顔を赤らめたまま起き上がる金髪の少女。

　服についた埃ほこりを手ではらい、一度小さく目配せしてからソファーに腰かける。その様は、イスカが思わず見とれるほどに洗練された「美」があった。

　麗うるわしい。

　生まれながらに厳しい躾しつけを受けた王族か貴族でなければ、こうも淑しとやかな仕草が自然と身につくことはあるまい。

　……そういえばアリスもか。

　……一いつ緒しよにホテルの部屋にいた時の仕草、綺き麗れいだったな。

　自分でも不思議だ。

　シスベルと名乗ったこの少女の顔立ちや振る舞い、一つ一つからアリスを想起させずにはいられない。

「イスカ、と呼んでよろしいですか」

　我に返る。

　なかば呆ぼう然ぜんと佇ちよ立りつするイスカを、儚はかなげな少女がじっと見つめてきていた。そんな彼女に、イスカは無言で頷うなずいた。
















「イスカ、わたくしは、あなたに二つの非礼を詫わびますわ。一つはあなたの部屋に合い鍵で押し入ってしまったこと。でも何より……」

　一呼吸の間をおいて。

「あの時、牢獄から出してもらった魔女わたくしは、帝あ国な兵たに対し、何一つ礼を言うことができませんでした。失礼ながら……あの時は罠わなを恐おそれていたのです。わたくしを牢獄から出す行こう為い、それが帝てい国こく側の仕し掛かけではないかと」

「当然だと思う。僕も、自分で無茶なことしたって自覚はあるから」

　リビングに立ったままイスカは頷いた。

　──ソファーには座らない。

　魔女シスベルの能力を知らないからだ。目の前で互たがいに座した状態から星せい霊れい術じゆつを撃うたれれば、イスカとて術に反応できる自信はない。

　救出した魔女。

　それが味方になったわけではない以上、突とつ然ぜんに攻こう撃げきしてくる可能性もゼロではない。

「今ここで御お礼れいをさせてください」

　蒼あお水すい晶しようのブレスレット。

　自分の左手首から外したソレを、金髪の魔女は恭うやうやしい手つきで差しだしてきた。

「半世紀前を代表する宝石職人ビルドレッド・モーフィアスの後期作品。宝石としても珠しゆ玉ぎよくですが、それ以上に歴史的な価値ある一品です。世界どの宝石店であっても、捨て値で屋や敷しき一つは下らない────」

「ま、待った!?」

　目の前に差しだされたブレスレットに、イスカは悲鳴じみた声を上げた。

「どういうこと……」

「ですから、わたくしを助けてくれた御礼です」

　ブレスレットを両手に乗せたままの魔女。

　日焼けとは無む縁えんなほどに白く艶なまめかしいその手を、イスカはそっと押し返した。

「受け取れないよ」

「なぜです？」

「僕は、そういうつもりで君を助けたんじゃない。見返りを求めるくらいならやってない。どのみち失った使徒聖の地位はお金じゃ戻もどらない」

「…………」

　少女が、口元を引き締しめる。

「僕はあの事件で司令部から睨にらまれてる。ここで僕が君から何かを受けとれば、今度こそ皇おう庁ちよう側の人間だって思われる」

「承知の上ですわ」

「え？」

「わたくしは、あなたを皇庁に誘さそうためにここへ来たのです」

　真しん摯しなまなざしでシスベルが立ち上がる。

　己おのれの胸に手をあてて。

「一年間をかけて、あなたのことを調べさせて頂きました。天てん帝ていの直属兵だったあなたが魔女脱だつ獄ごく事件を起こしたこと、周辺の中立都市にまで大きく噂うわさは広がりました」

「……だから僕の名前も知っていた？」

「はい」

　柔やわらかい微び笑しようで少女が応じる。

「使徒聖の座を失った。今のあなたの地位は地に落ちたと言っても過言ではないはずです。次はわたくしが報むくいる番。あなたが失った地位や名めい誉よ、それ以上を約束しますわ。皇庁は、あなたを歓かん迎げいいたします」

「…………」

「身分も安全も保障しますわ。帝国出身であっても、あなたが暮らしに困ることは決してありません」

　既視感デジヤビユ。

　赤き砂さ塵じんの舞う荒こう野やで、氷禍の魔女アリスリーゼが発した言葉──




〝キミ、わたしの部下になりなさい〟

〝身分はわたしが保障する。キミは帝国からの亡命者になるわけ〟




　王女アリスと同等の提案。

　そして目の前の彼女シスベルもそれに匹ひつ敵てきする権力を？　だが、一国の王女に並びうる権力者がそう簡単にいるとも思えない。

「君は……」

「はい」

「君は、何者なんだ」

　アリスと関係があるのか？

　喉のど元もとまで出かけたその言葉を、イスカは拳こぶしを握にぎりしめて堪こらえた。アリスと絡からめた質問は禁忌タブーだ。そんな訊きき方をすれば自分とアリスの関係が疑われる。

　……司令部が嗅かぎつければ。

　……僕は今度こそ、その場で処しよ刑けいされかねない。

「使徒聖の代わりになる座を用意するだなんて。そう簡単にできるものじゃない」

「わたくしならできますわ」

　少女の言葉に力がこもった。

「わたくしは王家の……その従者です」

「側近？」

「はい。王家に近しい方にお仕えする身分です。此この度たびのことも我が主あるじから許可を得ての事なので、間ま違ちがいはありません」

　王家の遣つかい。

　つまり彼女の裏には、女王本人かそれに近い者が控ひかえている。だからこそ先のアリスと同等の提案も可能なのだろう。

「わかってもらえましたか？」

「……なぜ僕なんだ」

　熱っぽく頰ほおを染めたシスベルに向けて。

　イスカは、こくんと息を吞のみこんだ。

「君が王家に近い人間っていうのは否定しないよ。事実なんだろうなって思う。だけど、それほどの地位なら部下がいくらでもいるはずだ」

「っ」

　少女の肩かたが、ビクッとふるえた。

「ネビュリスの星せい霊れい部隊だって命令一つで動かせるはず。王家に護衛がついてることは、帝国兵の僕だって知ってる」

「…………」

「僕を皇庁側に誘うのは、単に、帝国の戦力が欲ほしいから？」

　陰かげ。

　愛らしい少女のまなざしに滲にじむものは、悲ひ愴そう。

　イスカに図星を突つかれて言葉に窮きゆうした類たぐいの反応ではない。小さく震ふるえて唇くちびるを嚙かみしめるその様は、まるで必死に涙なみだを堪えているかのようで──

「…………だって……わたくしには……」

　やがて。

　消え入るように掠かすれた声で、金きん髪ぱつの魔ま女じよはそう漏もらした。

「部下がいないのです。誰だれも信用できない……」

「えっ？」

「今の時点であなたに詳くわしい事情は明かせません。ただ……皇庁という国は、諸外国から思われているほど一枚岩ではないのです」

「……だからって、部下がいないっていうのは」

　さすがに大おお袈げ裟さではないか。

　噓うそとまでは言いたくないが、イスカの知る王女アリスは少なくともそうは見えない。

「わたくしは誰も信じられません！」

　少女の声が、リビングにこだました。

　イスカの目の前まで歩み寄って、有う無むを言わせずにその手を取って握りしめる。

「皇く庁には信用できない。だから帝あ国な人たに頼たのむのです……部下にかわって身を守ってくれる戦士が必要なのです！」

「…………」

「そうでなければ、わたくしは、たった一人で帝あ国な人たを訪ねたりしません。……だって、こんな弱い魔女わたくしが……敵である帝国兵の、それも使徒聖のような恐ろしい相手の前に……一人で身をさらけ出すことがどれだけ覚かく悟ごを要するかわかりますか……！」

　言葉の最後は、もはや悲鳴そのものだった。

　嗚お咽えつ混じりの金切り声。

「部屋に入った時だって、盗ぬすつ人とと間違われて銃じゆうで撃たれないかって本当に怖こわかった……。わたくしはお母様と違って星霊も強くないし、────」

　お母様？

　イスカが無言で思い浮うかべたその疑問に、はっと目の前の少女が勘かんづいた。感情のまま捲まくしたてた自分にようやく気づいたのだろう。

「…………ごめんなさい。取り乱しましたわ」

　弱々しく零こぼれる吐と息いき。

　握っていたイスカの手を、名残なごり惜おしそうに魔女が離はなした。

「わたくしとしたことが、よりによってお願いする相手に向かって声を荒あららげるなんて、……これでは交こう渉しようの資格もありませんね。でも誤解しないで。あなたを頼たよりにしたくて、その気持ちが昂たかぶってしまったから……」

「────」

「出直します。今日は、あなたに会えてよかった……」

　シスベルと名乗る少女が、踵きびすを返す。

　流れるような所作。しなやかで雅みやびやかな足取りとともに、淡あわい金髪をなびかせてイスカの部屋を後にする。

　カチリ、と自動で鍵かぎが閉まる音。

　厚い扉とびらごしに足音が次し第だいに小さくなって、やがて聞こえなくなった。

「どうなってるんだ、これ……」

　その場に残されて。

　イスカは呆ぼう然ぜんと溜ため息いきをついた。帝てい国こくからも皇庁からも遠い砂さ漠ばくの地を訪おとずれて、出会った相手が、まさか一年前に脱だつ獄ごくさせた少女。

　……偶ぐう然ぜん？　いや、だけど。

　……あの子は、僕の部屋番号を知っていた。どうやって探しあてたんだ？

　念のために部屋を移すか。

　そうでなくても盗とう聴ちよう器きの有無は調べるべきだろう。そう思ってリビングを見み渡わたして。

「あっ」

　彼女の座っていたソファーで、視線が止まった。

「やられたな……」

　蒼あおく輝かがやく水すい晶しよう製のブレスレット。

　一度はイスカが突き返したはずのもの。シスベルが手首につけていた宝ほう飾しよく品ひんが、彼女が立ち去った後のソファーに堂々と残されていたのだ。

　──わたくしは諦あきらめませんわ。

　そんな伝聞メツセージ。

　残された宝飾品を拾い上げる。そこに盗聴器が付いていないか念入りに確かく認にんした後に、イスカはぼんやりと天を仰あおいだのだった。

「あの子、本当に何者なんだ……？」
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　ネオンの灯ともる繁はん華か街がい。

　凍こごえるような砂漠の夜風が吹ふきこむ大通りを、シスベルは一心不乱に駆かけていた。

「……なにを……何をしてるのですかシスベル！」

　帝国兵イスカの宿しゆく泊はく先を特定した。その部屋に忍しのびこみ、彼の目の前で交渉にようやくこぎ着けたところだったではないか。

　なのに、なぜ。

「わたくしらしくもない……！」

　声を荒らげるなんて何年ぶりだろう。

　母親にさえ文句一つ言ったことがない。せいぜい幼少時、世話役シュヴァルツに我が儘ままを言って困らせた時しか覚えがない。

「失態ですわ。あんなに想定問答シミユレートもくり返したのに……」

　元使徒聖イスカへの接近。

　穏おだやかに交こ渉とを進めるに関し、シスベルは密ひそかに自信を持っていたのだ。こう見えて、そうした交渉術も幼い頃ころから母を見て覚えてきた。

　どんな笑え顔がおで、口調で。

　彼の警けい戒かいを解いて手て懐なずけるか。こちら側に引きずり込むか。自信はあった。たった一つ計算外があったとすれば──




　イスカという少年は、優しすぎた。




　まさか。

　まさか、あんなにも穏やかに自分シスベルを受け入れてくれるとは思わなかったのだ。

〝……わたくしの上からどいてくださると嬉うれしいなって〟

〝あ、ご、ごめん!?〟

　部屋に押し入ったのはシスベルの方。そんな相手に謝る部屋主が、どこにいる。

　話していた時もずっと気になっていた。

　彼の言こと葉ば遣づかいは、少なくとも、帝国で恐おそれられている魔女に対するソレではなかった。

　一人の人間として接してくれた。

　だからこそ。

　あまりに優やさしい扱あつかいに、自分シスベルの張りつめていた気持ちがふと弛ゆるんでしまったのだ。

　彼ならば──

　心からの本音を打ち明けられるかもしれない。感情の赴おもむくまま叫さけんで、助けを請こうても、彼はそれを受けとめてくれる。

　そう思った瞬しゆん間かんに、シスベルは状じよう況きようも忘れて叫んでしまっていたのだ。

「……失態ですわ」

　下した唇くちびるを嚙みしめて、皇おう庁ちようの第三王女はそうくり返した。

　懐かい中ちゆうから通信機を取りだして。

『お嬢じよう？』

「シュヴァルツ、わたくしですわ……ええ……ええ。そうなの、今夜は互たがいに顔合わせで終わりました」

　自分たちのホテルで待機している世話役へ。

「もう一度です。もう一度、機を狙ねらって彼に近づきますわ。ええ、焦あせってはダメ。絶対に成功させるの。わたくしは諦めませんわ」

　女は王はの命がかかっている。

　ネビュリス王家に潜ひそむあの怪物から女は王はを守るために、自分は、絶対に強い味方が必要なのだから。
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　砂の地平線から、日が昇のぼる。

　凍こおりつくほど冷たかった砂が朝あさ陽ひの熱を吸収し、独立国家アルサミラの気温がみるみる灼しやく熱ねつへと変わっていく。

　汗あせが噴ふきだし、その汗を一瞬で蒸発させる砂漠の風──

「バーベキューだーーーっ！」

　その風に負けない勢いで、ミスミス隊長の歓かん喜きの声が響ひびきわたった。

　ホテルから歩いてすぐのキャンプ場。昨日のプールと同じく観光地リゾートを代表する人気施し設せつは、朝早くから観光客で埋うめつくされていた。

「ああ幸せだねぇ。朝からバーベキューでご馳ち走そうだよ。帝都にいた時なんか、朝はパンを焼いてる時間もないから缶かん詰づめばっかりだったのに……」

　隊長の右手には、キンと冷えたジュース瓶びん。

　砂漠の風に煽あおられながら飲むジュースは、さぞかし美お味いしく感じることだろう。

「アタシ、幸せ……」

「陶とう酔すいしてる暇ひまがあれば隊ボ長スも手伝えっての」

　こちらはコンロの火を見守るジン。

　その隣となりでは音ネ々ネが野菜を切って、イスカが肉を切っている真っ最中だ。

「じゃあアタシがお肉を焼いてあげる！」

「あ、だめだよ隊長。まずは火の通りにくい野菜から並べていくの。はいコレ！」

「えー」

　野菜を並べた皿を音々から押しつけられ、小こ柄がらな女隊長がしょぼんと落ちこむ。

　そんな姿を横目に──

「…………」

　イスカは、キャンプ場を行きかう人波をじっと目で追いかけていた。多くは家族連れで、あとは恋こい人びと同士や老ろう夫ふう婦ふ。

　その中に、どれだけ捜さがしても昨夜のシスベルの姿はない。

　……昨日の今日だし。

　……キャンプ場にも尾び行こうくらいしてくると思ったけど、意外だな？

　彼女のことを三人に伝えるべきか。

　イスカはその決断に丸一夜を要した。話すことの利点と欠点を対比するならば──

　利点は、皇庁の星せい霊れい使いがいるという危機啓けい発はつ。

　欠点は、シスベルのことを話そうとすれば、一年前の魔ま女じよ脱だつ獄ごく事件も話さざるを得ない流れになるということ。

　一晩の熟じゆく慮りよを経へたイスカの結論は、まだ喋しやべらない。

　……話すのは簡単なんだ。いつでもできる。

　……でも一度話してしまえば取り返しがつかない。

　魔女脱獄事件の話を共有すれば、仲間三人が一年前の共犯者と見なされる恐れがある。八大使徒や司令部の気分一つで全員が投獄されてしまいかねないのだ。

　そもそもここは独立国家。

　皇庁の星霊使いが何らかの理由で滞たい在ざいしている可能性は、イスカを含ふくむ全員が承知している事実である。万が一の襲しゆう撃げきには備えてある。今すぐシスベルのことを話さなくても、星霊使いと遭そう遇ぐうする可能性は三人とも承知の上だ。

「ははーん、わかったよイスカ君！　アタシにはピンと来た！」

「うわっ!?」

　ぴょこんと前に進みでたのは、ニヤニヤと怪あやしげな笑みを浮うかべる女隊長だ。

　まさか心中を見み抜ぬかれた？

　ミスミス隊長の意味深な表情に、思わずその場で後ずさり。

「な、なにがわかったんですか」

「イスカ君、さっきからコレを見てたでしょ。じゃーん、焼きたて熱々ソーセージ。特製スパイス付きでどうぞ！」

「…………」

「あれ、どうしたの？」

「……いえ。色々と心配したことがあったんですが、杞き憂ゆうでした」

　そんなイスカの返事を気にした様子もなく、ミスミス隊長が皿にのった焼きたてソーセージを差しだしてきて。

「ささイスカ君、味見してごらん」

「僕が味見役でいいんですか？　隊長、あんなにお肉だって楽しみにしてたのに」

「いいよ。だってこれ激げき辛からソーセージだもん」

「へ？」

「隙すきアリ！」

　ぽかんと開けた口めがけ、ソーセージが無理やり詰つめこまれる。

　直後、イスカの口の中を雷らい撃げきが駆けぬけた。一口嚙かみしめた途と端たんに、舌が猛もう烈れつな痛みを訴うつたえてくる。

「～～～～か、辛からっ!?　ていうか痛いたっ!?」

「イスカ兄っ!?　お水、お水！」

　音々からの冷水で口をゆすぐが、まだ灼やけるような痛みが残ってる。

「おぉ。さすが砂さ漠ばくの地の特産スパイス。一度口にすれば、その舌は雷かみなりに打たれたように腫はれあがるって噂うわさはホントだったんだね」

「部ぼ下くで試ためさないでください!?」

「あはは。イスカ君のは特産スパイスの辛さＸエツクスだから大だい丈じよう夫ぶかなって。はい、というわけで注目！」

　コンロの網あみの上で焼かれているソーセージが四本。

　こんがりと実に美味しそうな香かおりが漂ただよっているのだが。

「この中に一本だけ特製ソーセージが入ってるの。辛さＸＸダブルエツクス！　イスカ君が食べた辛さの二倍の香こう辛しん料りようが入ってる、まさに命を懸かけた激辛ルーレット！」

　イスカとジンと音々が顔を見合わせる。

　ただ一人、発案者のミスミス隊長だけが目を爛らん々らんと輝かがやかせて。

「さらに！　これを食べた人にはもう一つ大事な罰ばつがあるよ。それはこのバーベキューの野菜を一人で全部食べること！」

「……それが狙いですか」

「……要は、自分が野菜を食いたくないだけだろ」

「……ねえ隊長、お肉ばっかり食べるのも身体からだによくないよ？」

「みんな誤解だよ！　アタシも本当はたっぷり野菜を食べたいの。でも、場を盛り上げる罰ゲームに必要だから仕方ないことなの！」

　顔はなんとも切なさそうに。

　もっとも、声が弾はずんでしまうのだけは隠かくしきれていないのだが。

「あと一つ救済措そ置ちね。もし激辛ソーセージを食べちゃっても、アタリを隠しきった人は罰にならないから」

「顔色を変えずに完食すればいいってことか」

　氷入りのジュースを飲みながら、ジン。

「で、それは現実的に隠しとおせる辛さなのか？　イスカ？」

「無理」

　きっぱりと首を横にふる。

「口の中で爆ばく弾だんが破は裂れつしたみたいな辛さだもん」

「わかった。だが隊長、言っとくが隊長がアタリを引いたら野菜完食だからな。それまで肉は一枚たりとも食わせねぇぞ」

「ふふん？　それはアタシの台詞せりふだからね。では、いざ勝負！」

　網の上のソーセージを四人で一本ずつ取って、思いきって口に放ほうりこむ。

　……これは。

　……いや平気だ。普ふ通つうのソーセージだ、アタリは僕じゃない！

　残るは三人。

　音々は用心深くソーセージを嚙みしめて、ミスミス隊長も思いきって口の中へ。

　ジンにいたっては既すでに一本完食した状態だ。

「あ、あれ？　誰だれがアタリなの？」

　ぱちくりと目を瞬またたかせるミスミス隊長。

「きっと音々ちゃんが犯人アタリだ！」

「ち、違ちがうし！　ミスミス隊長こそ怪しいもん、音々を犯人扱あつかいするのが怪しいよ！」

「アタシも違うもん。でもイスカ君もジン君も平気そうだし……」

「わかった。隊長が激辛ソーセージを入れ忘れたんだよ。みんな普通のソーセージだったんじゃない？」

「んー……そ、そうかなあ」

　音々とミスミス隊長が首を傾かしげている、その横で。

「俺が犯人アタリだ」

　しれっと白状したのは、まさかのジンである。

「バレずに完食したからゲーム続行だな」

「うそぉっ!?　ジン君が？」

「すごーい！　ねね、ジン兄ちゃんどうやったの！」

「氷」

　氷入りのジュースボトルを握にぎりしめる銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手。

「口の中を氷で冷やしておいた。舌が麻ま痺ひしてしばらく味覚も何も感じなくなる」

「ジン君ずるっ!?」

「俺はたまたま先にジュースを飲んでただけだ。ルール上問題は…………けほっ！……っ、ウソだろおい。これでもまだ……けほっ……！」

「ジン兄ちゃんっ!?」

「……尋じん常じようじゃねえぞこの辛さ。口を冷やしてもこんなに効くのかよ……」

　あのジンが顔を真っ赤にしている。

　それを見てイスカと音々は意を決した。これは我が慢まんできる辛さではない。

「とにかく俺は耐たえたからな。続行だ」

「うぅ……な、なら次はその作戦も無む駄だだからね！」

　クーラーボックスから追加のソーセージを取りだす女隊長。バーベキューの直じか火びで炙あぶられて、みるみる美味しそうな香りが立ちこめる。

「激辛ソーセージ辛さＸＸＸトリプルエツクス！　十五歳未満の子は口にしちゃダメって年ねん齢れい制限までできた究極の逸いつ品ぴん。ジン君の隠し技わざもコレには耐えられないよ！」

「だ、大丈夫なんですか隊長……？」

「アタシは野菜を食べたくない！」

「ぶっちゃけた!?　やっぱり隊長の食べず嫌ぎらいじゃないですか！」

　一度目は様子見。自分が当たるかもしれないことで怖こわ々ごわだったが、ジンが激辛を引いたことで確信を得たのだろう。

　──今日のアタシはついてる、と。

　そんな内心の自信が透すけて見えるようだ。

「さあ運命の決勝戦。これで決着だよ！」

　四本のソーセージの見た目はすべて同じ。

　それを順番にフォークで突つき刺さして、意を決してかじりつく。

　……どうだ？

　…………平気だ。僕のは普通のソーセージだ！

　辛さＸエツクスでイスカは耐えられなかった。

　辛さＸＸダブルエツクスはジンが万ばん全ぜんの対策をもってしても耐えられなかった。

　辛さＸＸＸトリプルエツクスとなれば、どんな手段をもってしても隠しきるのは到とう底てい不可能。必ず、食べた者は顔に出る。

「僕はハズレだ」

「音々もー。ジン兄ちゃんは？」

「二度連続で当たってたまるか」

　部下三人の視線が、おのずと女隊長に集中する。

「ねえねえミスミス隊……あ」

　音々の声が止まった。

　目の前で、ソーセージを頰ほおばったまま凍こおりつく隊長を前にして。

「……隊長がアタリだよね？」

「──────────」

　返事はなかった。

　熟したリンゴのように真っ赤な顔。それがやがて青ざめて、最後に真っ白く燃え尽つきたような顔色へと変わり果てていく。

　そして。

「……きゅぅん」

　子犬のような悲鳴を上げて、ミスミス隊長はその場に倒たおれたのだった。

「隊長──────っ!?」

「た、大変！　これやばいよイスカ兄、早く早く。水を飲ませてあげないと！　むしろ今すぐ救急車！」

「呆あきれてものが言えねぇよ俺は」

　目を回した隊長を担かついで日ひ陰かげへ。

　どう見ても成人女性には見えない隊長を見下ろして、部下三人はそれぞれ天を仰あおいだのだった。
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　世界大陸東部──

　ルート・ヘラルド黄土砂さ漠ばく。

　独立国家アルサミラを囲む砂の荒こう野やは、今でこそ安全な経路ルートが確立されたが、古くには多くの遭そう難なん者を出した帰らずの地として知られていた。

『この地の経路ルートが確立されたのは、調査隊による決死の探たん索さくによって蛇の王バジリスクの縄なわ張ばりを特定できたことがキッカケと言えるでしょう』

　循じゆん環かんバス──

　観光地リゾートであるアルサミラへ向かう観光客を乗せた大型車内に、乗務員キヤビン・クルーのマイク音声が響ひびきわたる。

『この過か酷こくな地に生きる生物は、種の存続のため強大・凶きよう悪あくな進化を遂とげ続けてきました。中でもその頂点に立つのが、皆みなさんもご存じの大型徊かい獣じゆう・蛇の王バジリスクです』

　伝承では石化の眼めを持つと言われた獣けものだ。

　……でも実際は、蛇の王バジリスクから逃にげのびた人間が砂まみれで。

　……砂だらけの姿からそんな伝説も生まれたって、聞いたことがあるかしら。

　危険視すべきは、その獰どう猛もう性だ。

　巨きよ大だいなものでは四メートルほどになる巨体ながら、恐おそろしく敏びん捷しようで執しゆう念ねん深い。

　特に、巣に踏ふみ入った者を蛇の王バジリスクは決して許さない。砂漠の果てまで追いかけてきたという記録もあるほどだ。

『でもご安心くださいね。このバスは蛇の王バジリスクの巣を迂う回かいして走行中です。もしも遭そう遇ぐうしたときも、蛇の王バジリスクの嫌きらう臭においのする催さい涙るい弾だんを搭とう載さいしています。この車にも専属のハンターが二名同行しており──』

「頼たよりにしてるわ」

　感情のこもっていない相づちでそう応じ、アリスは再び窓まど枠わくによりかかった。

　王宮から専用車に乗って国境へ。

　そこからは中立都市を経由して個人旅行。ここルート・ヘラルド砂漠の最も寄よりの都市から循環バスを乗りついで、さらに十時間ほど乗車し続けているだろうか。

　……もう砂漠の光景も見み飽あきちゃったわ。

　……座り続けてお尻しりが痛いし、ろくに身体からだも動かせないから肩かたが凝こるし。

　何より燐リンがいない。

　従者がいない旅という不安と、話し相手がいないという退たい屈くつ。どちらもアリスが久しく忘れていた感覚だ。

「十年ぶりくらい？　お母様に連れられて機関車に乗った時くらいかしら」

　夜の大陸鉄道。

　王宮の家臣たちに同行して、鉄道で大陸を旅した時の記き憶おく──

　はるか先に灯ともる中立都市の明かりを目指す列車にアリスは乗っていた。そこで、その地を縄張りにする徊獣の群れに襲おそわれたことは今も覚えている。

　……あの時は、わたしどうしたかしら。

　……初めて見る大型の徊獣を見て、怖こわくなっちゃったんだっけ。

　身が竦すくんで動けなかった。

　強大な星せい霊れいを宿していても、まだ力の制せい御ぎよも十分でない少女アリスは、獣の群れを前にして機関車の奥に隠かくれて怯おびえていた。

「そういうこともあったわね……」

　今と状じよう況きようが似ている。

　一つ違うのは、今のアリスならば蛇の王バジリスクだろうと恐れはしない。無論、そんな獣の巣を避さけて通れるならそれが望ましいのだが。

　そう思いめぐらせた矢先──

「停車！」

　運転手が叫さけんだ。

　今まさに砂さ丘きゆうを上りつめようとしていたバスが、急ブレーキ。

　大量の砂を巻き上げながらも車輪が急停止。その反動でアリスも身体が席から浮うかびあがりかけた。

「も、もう何よ……危ないわね」

　乗客の中には身体を打った者もいるらしく、バスの内部が軽いパニック状態へ。

『た、大変失礼いたしました……あ、あの……』

「──前方に足跡を発見」

　運転主の呟つぶやきに、乗客がざわざわと騒さわぎ立つ。

　砂丘を上りきったバスの前方、なだらかな坂道にくっきりと浮かびあがった奇き妙みような跡あと。

　何か巨大なものが砂漠を通過した痕こん跡せきが、そこにはあった。

「っ？　あれは……！」

　席から立ち上がる。

　バスの後部扉とびらに駆かけよるや、アリスは扉を手動装置で無理やりこじあけた。

『お、お客様!?　だめです、外に出ては危険────』

　乗務員キヤビン・クルーの制止も突っきって外へ。

　砂さ塵じんの舞まう熱砂の丘おか。

　一歩外に出ただけで汗あせが噴ふきだす灼しやく熱ねつの風に煽あおられながら、アリスは砂の丘を駆け下りていった。目指すは砂上の跡。

　それは足跡だった。

　人間をはるかに上回る「何か」が、二足歩行で砂漠を歩いていった痕跡が。

　……蛇の王バジリスク？　だけど巣からは離はなれてるわ。

　……それに足跡も、こんなにくっきりと残るものなの？

　砂にめり込んだ二足歩行の跡。

　蛇の王バジリスクは、その驚きよう異い的な脚きやく力りよくでもって砂地を滑すべるように走り抜ぬける。いわば氷上をスケート選手が滑かつ走そうするようなもの。

　だが、この足跡はどうだ。

　象や犀さいさながらに、地じ響ひびきを鳴らしながら闊かつ歩ぽした跡ではないか。

「蛇の王バジリスクよりも巨大なもの？」

　背中に感じる、微かすかな悪お寒かん。この砂漠の生態系の頂点が蛇の王バジリスクだったはず。だとすれば、この足跡の主は？

「…………」

　アリスが注目したのは、足跡と足跡の間に穿うがたれた黒い染しみだ。

　血けつ痕こん？

　そう思って近づいたアリスの鼻先を突く、微かな刺し激げき臭しゆう。血ではない。鼻び孔こうと肺にこびりつく悪臭の正体は──

「機械油マシンオイル？」

　帝てい国こく兵との戦せん闘とうを思い起こさせる。

　アリスが攻せめこんだ帝国拠きよ点てんでも、常にこれと似た臭いが漂ただよっていた。

「……行き先は」

　足跡は東へ。

　独立国家アルサミラの方へと続いている。足跡の残り具合からしても、この地を通過してそれほど時間は経たっていないだろう。

「シスベルあのことじっくり話し合える良い機会と思ってたけど、嫌いやな雲行きね……」

　砂丘に吹ふきこむ風に、金色の髪かみが絹糸のごとくサラサラとなびく。

　目にかかる横髪を手で押さえつけながら。

「今日中に着くといいんだけど」

　アリスは、小さくかぶりを振ふった。
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　独立国家アルサミラ・都市郊こう外がい──

　観光地リゾートらしいプールやキャンプ場、ホテルが集中する繁はん華か街がいから離れて、こちらは富ふ裕ゆう層の別べつ荘そうが建ちならぶ居住区が広がっている。

　閑かん静せいなエリア。

　この先の車道を走れば、もうそこは地平線を埋うめつくす砂漠の道だ。

「ねー……イスカ君、ホテルまだぁ？　アタシへとへとで歩けないよぉ」

「もうこの先です」

「うぅっ。昨日のホテルで連れん泊ぱくでもよかったのに……」

　イスカと音々に両手を摑つかまれて歩くミスミス隊長。

「わざわざ宿を替かえようなんて。イスカ君は用心深いねぇ」

「予算の節約です。繁華街近くのホテルはどうしても高いし、こっちのホテルなら昨日と同じ等級グレードでも安く泊とまれるから」

「そもそも、ここに来る前に俺がそう言ったじゃねえか」

　最さい後こう尾びを歩くジンは、ミスミス隊長の浮き輪と荷物を抱かかえた恰かつ好こうだ。

　朝からバーベキューで大おお騒さわぎ。

　その後に昨日のプール場で再び全力で泳いでから、今がようやく帰り道になる。ただしイスカの提案で宿を変へん更こうした。

　居住区のホテルの方が安いからという名目でだ。

　……実のところ、今回だけはミスミス隊長が正解なんだけどさ。

　……ホテルを替えるのは用心のためだから。

　昨夜のシスベルの訪おとずれ。

　あれが彼女だったからこそ安あん穏のんに過ぎたが、星霊部隊の強きよう襲しゆうだったとすればぞっとする。

　自分だけではなく仲間に危険がおよぶ可能性もあった。

　……ホテルは僕が独断で選んだ。

　……予約もついさっき僕が電話でした。これなら宿の特定はできっこない。

　尾行もない。

　ここに来るまで、常にイスカは周囲に目を光らせてきた。一いつ般ぱん人に扮ふんした皇おう庁ちようの刺し客かくが潜ひそんでいることはないと断言できる。

「あー幸せぇ」

　独り言のように。

　青髪の女隊長が、おっとりした口ぶりでそう呟いた。

「なんか、こんなに楽しいの久しぶり。普ふ段だんの休みって夜は憂ゆう鬱うつだもん……朝になったらまた戦場行きなんだって思っちゃう。でも今は、明日も何して遊ぼうってワクワクするの。考えるだけで幸せな気持ちになれるよ」

「はしゃぐのは結構だが、せめて自分の足で歩けるくらいの余力は残しとけ」

「はーい」

　イスカと音々の手に摑まりながら、無む邪じや気きな笑えみのミスミス隊長。

　と。

　その左手を握にぎっていた音々が、慌あわてたように立ち止まった。

「あ、ちょっと立ち止まって隊長」

「なぁに？」

「剝がれかけてる」

　薄うす地じのシャツから、ほんのりと透すける碧みどり色いろの光──

　その輝かがやきはミスミスの左ひだり肩かたから。

「あっ！　ご、ごめんね音々ちゃん！　アタシ気づかなくて……」

「へーきへーき。ちょっとシールの端はしっこがめくれただけだから。たぶんプールで泳いだ時じゃない？」

　肩の袖そでをめくってシールを貼はり直す。

　その間、満面の笑みだったミスミスの表情が次し第だいに弱々しくなって。

「そ、そうだったね……アタシ遊んでる場合じゃなかったんだよね。この痣あざをどうにかして隠す方法を考えないといけないんだから」

「隊ボ長スが考えても無む駄だだから遊んでろ」

「ジン君ひどいっ!?」

「俺とイスカと音々で考えて解決策が出なかったんだ。しばらく頭を空っぽにして一からアイディアを練り直した方がいい。まだ六十日の猶ゆう予よがある」

　陽ひが沈しずんでいく──

　燃えるような紅くれないに染まる地平を見つめる狙そ撃げき手が、すっと目を細める仕草。

「ま、隊ボ長スが気になるなら明日あたり雑貨市に顔を出すか」

「雑貨市？　通りの奥でやってたやつ？」

「ここは独立国家だ。帝国でも皇庁でもないからこそ、どっちの品も流れこむ。実質的な闇やみ市いちみたいなもんだ」

　帝国製の銃じゆう、銃じゆう弾だん。

　ネビュリス皇庁からは星せい霊れい部隊の装しよう束ぞくに使われる特とく殊しゆな金属繊せん維い。

　どれも出所不明かつ非公式。

　もちろん数に限りがあるため高価がつきやすい。

「市場の原則は早い者勝ちだ。狙ねらうなら朝一番だな」

「ジン兄ちゃん、音々たちが狙うのってもしかしてアレ？　えっと、星脈噴出泉ボルテツクスで隊長が人ひと質じちに取られた時の……」

「ああ。シャノロッテ元隊長のシールだ」




〝驚おどろいたかしらぁ〟

〝魔ま女じよ!?────っい、痛っ！〟

〝そうよぉ。アンタたちの言う魔女。私も、私の部下もみんなねぇ〟




　帝国軍に扮するシャノロッテ元隊長は、そうして首のシールを剝がしてみせた。

　星せい紋もんと星霊エネルギーを隠かくすシール。

　ミスミス隊長の肩に貼ってあるのはただの医い療りよう用テーピングで、星紋の光は隠しても、星霊エネルギーは遮しや断だんできない。

「星霊の研究にかけては、向こうは帝国よりはるかに進んでる──ってのはシャノロッテ元隊長が自分で認めたことだ」

　皇庁は、星霊エネルギーを遮断する特とく殊しゆ繊維を開発している。

　それは帝国領内にはないものだ。

「類似品でいい。皇庁で開発された素材を手に入れる。何なら製法だけでもな」

「さすがジン君！　アタシは嬉うれしいよ、普段は毒どく舌ぜつで無愛想だけど、やっぱり困った時はちゃんと頼たよりになるんだね！」

「くっつくな。ただでさえ暑苦しいんだ砂こ漠こは」

「優やさしさは!?　ねえアタシへの優しさは!?」

　抱だきついてきた隊長を、ジンがさっと身軽にかわしてみせる。

「……もう。女の子が抱きついてあげるっていうのに、つれないなぁジン君は」

「隊長、見えてきましたよ。僕らの宿」

　小ぶりな肩をたたいて、イスカは通り沿いのホテルを指し示した。繁華街の高級ホテルと比べれば見み劣おとりするが、こちらも等級グレードは悪くない。

　何よりも、このホテルは帝国系列。

　ネビュリス皇庁の関係者も、ホテルへの侵しん入にゆうは二の足を踏ふむに違ちがいない。

「隊長もジン兄ちゃんも、おいでおいで！」

「そうだ音々。ジンと隊長も。僕、明日の分のお金を両りよう替がえしてくる」

　眩まぶしい照明に彩いろどられた自動扉とびらで。

　三人がロビーでふり返る前で、イスカは手に帝国銀貨を握りしめた。ここは帝国領外。世界共通紙し幣へいでなければホテル代も精算できない。

「両替店が閉まると困るし。急いで行ってくるから」

「はーい。イスカ君も早くおいでね。この後すぐ夕ご飯食べに行くんだから」

「了りよう解かいです」

　帝国銀貨を握りしめて、外へ。

　夕刻。ゆらゆらと揺ゆらめく陽が、もう半分以上は砂漠の地平に沈みかけている。

「さてと──」

　三人と別れてホテルの外へ。

　ホテルに入ったと見せかけて、すぐ外の通りまで早足で後あと戻もどり。

　……ホテルの中に入ったと思いこんで後をつけてみろ。

　……この場で僕と鉢はち合あわせだ。

　あえて閑静な居住区のホテルを選んだのも、ここならば繁華街より人通りが少ないからだ。歩道を歩く者がいれば自然と目に留まる。

　とはいえ怪あやしげな者はいない。

「……いないか」

　昨夜のシスベルは、その侵入があまりに鮮あざやかだった。

　何らかの手段でイスカの部屋番号を入手し、ホテルの支配人を騙だまして合い鍵かぎさえ手に入れてみせたのだ。今日も同じことが起きるのでは。あるいは彼女ではなく、部屋に入ってくるのがネビュリスの星霊部隊であったら──

　そう警けい戒かいしたものの、ホテル前の大通りに怪しい姿はない。

「あの子もいないのは、さすがに当然か」

「誰だれをお捜さがしですの？」

　クスッと息を弾はずませた可か憐れんな声。

　ばかな！

　ふり返った先はホテルの入り口側。ガラス製の自動扉が開いて、ロビーから金きん髪ぱつの少女が悠ゆう然ぜんと歩いてくる。

　その姿に、イスカは驚きよりも寒気に近いものを感じていた。

「こんばんはイスカ。捜していたのは、ひょっとしてわたくしですか？」

「……どんな手品を使ったんだい」

　ありえない。

　どうやったら自分より先にホテルで待ち伏ぶせできるというのか。

「出直しますと言ったでしょう。わたくし諦あきらめるつもりはありません」

　無邪気な微び笑しようをすぐに真顔に戻もどす少女。

　昨日とは別のワンピース姿のシスベルが、扉から出たところで優ゆう雅がにスカートの端はしを持ち上げてみせた。

「ただ、ここは人目があります。皇庁人わたくしも帝あ国な人たも、互たがいに見られては都合が悪いですし。場所を変えませんか」

「それは僕も同意見だけど、どこへ？」

　もう日が暮れる。

　ビルの片かた隅すみで話すには暗すぎるし、人の目もある。かといって飲食店では夕食めあての客でいっぱいだろう。

「あそこです。あの地平線の方に、大きな建物が見えますわ」

　シスベルが指さしたのは繁はん華か街がいと逆方向──

　砂漠に面した広大な敷しき地ち。そこに、巨きよ大だいな工場のような大規模施し設せつの影かげがある。

「あの施設って……」

「原油採さい掘くつ場ですわ。砂漠の地層深部にドリルで穴を開けて、そこから原油を採っていると聞きました。帝てい国こくが目をつけているのも、この資源エネルギーが豊富だからという噂うわさがあるくらいです」

「ずいぶん詳くわしいね」

「わたくしがここに派は遣けんされた目的とも関連しますから。あ、これは残念ながらお話できませんよ」

　いたずらっぽい表情で少女がウィンク。

「住宅街から少し歩くようだけど」

「それがいいのです。それだけ人の出入りが少ないわけですから」

「……わかった。だけど仲間に連れん絡らくだけさせてほしい。少し戻るのに時間がかかるって」

「どうぞ」

　ミスミス隊長に通話。

　その一部始終を眺ながめるシスベルが、イスカの通話が終わると同時に砂漠の方を指さした。

「では参りましょう」

　冷たい風に髪かみをなびかせて歩きだす。

　原油採掘場──

　歩いて二十分ほどだろうか。敷地の外れに到とう着ちやくするまで、金髪の魔女は意外にも一言も喋しやべらなかった。




　夜が更ふけていく。




　関係者以外立ち入り禁止──

　そんな敷地の看板を通りすぎて、敷地のなかへ。

「ここまで歩けばいいでしょうか。思ったとおり夜間はガラガラですし」

　ふり返るシスベルに。

　イスカがまず求めたのは、つい先ほど受けた衝しよう撃げきの種明かしだ。

「……君の星霊に関係するんだろ」

「あら、何がです？」

「僕がホテル替かえようって決めたのは今日になってからだ。なのに君はもう先回りして待ちかまえていた」

　この原油採掘場へいたるまでずっと考えて。

　それでもイスカには、シスベルの星霊の力の確信が得られなかった。

「どんな魔法を使ったのかなって」

「魔法？　あら、あなたもそんな非現実的な冗じよう談だんを言うのですね。それとも、わたくしがそんなに怖こわい魔女に見えますか？」

　淑しとやかな仕草で己おのれの胸に手をあてて、少女がじっと見上げてくる。

　魔女──

　自らその言葉を口にして。

「察しのとおり、わたくしの星霊の力です」

　金髪の少女が、ワンピースの前ボタンに手をかけた。片手で一番上のボタンを外して、二番目にも手をかけていく。

　夕ゆう陽ひのなか、少女が胸むなもとを広げるその姿は、一種の絵画じみた美しさがあった。

「っ！　何を……」

「ご安心を。無む闇やみに肌はだを見せるわけではありませんわ」

　鎖さ骨こつの下──

　ぼんやりと淡あわい色で灯ともる星せい紋もんが、ワンピースの生き地じの隙すき間まから。

「わたくしの星せい霊れいには、過去を映す映像機のような力があります」

「過去の映像を？」

「今日の正午過ぎ。あなたがこのホテルに電話したことも、部屋番号を復唱したことも、いつチェックインするか話したことも全部。わたくしは目の前に再現できます。それで見知ったというわけですわ」

「……そんな力が」

　イスカも初めて聞く星霊だ。

　確かにそんな能力でもない限り、ホテルに先回りすることは不可能だろう。

　そしてシスベルは当然のように言っていたが、これは間違いなく時空干かん渉しよう系の星霊術。数ある星霊のなかでも特に珍めずらしいとされるものの一つだ。

　……尾び行こうなんて目じゃない。段違いに凶きよう悪あくな力だ。

　……諜ちよう報ほうに利用すれば、こんな危険な能力はないんじゃないか？

　この魔ま女じよが帝都に侵入すれば。

　機構司令部の情報、帝国議会の議決内容、使徒聖や八大使徒すべてのプロフィールなどあらゆる秘密が丸まる裸はだかになるに違いない。

「そして昨日、わたくしは一つ噓うそをつきました。わたくしの素す性じようについて」

「噓ってのはシスベルっていう名前？　それとも王家に仕える従者って立場？」

「後者です。わたくしは」

　外したボタンはそのままに。

　光を放つ星紋に手を添そえて、金髪の少女は謳うたい上げた。

「シスベル・ルゥ・ネビュリス９世。次代女王の正統なる継けい承しよう権者です」

「────君が!?」

「といっても、今回の旅ではその証あかしを持ち合わせていないのですが」

「…………」

「信じられませんか」

「……逆だよ」

　苦々しい苦く笑しようとともに、イスカはかぶりを振ふってみせた。

　やはり自分の直感は間違っていなかった。氷ひよう禍かの魔女アリスリーゼを彷ほう彿ふつとさせるこの少女の正体は。

　……アリスと同じ女王の娘むすめ。

　……まず間違いない、この子はアリスの実の妹か！

　これほど驚きよう異い的な力も頷うなずける。

　この少女も始祖の末まつ裔えい。純血種と呼ばれる星霊使いの一人。

「君は噓をついてないって信じる。だからこんなに驚おどろいてるんだ……でもいいのか本当に。僕は、帝国兵なんだぞ」

「その帝国兵を引き入れたいからこそ、わたくしも相応の切カりー札ドを出したのです」

　言葉のとおり、王女シスベルの唇くちびるは小刻みにふるえていた。

　王女と知った帝イ国ス兵カが、いつ態度を豹ひよう変へんさせて襲おそってくるかもしれないという重圧に。

「わたくしには味方がいないのです。王女という身ではありますが」

「…………」

　その意味をしばし推おし量はかる。

「君の星霊を、みんなが恐おそれているから？」

「正確には『煙けむたがっている』ですね。詳しい事情は明かせませんが、我が国の女王は、命を狙ねらわれています。始祖の末裔のある者に」

「っ」

「それは皇おう庁ちようの自じ滅めつと思いますか？　いいえ、その者は皇庁を奪うばおうとしてるのではない。もっと壊かい滅めつ的な、世界の滅亡的改悪を望んでいるのです。女王が命を失えば、次の一手は帝国との相打ちでしょう」

「……自じ爆ばく同然じゃないか。なぜそんなことを」

「皇庁内の邪じや魔ま者ものを消すためです。強力な力をもつ王家すべてを戦せん禍かに巻きこんで、その混乱のさなかに消し去ることを目もく論ろんでいるのだと思います」

　だが──

　シスベル・ルゥ・ネビュリス９世にだけは、その陰いん謀ぼうを隠かくしきれなかった。彼女の星霊はあらゆる企くわだてを見み透すかすことができるからだ。

「君も狙われてるってことか？　女王の命を狙う裏切り者に」

　王女シスベルは応こたえない。

　その大きな瞳ひとみに、深い憂ゆう慮りよの思念を滲にじませるのみ。

「わたくしが裏切り者を見張っているのと同じく、わたくしも見張られている身です。今はまだ、誰だれが裏切り者の仲間なのかもわからない……」

　ゆえに皇庁の部下には頼たよれない。

　その部下もまた裏切り者である可能性が、拭ぬぐいきれないからだ。

「わたくしの星霊は、戦せん闘とうには無力です。……今ここで、あなたに銃じゆうを向けられたら命はないでしょう」

　自じ嘲ちようの微び苦く笑しよう。

　愛らしく可か憐れんな面おも立だちをくしゃくしゃにして、純血種の魔女が唇を嚙かみしめる。

「イスカ、わたくしは、あなたを欲ほつしているのです！」

　そして叫さけんだ。

　無人の施設に、可憐な少女の声が響ひびきわたる。

「あなたの家族も部隊の仲間も、すべてを国こく賓ひんとして皇庁に招き入れる用意があります。絶対の安あん泰たいを約束します。あなたはただ、わたくしの側そばにいてくれるだけでいいのです。わたくしの命を守ってほしいのです！」

「────」

「女王が怪かい物ぶつの手に落ちれば、国は傀かい儡らいとなる。帝てい国こくとの全面戦争に突とつ入にゆうします。そうなれば、あなたの大事な者たちも命を落とすかもしれない」

　過去を視みる魔女が語る未来。

　遠からず、帝国とネビュリス皇庁は全面戦争へと至るだろう。そしてそれは、イスカの耳をもってしても噓には聞こえなかった。

「イスカ、あなたは破滅を望みますか？　二国のどちらかが消滅し、残った方も国力を根こそぎ失って衰すい退たいする。そんな未来を望むと？」

「……いいや」

「わたくしと共に、その未来を変えてほしいのです」

　興奮ゆえだろう。

　頰ほおを紅潮させながら、ネビュリス皇庁の王女が一歩足を踏ふみだした。

「心まで帝国を裏切れとは申しません。三年……いいえ二年でいい。護衛は、わたくしが次の女王になるまでで結構です。その後は、帝国に戻もどってもいいし皇庁に暮らしてもいい。戦火を逃のがれて中立都市で暮らすのも良いでしょう」

「……破格の申し出だね。僕には勿もつ体たいないくらいだと正直思う」

「わかってもらえましたか」

　自分の応えを肯こう定ていと受けとめたのだろう。

　敵国の王女が、ほっとした表情で右手を差しだした。

「ではイスカ、今日からわたくしの護衛を願います」

「────」

「イスカ？」

「……破格の提案だけど、僕は君の手を握にぎることはできない」

「え」

　惚ほうけたまなざし。

　何が何だかわからない。そんな困こん惑わくの表情のシスベルが、こちらを頭の先から足の爪つま先さきまでじっくりと眺ながめまわした。

「き、聞き間ま違ちがいでしょうか」

「理由があるんだ。僕が帝国兵として戦わなくちゃいけない理由が」




〝できない。僕はネビュリス側にはつかない〟

〝……なぜかしら？〟




　そう。

　もはやこれは、星のもたらす運命なのだろう。

　魔女の楽園──その国の姫ひめたちからの申し出と、それを自分が断るという『すれ違い』の宿命。

「君は言ったね。二国の破滅を望むのかって。もちろん望むわけがない」

「で、ではなぜです！　このままでは皇庁は傀儡となり、二国の全面戦争に突入するのは避さけられないのですよ!?　それを回かい避ひするには……」

「そこが僕らの違いだよ」

「っ」

「僕は、二国の争いそのものを終結させる気でいる」

「ど……どうやって」

「和平交こう渉しようで」

「無理です！　そんなのできるわけがありません！」

　王女の言葉に怒いかりが混じった。

「それは、たとえわたくしが女王になっても実現不可能と言いきれます。我が国民は……帝国を決して許しはしないでしょう」

「承知の上だよ」

　……知ってるよ。

　……それはもうアリスからも聞かされたことだから。

　それでイスカの決意が鈍にぶったかと訊きかれれば、答えは『否いな』だ。

　全面戦争が訪おとずれる？

　上等だ。ならばなおさら、全面戦争の突入前に戦いを終結させてやる。それがイスカの決意で、アリスやシスベルとの理念の隔へだたりなのだ。

「だから君の下にはつけないよ」

「……そんな……」

　ふらり、と金きん髪ぱつの少女が後ずさる。

　膝ひざが折れてよろけそうになるのを、常夜灯に寄りかかることで必死に堪こらえる。それほどに彼女は憔しよう悴すいしていた。

「────っ……ぅ……」

　華きや奢しやな肩かたがふるえ、零こぼれたのは微かすかな嗚お咽えつ。

　歯を食いしばって耐たえようとして、それでも嚙みしめた歯と歯の間から、悲ひ愴そうな嘆なげきが徐じよ々じよにあふれ出していく。

「…………やはり……わたくしに仲間なんていないのですね…………」

　血を吐はくような、その呟つぶやきに。




「残念だ。私にとっても残念だよシスベル君」




　相づちは、まるで意図せぬ背後から響いてきた。

「冷たい夜に零れる少女の涙なみだ。なんと美しいことだろう。まるで絵画のようだ。とはいえ、それも帝国兵の同情を誘さそう演出かな？」

　常夜灯の光に浮うかびあがるのは、仮面をつけた黒服の男だった。

　そして彼に付きしたがう武装集団が四人。いずれも観光地リゾートにそぐわぬ獣じゆう皮ひのパイロットスーツに身体からだを包み、頭部をヘルメットで覆おおい隠している。

「やあシスベル君、兵隊補充リクルートに精が出るね」

「仮か面めん卿きようっ!?」

　シスベルの声が裏返った。

「な、なぜこの地に……」

「ただの休きゆう暇かだよ。国の喧けん噪そうを忘れ、観光地リゾートを訪れる。何もおかしいことはない」

　大げさな身み振ぶりで首を振ってみせる仮面の男。

　対し、イスカは無言のうちに後ずさっていた。見覚えがある。そんな生やさしい因いん縁ねんで片付く相手ではない。

　……星脈噴出泉ボルテツクスで、ミスミス隊長を拘こう束そくしていた奴やつ！

　……ここは皇庁でも戦場でもない独立国家だぞ。いったいどうして？

　イスカが戦ったのは純血種キッシングだが、彼女を従えていたこの男も得体の知れない不気味さに包まれている。

「おかしいのは君だよ。シスベル君？」

　仮面の男に指をさされ、王女がびくんと身を震ふるわせた。

「隣となりに立っている少年は誰かな」

「か、彼は……」

「ごまかす必要はないよ。私とそこの帝国剣けん士しは、星脈噴出泉ボルテツクスの一件で鉢はち合あわせをしていてね。あの時は互たがいに消化不良で終わってしまったが」

　くくっ、と仮面から漏もれる微かな冷笑。

「私は幸運に味方されたな。ミュドル峡きよう谷こくの一件がなければ、君が話している彼が帝国兵とは断定できなかった。そしてもう遅おそい。会話の証しよう拠こは押さえたよ」

　仮面の男の手に収まっているのは、録音機。

　わざわざ見せつけるように前に突つきだした後に、スーツの懐ふところにしまってみせる。

「女王はさぞかし落らく胆たんされるだろうね。娘むすめが帝国と繫つながっているなんて」

「待ってください仮面卿！　わたくしは帝国に寝ね返がえったわけではありません。むしろ逆、裏切り者から国を救うために──」

「裏切り者は君だよ」

「……っ」

　冷れい酷こくなる宣言に、金髪の少女が目を大きくみひらいた。

「そういうことですね……」

　冷ややかな声こわ音ね。

　イスカには一度として見せなかった憤ふん怒ぬのまなざしで、仮面の男とその部下たちを睨にらみつける。

「ゾア家にとって事の真しん偽ぎは重要ではなく、情報操作に使える断だん片ぺん的な会も話のがあればいい。女王を陥おとしいれることが目的と」

「何と考えるかは君の自由だよ。もはや時遅し、だがね」

「……私の行き先を告げ口したのは誰だれですか」

「くり返すが、私は観光地リゾートを訪れただけだよ。そして残念だよシスベル君。帝国への造反容疑で君を捕とらえなければならないとは」

　四人の部下が一いつ斉せいに身構える。

　その姿に、イスカが声をかけるより先に金髪の少女は背を向けていた。

　夜の道──

　ぼんやりと光の灯ともった原油採さい掘くつ場の奥へ、シスベルが一心不乱に走りだす。

「逃にげる？　さすがは女王ミラベアの娘だ、素す直なおに捕つかまると思ったが最後まで抗あらがうか。この夜に紛まぎれられると追つい跡せきは一手間だが」

「……仮面卿と言ったな」

　遠ざかっていくシスベルを横目に捉とらえつつ。

　イスカは、仮面の男と向かい合った。

「お前たちは仲間じゃないのか。同じ皇おう庁ちようだろう」

「シスベル君と私の間あいだ柄がらを訊いているのなら、答えは一つだ。──『冗談ではない』」

　仮面からあふれ出るのは、押し殺した怨えん嗟さの感情。

「皇庁とて一枚岩ではない。君も身をもって知っただろう。あの子はよりによって帝てい国こく兵を配下にと目もく論ろんだ。その罪は重い」

「……なぜ僕に声をかけたのか、その理由は聞かないのか？」

　王女シスベルは「信用できる仲間がいない」とイスカに打ち明けた。

　己おのれの立場から首を縦に振ることはできなかったが、それが彼女にとって苦く渋じゆうの決断であったことはイスカとて理解できる。

　彼女は懸けん命めいに皇く庁にを守ろうとしていたのだ。

　……彼女もアリスと同じなんだ。

　……僕らは敵だし相容いれないけど、信念は理解できる。

「あの子は王家の人間だろう？　帝国兵に声をかけるなんて余よ程ほどの理由があるんだって、そこに疑問を持つことはないのか」

「呆あきれるな」

　仮面卿から、嘆たん息そく。

「理由などどうでもいい。これは王家の駆かけ引きの盤面テーブルだ。彼女はそこにイカサマをした。帝国兵という、盤ばん外がいからの駒こまを盤面テーブルに持ちこもうとしたのさ。イカサマの動機など問う必要がない。ルール違い反はんはそれだけで罪なのだから」

「なら──」

「夜中に騒さわがしいのも立派な犯罪だ。近きん所じよ迷めい惑わくなんだよてめぇらは」

　さっと強きよう烈れつな光が差しこんだ。

　巨きよ大だいな原油採掘機のランプが灯り、夜の帳とばりに包まれていた敷しき地ちを真昼のごとく鮮あざやかに照らしだす。

「ジン!?」

「ったく、遅くなるっていうから何事かと思ったら、チンピラ共に絡からまれてやがったか。見ろ隊ボ長ス。のんびり焼き肉の店を選んでる場合じゃなかっただろ」

「ソレいま言う必要ある!?」

　採掘機の陰かげから現れるジンとミスミス隊長。そこから一歩遅おくれて、イスカの星せい剣けんを大事そうに抱かかえた音々が飛びだした。

「あっ、あの時の！……アタシを蹴けった魔ま人じん！」

「これはこれは人ひと質じち殿どの。星脈噴出泉ボルテツクスに突き落としたと思ったが、無事に生せい還かんされたようで何よりだ。健勝であられたかな？」

　因縁浅からぬ二人。

　ミスミスに指さされた仮面卿が、愉ゆ快かいそうに肩をすくめてみせる。

「ふむ、なるほど？　つまりシスベル君が手駒にしようとしていたのは一人ではなかった。丸々一部隊を引きずり込もうとしたと」

「意味のわからねぇこと言ってんじゃねえよ」

　銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手が睨みつけるのは、微び動どうだにしない四人の配下たち。

　シスベルが仮面卿と呼ぶ男は純血種で間ま違ちがいない。ならばこの四人は、それぞれ王家に同行する護衛だろう。

　対し。

「勘かん違ちがいしていないかな。君たちに戦意があっても我々にはないのだよ」

「……何だと」

「我々は皇庁の同志を引き取りにきただけだ。この独立国家アルサミラ領内で、帝国兵きみたちと火遊びに興じる気はない」

　王女シスベルと帝国剣士イスカの会話は、録音機に記録されている。それを利用して仮面卿が何を狙ねらっているのかはわからないが。

　……どうする？　ここは判断が必要な場面だ。

　……そもそも僕らが自分の身を盾たてにしてまでシスベルの為ために戦う理由は、ない。

　特にミスミス隊長、ジン、音々の三人はそうだ。

　仮面卿が何をたくらんでいようとも、それはネビュリス皇庁という敵国内の争乱で終わる話であって、帝国部隊が介かい入にゆうする必要はない。

「わかったかな。さあ諸君、シスベル王女の捕ほ獲かくに移るとしよう。ただし丁重に。たとえ裏切り者であっても王女を傷つけたと国民から非難されるのも面めん倒どうだ」

　仮面の男が指をうち鳴らす。

　それに応こたえたのは背後の四人────ではなかった。

　まったくの想定外。

　イスカたち第九○七部隊、そして仮面卿率いるネビュリス皇庁の精せい鋭えいたちにとっても、その闖ちん入にゆう者の介入はあまりに唐とう突とつだった。

「……なんだ？」

　砂さ漠ばくの砂を大量に巻き上げて、漆しつ黒こくの帳を切り裂さいて落下する超ちよう重量の物体。

　轟ごう、と大地に地鳴りを響ひびかせて現れたものは──




　漆黒の重装そう甲こう機体。




　人間を何倍にも膨ふくれあがらせたような巨きよ体たいは、高さ三メートルほどだろうか。

　何重もの装甲プレートに覆われており、その質量は、いまの地響きから推定するに大型トラックかそれ以上。

　右手に強化セラミック大剣。左手には対星霊盾ライオツトシールド。

　まるで騎き士しのよう──

　その厳おごそかな姿に、仮面卿さえも警けい戒かいしたように跳とび下がった。

「殲滅物体オブジエクト!?」

　砂さ塵じんの舞まうなか音々が叫さけぶ。

「うそ……こいつが帝国外に派は遣けんされるなんて聞いたことないよ、どうして」

『星せい霊れいエネルギーを感知』

　機械音声。

　原油採掘場に集まる者たちを順番に、まるで品定めするようにぐるりと見み渡わたす大型機体。その視線が、まずは仮面卿とその部下四人へ。

『星霊反応体。一、二、三、四、五……』

　最後に。

　その機体がミスミスへとふり向いた。

『星霊反応体、六。集計終しゆう了りよう。──優先拘こう束そく対象「純血種９ＬＣ」の追跡を開始する」

「……だめっ！」

　音々の悲鳴も虚むなしく。

　装甲機体が空に飛び上がり、一直線に採掘場の奥へと飛んでいく。

　王女シスベルの逃げた方向へ。

「イスカ兄、あの機体を追いかけよう！　逃がしちゃだめ、破は壊かいしないと！」

「だけど、あれは帝国の兵器じゃないのか？」

　……殲滅物体オブジエクト、たしか帝国の無人機体のサンプル名だったはず。

　……対星霊使いの兵器だ。

　言ってしまえば味方である。

　一流の機工士である音々がそのことを一番よく知っているはず。なぜ──

「隊長のデータが取られた」

「……そういうことか！」

「え？　えっ。あ、アタシが何？」

「隊ボ長スは黙だまって知らんぷりしてろ。イスカ、音々とあのデカブツを追え！」

　夜をつんざくジンの咆ほう哮こう。

　その勢いに背を押され、イスカは音々と一いつ瞬しゆんの差もなく同時に地を蹴っていた。

　……あの機体はミスミス隊長を「六」とカウントした。

　……あいつが帝国に帰き還かんしたらお終しまいだ。隊長の魔女化が司令部にバレる！

　ゆえに止めねばならない。

「どういうことだ。破壊？……まさか。我々にすべてを押しつける気か！」

　仮か面めん卿きようの言葉にまじる、冷たい怒いかり。この男は一瞬で悟さとったのだろう。敵の帝国部隊が何を企たくらんでいるのかを。

「諸君、急げ。王女シスベルを捕とらえて撤てつ収しゆうする！」

「させねぇよ」

　闇やみをつんざく銃じゆう声せい。

　今まさに地を蹴ろうとした星霊使いたちの眼前を、銃じゆう弾だんが宙を切り裂いて通過する。

「さっさと行け。音々、遅れんじゃねえぞ」

「任せてってば！」

　音々が加速。イスカの背後にぴったりとついてくる。

　今ならばまだ間に合う。シスベルを追跡して飛んでいった殲滅物体オブジエクトに追いつける。

　──鎮しずまる砂すな埃ぼこり。

　しんと静まりかえるその場に残る、帝国兵二人と星霊使い五人。

「勘かんに障さわるな」

　仮面の表面をコツン、と指で叩たたきながら。

「我々は事を荒あら立だてる気はなかった。目的は同どう胞ほうを連れ帰るだけ。それを、なぜ帝国兵が庇かばい立てする？」

「的外れだ」

「む？」

「頭の回転は悪くないが空回りするタイプだな、お前は」
















　ミスミスにかわって前に進みでる、銀髪の狙撃手。

　仮面卿は気づかなかった──

　冷静沈ちん着ちやくを常とするこの帝てい国こく兵の声こわ音ねに、静かな怒りが籠こめられていたことを。

「てめぇだろ。星脈噴出泉ボルテツクスでウチの隊ボ長スに手を出したのは」

「…………」

「それが理由だ」

　純血種を含ふくむ精鋭五人。

　わずか二人で挑いどむという状じよう況きようにもかかわらず、その戦意と自信に揺ゆるぎはない。

「俺が、お前をぶちのめしたいと思う理由だよ」
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　殲滅物体オブジエクト。

　その飛ひ翔しよう時に放出される光と蒸気が、宙に白い軌き跡せきを描えがいていく。

　……殲滅物体オブジエクトは、サンプルの総そう称しようだ。

　……帝国の研究機関が造った「魔ま女じよ狩がり」の機兵っていうのは知ってる。

　星霊エネルギーを感知し、魔女を追つい跡せきする処刑執行兵エクスキユーシヨナー。

　気がかりは、その機体性能だ。

　帝国の星霊研究機関オーメンの量産型か、あるいは一世代一機体の特注型か。あるいはまだ公おおやけに知らされていない『非公式』型か。

「空飛ぶパーツなんてないはずなの。あんな重い機体に空を飛べるような推進力、音々も聞いたことがないよ」

「……最新型か？」

「わかんない。殲滅物体オブジエクトの一サンプルだと思うけど」

　光の軌跡が続く先へ。

　イスカは音々とともに原油採さい掘くつ場の敷しき地ちを走り続けた。光の軌跡がゆっくりと降下しつつある。おそらく標的を見つけたのだろう。

　魔女シスベルを。

「とにかくイスカ兄、あの機体を帝都に戻もどしちゃだめ！」

　息を切らせながら、音々。

「あの機体が数えた『魔女』のなかにミスミス隊長が入っちゃった。あのデータを司令部が見たら隊長の魔女化がバレちゃう！」

「わかってる。破壊しても止めるんだろ」

　それもただの破壊ではダメだ。

　殲滅物体オブジエクトは純血種シスベルを追跡中、シスベルとその護衛たちに破壊された。そう司令部の目を欺あざむかなければならない。

　……結果的に、僕は、彼女シスベルを助けることになるのか。

　……でも今度こそこれっきりだ！

　敵国の姫ひめに手を差しのべることはできない。

　始祖の末まつ裔えいは、本来は、イスカの悲願である和平交こう渉しようのために捕らえなければならない相手なのだから。




〝和平が望みだとでもいうの？　そんなの無理よ〟

〝僕が考えたのはネビュリスの直系を捕らえることだった〟




　百年続く戦争の歴史上、帝国軍は純血種を捕らえたことはない。

　そう言われていた。イスカもそう信じて疑わなかった。だからこそ、和平交渉のために自分が純血種を捕らえるのだと。

　それがまさか──




〝シスベルと申します。覚えていて下さって光栄ですわ〟

〝シスベル・ルゥ・ネビュリス９世。次代女王の正統なる継けい承しよう権者です〟




　何ということだ。

　何と不可思議な運命なのだろう。自分の手で捕らえるべき純血種を、まさか自分が逃のがしてしまっていたなんて。

　……そして今もだ。

　……僕は、彼女を前にして捕つかまえるどころか助けようとしている。

　ミスミス隊長を助ける。殲滅物体オブジエクトを破壊する。

　純血種の拘こう束そくをしている暇ひまなんてない。

「弱ったな……」

　こんな真しん剣けんな場面だというのに、乾かわいた苦く笑しようが零こぼれそうになる。

「全力で頑がん張ばってるはずなのに、どうなってるんだろ。この皮肉な巡めぐり合わせ」

「イスカ兄？」

「……急ごう音々。殲滅物体オブジエクトを逃にがしちゃいけない」

　奥歯を嚙かみしめて、イスカは光の軌跡を追って地を蹴けった。
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　──立ち入り禁止。

　そんな標識のある手すりを飛びこえる。

　山のごとくそびえ立つ巨きよ大だいな原油採掘機を見上げながら、なお敷地の奥へ、奥へ。

　少女シスベルは、あてもなく走り続けていた。

「……っ……はっ……ぁ……！」

　どこへ行くの？

　そんなに息を切らせて、汗あせをにじませて。

　どこへ逃げるの？

　捕まることはわかってる。この採掘機の陰かげに隠かくれて夜を過ごしたとしても、朝になれば仮面卿の部下に見つかってしまうことだろう。

　皇おう庁ちようまで見つからずに逃げたとしても、帝イ国ス兵カとの会話も録音された。

　もう意味がないのだ。

　逃げても見つかっても同じことなのに。

「っ……はぁ、ぁ……っ……くっ！」

　もうお終しまいなんだ。

　自分は、帝国への裏切り者として幽ゆう閉へいされる。

　これで王家に潜ひそむ「あの怪かい物ぶつ」と戦う者は消え、女は王はは命を狙ねらわれる。現政権は崩ほう壊かいし、ネビュリス皇庁は破は滅めつに向かうだろう。

　帝国との全面戦争。

　この星を破は壊かいしつくすまで戦争は続き、そして最後には誰だれもいなくなる。

　なのに────




　なぜ、わたくしは走っているのです……！




　目に涙なみだがたまって視界がぐちゃぐちゃで。

　走るのに不向きなヒールは、今にも足からすっぽりと抜ぬけてしまいそう。息も苦しくて脇わき腹ばらが痛くなってしまって。

　なのになぜ。

「……わたくしを舐なめないで！」

　意地がある。

　たとえ無実の罪を着せられようと、幽閉されようと、王女シスベルの役目が残っている。

　それは裏切り者を確定させること。

「仮か面めん卿きよう！　あなたに、わたくしのことを教えたのは誰ですか！」

　シスベルの行き先は公表されていない。知る者は、王宮の中でも一ひと握にぎりだ。

　世話役シュヴァルツはずっと自分の隣となりにいた。

　女は王はも論外だ。

　ゆえに容疑者は長女イリーティアと次女アリスリーゼ。そのどちらか。

　……王宮に戻りさえすれば灯ともしびの星せい霊れいで確かめられますわ。

　……この数日以内に、誰が仮面卿と接していたのか。

　砂さ漠ばくを這はいずることになろうと、意地でも逃げのびて王宮に戻ってやる。捕まるのは、その後だ。

　女は王はに伝えられさえすれば、女は王はの命は守れるかもしれない。

　そうすれば皇庁は守れる。

「国を守る……それが王女としての、定めというものでしょう！」

　意地がある。

　それが自分の矜きよう恃じなのだ。母からも家臣たちからも怪あやしまれようと、王女としての務めを全まつとうするまでは──────

『優先拘束対象「純血種９ＬＣ」、これより確保する』

　…………

　…………え？

　純血種９ＬＣ。それが自分を指すものだとシスベルは気づかなかった。冷たい機械音声、そして巨大な影かげが空から降ってくる。

　目の前に。

「殲滅物体オブジエクト!?　帝国の機械兵……まさかわたくしの情報を帝国にまで！」

　仮面卿だけではなかった。

　シスベルがこの国を訪おとずれていることを、裏切り者は帝国にまで流していたのだ。

「ぐっ！」

　一いつ瞬しゆんたりとも迷わず方向転てん換かん。

　立ちふさがる機体に背を向けて走りだす。その矢先に。

　──めきっ、と。

　嫌いやな音がした。足の内側で何かが軋きしむ音。直後、シスベルの左足は動かなくなっていた。左のふくらはぎから生まれた激痛が駆かけめぐり、下半身が痙けい攣れん。

『鎮ちん圧あつ弾だん命中』

　その勢いのまま、転てん倒とう。

　硬かたい地面に為なすすべなく叩たたきつけられる。それを覚かく悟ごして──

「追いついた」

　え？

　地面に激げき突とつするはずだったシスベルの身体からだが、誰かに抱だきとめられた。

「イスカ兄、もう自動排はい除じよモードに移ってる。危ないよ！」

「わかってる」

　黒と白の双そう剣けんを構える帝てい国こく剣けん士し。

　すぐ背後に立つ自分シスベルを庇かばうような、その姿勢でもって。

「今回だけ、っていうのはちょっと違ちがうか。もう二度目になるし」

　元使徒聖イスカ。

　一年前、自分を牢ろう獄ごくから助けだした剣士が、複雑そうな苦笑いでふり向いた。

「何なんだろうね。この僕らの因果は」










　　　Chapter.5　『魔ま女じよ狩がりの処しよ刑けい執しつ行こう体たい』
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　独立国家アルサミラ・繁はん華か街がい──

　夜の暗くら闇やみがいっそう深まり、ビルの谷間に吹ふきこむ風は身に染しみるほど冷たい。

「まずいわね、すっかり遅おそくなっちゃったわ」

　旅行用のキャリーカートを引きながら。

　しんと静まる大通りを、アリスは大おお股またで歩いていた。

　広大な砂漠を横断。高級住宅が建ちならぶ郊こう外がいをタクシーで横断して、たった今、こうして繁華街に到とう着ちやくしたばかり。

　……シスベルが泊とまってるホテルは燐リンが調べてくれたけど。

　……この時間は夕食？　それとももう寝ねてるかしら？

　今晩のうちに妹を誘さそって夕食でもと思っていたのに。砂漠の横断途と中ちゆう、あの奇き妙みような足あし跡あとのせいで思いがけずバスが遅おくれてしまった。




〝それは足跡だった〟

〝人間をはるかに上回る「何か」が、二足歩行で砂漠を歩いていった痕こん跡せきが〟




　人間の足跡よりはるかに大きい。

　残されていた機械油マシンオイルから、アリスは、あの足跡が帝国の機械兵ではと推測していた。だからこそ大おお慌あわてで駆けつけたのだが。

「帝国がこの国を侵しん略りやくする気で送りこんだ……なんて思ったけど、全然そんな雰ふん囲い気きじゃないわね」

　郊外も、そして繁華街も穏おだやかなものだ。

　もし帝国の機械兵が一体でも踏ふみこんできていれば、今ごろ警備隊が総出で騒さわいでいるはずだろう。

「……アリス様？」

「え」

　その矢先に、声はすぐ目の前からだった。

　正面から歩いてきた老人にまるで目がいってなかった。砂漠の足跡の正体と、そして妹シスベルをどう説得しようかで頭が一いつ杯ぱいだったから。

「やはり！　アリス様ではありませんか！」

　折り目正しくスーツを着こんだ老紳しん士しだ。

　世話役シュヴァルツ。幼い頃ころからのシスベルの従者で、部屋に引きこもりがちになった彼女が唯ゆい一いつ心を開いている部下である。

「シュヴァルツ。あ、あら偶ぐう然ぜんね……」

　ぎくっと内心うろたえた。

　この老人が繁華街にいるということはシスベルも近くにいるはず。しまった、まだ心の準備ができていないのに。うっかり鉢はち合あわせてしまうなんて。

「え、ええとシスベルは──」

「シスベル様をご覧になりませんでしたか！」

「……はい？」

　どういうことだろう。

　妹は、この世話役と一いつ緒しよに行動しているのではなかったのか。

「シスベル様と連れん絡らくつかないのです。諸事情で、一人で用があるからと」

「なんですって」

　詳くわしい話を。

　街灯の下、アリスが老人へと歩を進めたと同時──




　ぱっ、と青白い光が虚こ空くうに舞まった。




「えっ!?」

　方角は、繁華街から離はなれた都市郊外。

　ちょうど今しがたアリスが通ってきた方からだ。

　……かなり距きよ離りがあったわ。別べつ荘そうのある住宅街よりも向こう。

　……原油採さい掘くつ場の上空？

　光は一瞬で闇夜に溶とけて消えてしまったが、これだけ離れた地上から見えたとなると、相当な光量だったことだろう。

　それはアリスの目に、星霊エネルギーの光に酷こく似じしていたように映った。

「アリス様、どうなさいました」

　アリスを見ていた老人は、背後の光に気づかなかったことだろう。繁華街やホテルの窓からも、あの一瞬を目もく撃げきした者はまずいないに違いない。

「まさか、やっぱり帝国軍が!?」

　砂漠で見た足跡がくっきりと脳のう裏りによみがえる。

　この国家に帝国軍がここまで堂々と攻せめこむのはまず考えにくいが、今のアリスには、帝国がそうするだけの動機にも心当たりがある。

　ここには純血種シスベルがいる。

　ネビュリス女王の娘むすめとなれば、帝国軍の標的として申し分あるまい。

　……でもどうしてシスベルの居場所を？

　……あの子の遠えん征せいを知ってるのは、本当に限られた王族だけなのに。

　アリスと女王、そして長女イリーティア。

　あとはゾア家とヒュドラ家も、どうせ独自の情じよう報ほう網もうで把は握あくしていることだろう。だが、本当にそれだけのはずなのだ。

　シスベルを帝国に売った者がいる？

「いえ、それを考えるのは後よアリス。とにかく帝国軍の兵士が潜ひそんでる可能性があるわ。今の光も、何かしらの交戦だとしたら……」

「アリス様？」

「シュヴァルツ、荷物を預けるわ。シスベルから連絡があるまでここで待機なさい！」

　キャリーカートを放ほうりだして、夜の繁華街を走りだす。

　郊外──

　砂さ漠ばくに接した原油採掘場へ。

「帝国軍ですって？　冗じよう談だんじゃないわ」

　凍こごえる風のなかを駆ける。姉し妹まいで仲なか違たがいしてたって、そんなことはどうでもいい。シスベルは弱いのだ。自分一人では身を守ることもできやしない。

　ならば。

　そんな妹を守るのが姉というものだろう。

「妹シスベルに手を出したら絶対に許さないわよ！」




　　　　　　　２




　星せい霊れい研究──

　帝国全土で禁じているたった一つの研究分野において、例外的に、星霊研究を許されている機関がある。

　単一集積知能体『オーメン』。

　八大使徒による決議をへて創設された星霊研究機関。そこで生みだされたものの一つが殲滅物体オブジエクト──すなわち「魔女狩り」の処刑執行兵体である。

　それを目前にして。

「……な、何ですかイスカ」

　金きん髪ぱつの魔ま女じよシスベルが、怯おびえきった表情で見上げてきた。

「なぜわたくしを追ってきたのです。今さら……まさかこの兵器を送りこんできたのは、あなたの差し金？」

「僕にそんな権力ないさ。一年前、使徒聖をやめてるからね」

「…………」

　言うまでもなくシスベルは理解しているはず。

　使徒聖の座をイスカは失った。それは他ほかならぬ彼女シスベルを脱だつ獄ごくさせたことの処しよ罰ばつとしてだ。

「ならば」

　魔女の国の姫ひめが、唇くちびるを嚙かみしめた。

「今さら何だというのです。あなたはわたくしの味方にはなれないと、そう言ったではありませんか！」

「そうだね」

「では、なぜここに──」

「一年前」

「え？」

「一年前からそうさ。僕は帝国兵で、君は皇おう庁ちようの星霊使い。君の味方になれない。だけど、君を脱獄させた。僕はその時から何一つ変わっちゃいない」

「…………」

「僕にも事情がある。君に話してない事情が山ほどね」

　黒と白の一対つい。

　かつて師から譲ゆずり受けた星せい剣けんを携たずさえ、イスカは正面の「動く兵器」へとふり向いた。




『拘こう束そく対象「純血種９ＬＣ」──』




　この兵器が識別するのは「敵」と「敵以外」のみ。

　魔女の拘束を妨ぼう害がいする者はすべて敵。なぜなら帝国兵が魔女を助けるなどありえない。その想定でプログラムされているからだ。

「こいつを破は壊かいする。君を追ってきた仮面の男も、僕の仲間が足止めしてる」

　殲滅物体オブジエクトを破壊したのは皇庁の星霊使いである。

　そう司令部に錯さつ覚かくさせるためにも、この場に仮か面めん卿きようがやってきては面めん倒どうだ。

「……わたくしを助けると？」

「結果的にそうなるね。少なくとも、君を殲滅物体こいつや仮面卿に渡わたすつもりはない」

「っ！」

　小こ柄がらな王女がうつむいた。

　姉アリスと比べてまだまだ身体からだも未成熟で、声も顔立ちも幼い少女が。

「……イスカ」

　弱々しい声で、名を呼んで。

「あなたはずるいです。そういう意味深な真ま似ねをするから、そういう優やさしさを見せるから、わたくしはあなたに縋すがりたくなるのに……」

「それとこれは別の話さ」

　機兵から、駆く動どう音。

　それと寸すん分ぶん違たがわぬタイミングで、イスカは地を蹴けっていた。

　殲滅物体オブジエクトが振ふるうのは強化セラミック大剣。その剣を握にぎるのは殲滅物体オブジエクトの背中から生えた鋼鉄の腕うでだ。

「音ネ々ネ、いつもの手て筈はずで」

「まかせてイスカ兄！」

　一人、真正面から殲滅物体オブジエクトへと走りこむ。

　……自動排はい除じよモードが発動してる。

　……もう間ま違ちがいなく、僕はこいつに敵扱あつかいされてるはず。

　魔女の味方。

　それ即すなわち、帝てい国こくにとっての敵なのだから。

　──轟ごうッッ！

　大気を軋きしませる風切り音。

　真夜中に同化する漆しつ黒こくの機兵に、その腕が握る剣も鼠ねずみ色いろ。限りなく視し認にんしにくい刃やいばめがけ、イスカも黒の星剣を打ち下ろした。

「はっ！」

『────』

　世界に一対の星剣。

　かたや帝国の技術の粋すいの結けつ晶しようたる強化セラミック大剣。互たがいに鋼鉄をも切断する強度の刃が、真正面から斬きりむすぶ。

　否いな、ぶつかり合った。

「……ぐっ？」

　金属が擦こすれあう耳みみ障ざわりな音がこだまして、イスカの身体が宙に浮うく。その勢いのまま、原油採掘機を囲う金網フエンスめがけ弾はじき飛ばされた。

「イスカ兄っ!?」

「イスカ！」

　音々とシスベル。

　二人の少女がそれぞれ叫さけんだ名に応じて、空中で猫ねこのごとく身体を旋せん回かい。背後に迫せまった金網フエンスに、ぎりぎりで両足から着地する。

　……虎とらとネズミだ。

　……わかってたけど、人ぼ間くの力で挑いどんでも勝負にならない。

　質量一万キロに迫るであろう鋼鉄の塊かたまりを駆動させる運動エネルギー。そんなものと力比べをしても一方的に押し負ける。

「動きが読めないのも厄やつ介かいか……」

　人間のように静から動にいたる際の「溜ため」がない。

　さらには鋼鉄の腕が背中から生えているせいで、剣の軌き道どうが極きわめて異質。人間の剣士と根本的に違うのだ。

「もう一回──」

　白の星剣を鞘さやに収めた。

　相手が星霊使いでないのなら、白の刃の出番はあるまい。あいた左腕を右手に添そえて、黒の刃を両手で支える。

「こっちだ」

　強化セラミック大剣の間合いを避さけ、殲滅物体オブジエクトの横へと回りこむ。イスカを追って旋回する巨きよ体たいが反応しきるより先に、その鋼鉄の脚あしめがけて星剣を振り下ろした。

　──ギチッ

　星剣の刃が、受けとめられていた。

　殲滅物体オブジエクトの背中から生えたもう一本の腕──対星霊盾ライオツトシールドの壁かべにより。

「……これもただの対星霊盾ライオツトシールドじゃない」

　魔女・魔人への対策として生まれた対星霊盾ライオツトシールドは、その目的が「炎ほのお」や「氷」、「雷かみなり」といった星霊エネルギーを防ぐことにある。一方で、強度に欠ける。せいぜい拳けん銃じゆうの弾だん丸がんを受けとめる程度のはずが。

「傷一つ、か」

　ぶ厚い盾たてにうっすらと引かれた剣けん痕こん。

　あの盾を切断するまで、あと何回斬りつければいい？

「イスカ！　な、何を手こずっているのです！」

　金網フエンスまで退いたシスベルが、声を張りあげた。

「あなたそれでも使徒聖ですの！　もっとこう……凄すごい技わざはないのですか。とっておきの奥おう義ぎみたいなものもあるでしょう！」

「奥義？」

「そ、そうですとも！」

「ないよ」

「はいぃぃっ!?」

「僕は、対星霊使い特化だ」

　帝国最強の剣士であった男に師事し、そうなるように鍛きたえられたからだ。

　相手が星霊使いなら、始祖の末まつ裔えいだろうと後おくれをとらない──

　一方でたとえば白兵戦。

　もしも使徒聖同士で乱らん闘とうを行えば、イスカはおそらく中位に留とどまる。決して最上位には及およばないだろう。それはイスカが剣士で、そして対星霊術に特化した星剣であるがゆえの宿命だ。

「ど、どういうことですの!?　星せい霊れい使い特化って……」

「見たまんまさ」

　……僕がシスベルの前で戦ったことがないにしても。

　……姉アリスから聞いてないのか？

　思えば純血種キッシングも、イスカの剣のことを知らなかった。始祖の血を継つぐ王家で、星剣の秘密を共有していると思っていたが。

「正直、相あい性しようが悪いんだ。こういう大きくて硬かたいのは」

「……ど、どうするのですか」

「音々！」

　セラミック大剣から跳とび下がり、イスカは吼ほえた。

「あと何秒」

「いけるよ。位置情報、輸送完かん了りよう！」

　ポニーテールの少女が叫びかえす。

「急ごしらえだけど、これで軌道補正もいけたはず！」

　掌てのひらをまっすぐ空へ。

　その小指に機械仕じ掛かけの指輪が嵌はめられていること。そしてソレが点てん滅めつしていることに、魔シ女スのベ姫ルは気づけただろうか。

「衛星『テトラビブロスの星』より、高速徹甲弾ピアシング・シヨツト！」

　──破は裂れつ。

　音々が叫んだ瞬しゆん間かんに、殲滅物体オブジエクトの対星霊盾ライオツトシールドが木こっ端ぱ微み塵じんに消し飛んだ。

　それは超ちよう高度からの砲ほう弾だん。雲よりも高い天そらから放たれた弾たまが、正確無比の照準で盾を撃うちぬいたのだ。

「えっ？……え……い、今のは!?」

　目をみひらくシスベル。

　いったい何が起きたのか。ここは砂さ漠ばくのど真ん中だ。どこから砲弾が飛んできたのか。この周囲に、徹てつ甲こう弾だんを撃ちだすような戦車はない。

　が──

　それを可能にするのが衛星兵器『テトラビブロスの星』。帝国の兵器開発部局がかつて空に放ち、機工士である音々が実験用に預かり受けたものだ。

　あたかも主人に懐なつくペットのように。

　この衛星兵器は、音々の地上位置にあわせて自ら天そらを移動する。

「第九○七部隊ぼくらの火力担当は僕じゃない。音々だよ」

「もう一発！」

　続く弾丸が、さらにセラミック大剣の刃も粉々に撃ち砕くだいた。

　──徹甲弾。

　その狙ねらいは「装甲を貫くピアシング・シヨツト」。

　ただひたすらに硬くて重い。その弾丸がはるか上空からの自由落下で加速し、殲滅物体オブジエクトの剣と盾を破壊したのだ。

「残弾あと一、イスカ兄！」

「わかってる」

　次の弾で殲滅物体オブジエクトの外装を砕いて、露ろ出しゆつした駆動機関をイスカが破は壊かいする。

　そして。

　プシュッ、と空気が抜ぬける音。




　物々しい音を響ひびかせて、殲滅物体オブジエクトを覆おおう装甲が弾はじけとんだ。




「やった、外装も破壊しましたわ！　さあイスカ、早くあの機体を──」

「…………」

「イスカ？」

「ううん違う」

　シスベルからの問いかけに、応じたのは音々だった。

「音々は、まだ三発目を命じてない。今のは音々の徹甲弾じゃない」

「ど、どういうことですか……！」

『装甲乖離リジエクト』

　黒の機体から響く、機械音声。

　まるで皮ひ膚ふが剝はがれ落ちるように。巨大な機体のもっとも外にあたる外がい殻かくが一枚、二枚と外れて地に落ちていく。

　……何だ、勝手に装甲を外していってる？

　……こんな自動モード、僕は戦場で見たことがないぞ。

　音々も同じだ。

　目の前の機体に何が起きているのか見定めようと、固かた唾ずを吞のんで見つめている。

『一次エネルギー供給停止。二次エネルギーへの転てん換かん開始』

　魔ま女じよ狩がりの機兵であったもの──

　それが剣と盾を破壊されるや、己おのれを守る装甲を自ら脱ぬぎ捨てて変へん貌ぼうしていく。

「な、なんですかこの機械は！　イスカ!?」

「……僕も初めてみる殲滅物体オブジエクトだ」

　二足歩行の機械獣じゆう──

　鎧よろいが剝がれたそこには、まるで獣けものの口のようにぽっかりと空いた空くう洞どう。そこに、奇き妙みような青白い火花が生まれたのをイスカは見た。

「なんだあの光……」

　機体の全身から放たれた輝かがやきが、巨大な口の中心へと収束していく。夜の原油採さい掘くつ場が、真昼のような明るさに塗ぬり替かえられていくなかで──

「なにこれ……イスカ兄、この光おかしい。強すぎる！」

　叫さけんだのは音々である。

　まぶたを灼やくほどの光量に目を細めながら。

「電気じゃない。燃料でもない。なに……こんな強いエネルギー源は……」

「星霊エネルギーの光ですわ！」

　ぞくりっ。

　シスベルの絶ぜつ叫きようとともに、イスカは音々へと全速力で駆かけていた。

「伏ふせろ音々！」

　ポニーテールの少女を抱だき寄せるや、硬い地面めがけて身を投げ出した。

『星体分解砲ライフ・フオーム・インテグラ』

　それは──

　閃せん光こうの姿をした「何か」だった。

　キィッと甲かん高だかい音を奏かなでながら放たれた光の帯が、イスカと音々の立っていた宙を薙なぎはらい、その奥にある原油採掘機へ。

　金網フエンスを焼き切って──

　鋼鉄製の巨大クレーンさえもバターのように真っ二つに溶とかしながら切断して──

　虚こ空くうをも焦こがして飛んでいく。

　その一瞬後。




　天を衝つく炎が、採掘場から燃え上がった。




　業ごう火かと火花が燃えさかるその様は。

　あたかも第十三州アルカトルズ、炎えん上じようする監かん獄ごく塔とうの再現であるかのような惨さん状じようへ。

　……一発？

　……あの閃光の熱だけで鋼鉄の塊かたまりが溶けて、これだけの炎ほのおが発生したっていうのか。

　冗じよう談だんではない。

　こんなものが戦場で撃ちだされれば、帝てい国こく兵の味方も何もかも巻きこんで全ぜん滅めつだ。

「イスカ兄」

　火の粉に照らされた音々の表情が、蒼そう白はくへ。

　その指先が指ししめすのは、外装を外して細身になった殲滅物体オブジエクトだ。

「機体の中に何かあるよ、絶対」

「……ああ」

　星剣を握にぎりしめる。

　額に浮うかびあがった冷たい汗あせは、この炎上によるものか、それとも──

「殲滅物体オブジエクト！　お前の光は……」

　そして叫んだ。

「お前の内な部かに、いったい何が隠れてる！」
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　原油採掘場、入り口付近──

　常夜灯の明かりに照らされて、二人の帝国兵がプレハブ倉庫の正面を駆けぬける。

「ジ……ジン君、まずいよ追いつかれる！」

「隊ボ長ス、こっちだ急げ！」

　必死の形相でアスファルトの路面を駆ける小こ柄がらな女隊長と、その横を並走するのは銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手だ。

　二人が潜もぐりこんだのは倉庫の裏。

　煌こう々こうと灯ともる原油採掘機の光もここまでは届かない。身を潜ひそめれば、野生の獣さえ二人を見つけることは不可能だろう。

「み、見つかってないよね……」

「顔を出すな。奴やつらの星霊がまだわかっちゃいないんだ」

　偵てい察さつ・索さく敵てき型の能力であれば、ここに潜む熱反応をも感知できるかもしれない。今は、そんな相手がいないことを願うばかりだ。

「帝国が把は握あくしてる星霊なんて一ひと握にぎりだし、同じ炎の星霊でも術者によって千差万ばん別べつだ。用心するに越こしたことはない」

「……う、うん」

　怖おず怖おずと応じるミスミスが、暗くら闇やみのなかジンの右みぎ腕うでをじっと見つめる。

　破けた戦せん闘とう衣い。

　右手の肘ひじにあたる部位の生き地じがやぶけて、露出したジンの腕がわずかに赤く滲にじんでいる。

「あ、あのごめんね……アタシが気づかなかったばっかりに……」

「どうしようもねえよ。俺が隊ボ長スの立場でも食くらってた。っつぅか俺のヘマだ。イスカから聞いてたってのにな」

　仮面の男に気をつけろ──

　星霊の中でも極きわめてめずらしい空間干かん渉しよう系。空間を飛びこえるように転移して、標的の背後へと回りこむ。それも、まったくの無音で。

「なにが、『この場は丸く収めないか？』だ。あのペテン師が」

　穏おだやかな物もの腰ごしでそう言って。

　仮面の男はミスミスを背中から一ひと突つきにしようとしたのだ。背後に転移して斬きりかかろうとするのを、ジンの発はつ砲ぽうがギリギリでそれを阻はばんだ。

「帝国の刺し客かく部隊も真っ青だな。魔人じゃなくただの暗殺者じゃねえか」

　星脈噴出泉ボルテツクスの戦闘後、イスカの背中の傷を見てジンは目を疑った。

　イスカが背後をとられた？　あの元使徒聖イスカが？

　帝国全土を見わたしても、そんなことのできる使い手が何人いるだろう。その疑問が、今ようやく解決した。

「……じゅ、純血種かな」

「十中八九間ま違ちがいねぇな。あんなのがゴロゴロいてたまるか」

　切り裂さかれた生地を破いて傷を露出。

　腕を押さえ、傷口から血が噴ふきだすまで圧あつ迫ぱくする。ナイフに毒が仕込んであった場合にそなえ、その毒を血もろとも排はい出しゆつする荒あら療りよう治じだ。

「だが問題ない。イスカと音々が殲滅物体オブジエクトを破壊する。それを奴らの所せ為いってことにして俺らは撤てつ収しゆうだ」

　相手は純血種をふくむ星霊使い五人。

　こちらはわずか二人だ。正面きっての交戦は高い危険リスクがつきまとう。さらに言うなら、自分たちは戦闘に来たのではない。長期休きゆう暇かのまっただ中なのだから。

　時間稼かせぎができればそれでいい。

　ジンの本音としては、一ひと泡あわ吹ふかせてやりたい気分ではあるが。

「隊ボ長ス。イスカと話してた金きん髪ぱつの女に見覚えあるか？」

「っ！　やっぱりジン君も気になるよね。あの可愛かわいい女の子、アタシも見たことないの」

　イスカと向かい合わせに立っていた。

　会話まで聞き取れる距きよ離りまで近づく前に、その金髪の少女がイスカに背を向けて立ち去ってしまったが。

「俺には、殲滅物体オブジエクトがあの女を狙ねらって飛んでいったように見えたがな」

「じゃ、じゃあ魔ま女じよ!?」

「加えて言うなら、仮面野や郎ろうが『我々は、同どう胞ほうを連れ帰るだけ』って言ってたな。つまりあの金髪の女が目当てなんだろうさ」

　プレハブ倉庫から、わずかに身を乗りだす。

　わずかな照明が照らす路面に気配がないことを何度も確かめて、ジンは小さく吐と息いきをついた。

「引っかかるな。そんな大物なのか」

「え？　な……何が？」

「魔女だからって、あんなちっこい娘むすめだぞ。それを大の大人が五人がかり、しかも純血種の仮面野郎がわざわざ迎むかえに来た」

「あっ!?　そ、そっか！」

「それだけの重要人物ってことになる。あの雰ふん囲い気きは『連れ帰る』じゃねえ。『力ずくで連行する』って勢いだ。考えられるのは…………」

「推理ごっこに精が出るね」

　声は上空から。

　だがジンとミスミスが見上げても、そこにはおぼろげな星明かりしか映らない。

「藪やぶをつつけば蛇へびが出る。首を突つっこまない方が身のためだと思うがね」

　プレハブ倉庫の屋上。

　星明かりを背に、仮面の男がじっとこちらを見下ろす姿が。

「そろそろ黙だまってもらおう」

「──跳とべ！」

　女隊長の背を押して、ジンは倉庫の陰かげから飛びだした。

　ぼっ、と火花が灯る音。そこから瞬またたく間に、プレハブ倉庫が紅ぐ蓮れんの炎に包まれた。炎の星せい霊れい術じゆつによる発火だろう。

「あなたたち正気なの……！」

　青あお髪がみをふりみだし、ミスミスが吼ほえた。

「ここは戦場じゃない。帝国でも皇おう庁ちようでもない国の施し設せつなのに……！」

「安心したまえ」

　燃え上がる倉庫から飛びおりる仮面の男。

　地上三階近くの高さから、その落下の衝しよう撃げきを靴くつ先だけで柔じゆう軟なんに受けとめる。

「器物損そん壊かいの罪で指名手配されるのは帝国兵きみたちだ。ここで暴れた君たちを止めたのが私たち。君らが証言台に立つことはない」

　敗北者がすべての罪を押しつけられる。

　第九○七部隊が殲滅物体オブジエクトの破壊を皇庁に押しつける算段の、その裏返しだ。

「だから安心して力ちから尽つきたまえ」

　立ちこめる白い霧きり。

　この砂さ漠ばく地帯に発生する自然現象とは思えない。それが異様な速度で、ジンとミスミスの二人を覆おおい包むように迫せまってくる。

「またか。隊ボ長スこっちだ！」

　舌打ちとともに地を蹴けって、ジンは霧から跳び退のいた。この霧も星霊術で生まれたもの。成分そのものに害はない。

　厄やつ介かいなのは、この霧が目め眩くらましとして他の星霊術と抜ばつ群ぐんの相あい性しようを誇ほこるということだ。

　……ぽちゃっ。

　何かが滴したたる音が、すぐ後ろから。

「ジン君、後ろにもう溜まってる！」

「わかってる」

　足あし下もとの靴に忍しのび寄ってくる緑色の液体。

　ぷつぷつと泡あわが噴きだすその液体は、おそらく麻ま痺ひ性の猛もう毒どくだ。あの毒に足首が浸つかれば動けなくなり、腕に付着すれば銃じゆうも握れなくなる。

「ちっとばかり面めん倒どうだな」

　ジンの舌打ち。

　こうした乱戦において狙撃手は本来の力を著いちじるしく制限される。

　地形を読み──

　風を読み──

　数秒後、着ちやく弾だんまでの敵の動きを読む。

　常人には想像もつかない集中力で感覚を研とぎ澄すまし、敵てき陣じんの重要人物を狙い撃うつ。

　それを支えるのが前衛。

　ここにイスカがいれば星霊使い五人の一いつ斉せい砲ほう火かをいなしつつ、ジンが仮か面めん卿きようを狙撃するための「間」をつくり出していただろう。

　時間と空間。

　そのどちらもが狙撃手ジンには足りない。

「アタシが囮おとりを……」

「却きやつ下かだ、あの監かん獄ごく塔とうとは勝手が違ちがう。ある手札で勝負することを考えろ」

　地を転がりながら狙そ撃げき銃じゆうを構える。照準器スコープを覗のぞく間もなく、一秒未満の離はなれ業わざでもって仮面卿へと狙いをつける。

「ほう？　曲芸師じみた狙撃手だ」

「動くなよ。弾たまの無む駄だ遣づかいは嫌きらいなんだ」

「ならばお望みどおり」

　ゆらりと仮面の男の姿が消える。

　一いつ瞬しゆんのタイムラグを経へて、トン、と小さな靴音が響ひびいたのはジンの真後ろ。

「安心したまえ。貴重な弾を撃つ前に終わる」

「ああそうだな」

　全速力で身をひねる。

　──これで三度目。

　──この魔人が徹てつ底ていして背後を狙うのは予想済み。

　仮面の男が振ふりあげたナイフを受けとめる。夜に煌きらめくナイフの刃はが視界に映った瞬間、その刃がジンの前で搔かき消えた。

「転移できるのは人間わたしだけかと思ったかな？」

　右手から左手へ。

　握にぎっていたナイフが空間を渡わたって移動した。刃を摑つかみ上げようとしたジンの右手が空を切り、そこへ刃の切っ先が深々と突きささった。

「──────ジン君っ!?」

「もはや狙撃銃は構えられまい」

「いらねぇよ」

　左手を持ち上げる。

　銀ぎん髪ぱつの狙撃手が握っていたのは、手のひらにすっぽりと隠かくれるサイズの自動拳けん銃じゆうだった。

　威い力りよくは心こころ許もとないが、この至近距離では外す恐おそれもない。

「まさかっ!?」

「言っただろ。頭の回転は悪くないが空回りするタイプだ、お前は」

　背後に回ることを狙撃手ジンは予測するだろう。

　ナイフを振り下ろしても致ち命めい傷しようは避さけられる。ならばまず狙うのは狙撃銃を支える右腕。武器を封ふうじてしまえば恐るるに足らない。

　その仮面卿の閃ひらめきを、ジンは一秒の差もなく完かん璧ぺきに追跡トレースしてみせたのだ。

「私の狙いを──」

「当然だ」

　空間転移も間に合わない。

　──発砲。

　火薬が爆ばく発はつする音が轟とどろいて、ジンの銃じゆう弾だんが放たれる。必中。身を守る手段はない。他ほかならぬ仮面卿自らもそう覚かく悟ごした刹せつ那なに。




　銃弾が、止まった。




　金属が擦こすれる音。

　仮面卿の黒服、その生き地じの裏側にある何かがジンの銃弾を受けとめていたのだ。

「……なにっ!?」

「不運だね帝てい国こく兵。いや、君の思考の瞬発力には恐れいった」

　胸に穴の空いた黒服。

　そこから覗くのは、弾丸を受けとめて破壊された小型機器。イスカとシスベルの会話を録音した録音機だった。

　シスベルを断罪する証しよう拠こを失ったそのかわりに──

　仮面の魔ま人じんは勝利を得た。

「星は、私に微笑ほほえんだのだよ！」

　ジンの拳銃を拳こぶしでたたき落とす。

「やめて──っ！」

「もう遅おそい」

　駆かけよろうとするミスミスをも蹴り飛ばして地に叩たたき伏せ、仮面の男が、悠ゆう然ぜんとその場から後ずさる。

　胸に受けた銃弾の衝撃に、わずかによろめきながら。

「帝国兵きみたちが手しゆ榴りゆう弾だんでも隠し持っていたら引火してしまう。避ひ難なんさせてもらうよ」

「……なんだ……と」

　切った唇くちびるを手で拭ぬぐうのはジンだ。

「引火？」

「そうとも探したよ。君たちが隠れていた倉庫。そこに思いあたる前に敷しき地ち内をくまなく探してね。こんなものを見つけたわけだ」

　ガラン、と路面を転がってくる巨きよ大だいなドラム缶かん。

　その蓋ふたは強ごう引いんにねじ開けられており、中身である液体がみるみる地面を覆いつくしていく。黒く、そして強きよう烈れつな臭においを放つソレは──

「ガソリンか!?」

「ここは原油採さい掘くつ場。原油の精製物が置かれているのは当然だろう？」

　総量二百四十リットル。

　ドラム缶から撒まき散らされたガソリンは、水みず浸びたしどころか小さな湖のような水みず溜たまりを形成している。

　──ジンとミスミスを囲うかたちで。

　正面に立つ五人の星霊使いは、いずれもガソリンの湖から距きよ離りを置いている。それが何を意味するか。

「かつて偉い大だいなる始祖様は、百年前、帝都を火の海に変えたという。その再現というのも悪くない」

　仮面の男が両手を上げる。

「これが、我ら星霊使いの復ふく讐しゆうの炎ほのおと知りたまえ！」

　まずい。

　銀髪の狙撃手が、奥歯を嚙かみしめた。

「隊ボ長ス逃にげろ！　火に包まれるぞ！」

「…………」

「隊ボ長ス？」

「……やだ！」

　青あお髪がみの女隊長は、ジンの背中側から抱だきついて離れようとしなかった。

「アタシだけ逃げられない」

「っ」

　ジンの両足を激しく痙けい攣れんさせる毒──

　それは今まさに、仮面卿に貫つらぬかれたナイフによるものだ。

　毒の星霊からもたらされる凶きよう悪あくな麻痺毒が、このナイフの刃に付着。それが腕うでを中心に全身へと回りつつある。

　星霊の毒は数時間以内に消えるだろう。だが、火に包まれるまでには数秒とかかるまい。それをミスミスは察していたのだ。

「問題ねぇよ。走るぞ」

「うそ！　やだよ、ジン君は────っ」

「美しき愛。……と言いたいところだが、それで部下は救えんよ。非力な隊長殿どの」

　月を背に立つ仮面卿が、指をうち鳴らす。

　背後に控ひかえる炎の魔人へ。

「点火ライトアツプだ」

　そして。




　何も、起きなかった。




「…………どうしたのかね」

　わずかな苛いら立だちを交えて、仮面卿が背後の護衛へとふり返った。

　四人の護衛。その一人に対して。

「私の命令が聞こえなかったかな」

「も……申し訳ありません……！」

　頭部をヘルメットで覆おおい隠しているため年ねん齢れいが読みとりにくいが、そこから零こぼれた声は、まだ若い少女のものだった。

「……炎が出ないのです！」

「なに？」

　獣じゆう皮ひのパイロットスーツを着こんだ魔女が、嵌はめていた手て袋ぶくろを脱ぬぎ捨てる。

　手の甲こうに浮うかぶ真っ赤な星せい紋もん。それが仮面卿に対して何かを訴うつたえかけるように、煌こう々こうと灯ともっているではないか。

　術は発動している。なのに炎が出ない？

「では君──」

「わ、私の星せい霊れい術じゆつもです……！」

　そう答えたのはさらに別の魔人だ。

　星霊術が発動しない。どれだけ星紋が鮮あざやかに光ろうとも、ただ心ここ地ちよい風がサラサラと髪を揺ゆらすだけ。

「……いや待て。なんだこの風は」

　ゾア家の純血種が顔を上げた。

　気づいたのだ。あたりに吹ふく風が冷たくない。砂さ漠ばくの夜は凍こごえるほどに寒く、その風も身に染しみわたる冷たさのはず。

　なのに、この風はどうだ。

　まるで春風のように穏おだやかで暖かみを感じる。

「砂漠の風ではない。この風は………………まさかっ！」

　星霊使い五人の目が、たった一点に注がれた。

　帝国人──

　ネビュリス皇おう庁ちようの敵である帝国軍人、その女隊長の左ひだり肩かたへ。

「その星紋は!?」

　輝かがやかしい碧みどり色いろの光が、気流を巻くようにしてミスミスの左肩から生まれ、そして大気に満ちていく。風は、その気流から生まれたものだった。

　星の導きは──

　星脈噴出泉ボルテツクスを処刑道具おとしあなとした仮か面めん卿きようには微笑まなかった。




　──星は、星脈噴出泉ボルテツクスに身を捧ささげた女性を選んだのだ。




「なるほど」

　仮面の裏から滲にじみでる冷ややかな笑み。

「星脈噴出泉ボルテツクスから生せい還かんした帝国人。まさかそうなるとは私も予想外だが、しかしこの風は何だね？　風の星霊の亜あ種しゆのようにも思えるが」

　ただの風ではない。

　単に暴風を巻き起こすような力なら、炎の星霊術が発動しないことへの説明がつかないからだ。

「帝国隊長、君は、君自身の星霊のことを知っているのかな」

「────」

　対する女隊長は、歯を食いしばっているだけで応じない。

　何が起きているのか自分でもわかっていないのだろう。むしろ、なぜ仮面卿たちが攻こう撃げきを止めたのかも理解していないに違ちがいない。

「目覚めかけ、か」

　コツンと仮面の端はしを指で突つついて。

「面おも白しろいじゃないか。星脈噴出泉ボルテツクスの審しん判ぱんをくぐりぬけた。私とて釈しやく然ぜんとはしないが、なあ帝国隊長、君は星に選ばれたのだよ」

「……」

「そして君の星霊は実に興味深い。どうだね、私の──────」

　銃じゆう声せい。

　ジンの放った弾丸が、紛まごうことなく純血種の仮面を撃うちぬいた。

「黙だまってろ」

　ミスミスに後ろから力いっぱいしがみつかれながら。

　銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手が、吐はき捨てた。

「てめぇの薄うす汚よごれた言葉でウチの隊ボ長スを穢けがすんじゃねえよ」

　……ピシリ。

　乾かわいた音を立てて、金属製の仮面が額から真っ二つに割れていく。

　二つにへし折れて落下。

　その素す顔がおが露あらわになる直前に、仮面の男は片手で自らの顔を覆い隠かくしていた。

「なるほど」

　ぞっとするほど冷たい言葉。

　星の瞬またたきよりも爛らん々らんと輝く眼光が、顔を覆う指先のスキマから。

「……諸君、どうやら潮時だ。我々は時間をかけすぎた」

　背後の部下四人へ。

「そして覚えていたまえ」

　前方の帝てい国こく人二人へ。

「楽しい夜会だった。この御お礼れいに、いずれ君たちを私の研究室ラボに招待してさし上げよう。とても素晴らしい部屋だよ。完全密室に、完全遮しや音おん。どんなに君たちが泣き叫さけんでも声が外に漏もれることはない」

「それで脅おどしのつもりか？」

「シスベルに伝えておいてくれたまえ。君の味方はどこにもいない。もはや祖国に戻もどってくることは適かなわないと」

「……シスベル？」

　ジンの呟つぶやきに応こたえることなく。

　黒服の純血種は、配下とともに原油採掘場から消え去った。

「い、いっちゃった……？」

「イスカを追うぞ」

「ま、待ってジン君。そのまえに止血だよ！」

　いまだ血の滴したたる右腕を指さして、ミスミス隊長が声いっぱいに張り叫ぶ。

「早く上着脱いで。とにかく血を止めないと」

「こんなの唾つばつけとけば治る」

「治らないよ!?　なに言ってんの、これは隊長命令────」

　その瞬しゆん間かん。




　天を焦こがす炎ほのおが、敷しき地ちの奥から噴ふき上がった。




　大だい炎えん上じよう。

「えっ？　な、なにあれ……！」

「仮面野や郎ろうの仕し業わざか。いや方角が反対だ。……殲滅物体オブジエクトが飛んでいった先か？」

「じゃあイスカ君と音々ちゃん!?」

「隊ボ長ス、止血を頼たのむ。大至急で、最低限だけの処置でいい」

　かろうじて動く左ひだり腕うでで狙そ撃げき銃じゆうを拾い上げる。

　毒で痙攣する足を、叱しつ咤たして。

「俺たちも追うぞ」




　　　　　　　３




　ぱち、ぱち、と。

　波打つように空へと燃え上がる炎と、そこから生まれる幾いく千せん万まんという火の粉。

「……ここは原油の採さい掘くつ場だというのに」

　炎の壁かべを見上げるシスベルが、身をふるわせた。

「火が原油に引火したら、わたくしたち助かりませんわね……」

「僕らだけで済む問題じゃないさ。引火したら郊こう外がいの住宅街まで吹き飛ぶ規模だ」

　頭にふりかかる火の粉を剣けんで払はらい落とし、イスカは身構えた。

　観光地リゾートは一晩で灰と化すだろう。

　……帝国の誰だれだ？　司令部か、それとも八大使徒なのか。

　……誰がこんな凶きよう悪あく兵器を遣つかわせたんだ。

　殲滅物体オブジエクト。

　いや、殲滅物体オブジエクトというのは「魔ま女じよ狩がり」の機体のシリーズ名だ。この機兵はもっと別の、帝国兵にさえ知らされていない未知の物体。

『エネルギー再転、「核コア」に直結。星体分解砲ライフ・フオーム・インテグラの発動まであと五秒』

　突きでた胸部にぽっかりと空いた穴に、光が灯る。

「さっきの奴やつか……！」

「うそ!?　あんな極大エネルギー放射したら、普ふ通つうの兵器はもう動けないよ!?」

　一流の機工士である音々が、指を突きつける。

　今まさに光を圧縮させつつある殲滅物体オブジエクトへ。

『星体分解砲ライフ・フオーム・インテグラ』

「高速徹甲弾ピアシング・シヨツト！」

　轟ごうッッ！

　装そう甲こうに覆おおわれた機兵がひざまずく。

　音々の衛星兵器から射出された砲ほう弾だんが、その背中を大きく抉えぐるように陥かん没ぼつさせたのだ。今まさに溜たまっていた閃せん光こうが、みるみるうちに拡散していく。

「やった、ギリギリ止めたよ！」

「いいタイミングだ音々」

　エネルギー充じゆう塡てんまでには再び時間を要する。

　強固な外がい殻かくが剝はがれた殲滅物体オブジエクトならば、イスカの星剣でも破は壊かいすることは可能。

『全機能解放』

　イスカが踏ふみだしかけた、その刹せつ那な。




　──十二の衛星端たん子しを　放出する




　再び剝がれる装甲。

　ぶ厚い外殻ではなく、その内側の薄うすい内装が音を立てて剝がれ落ちていく。

　銀色の花はな吹雪ふぶき──

　十二枚からなる銀色の機械片へんが、風に舞まう桜の花びらのように、殲滅物体オブジエクト本体のまわりを舞い始めたのだ。

　まさしく衛星。

　巨きよ大だいな惑わく星せいのまわりを回る小天体さながらに。

「ま、また姿を変えたのですか!?」

「イスカ兄止まって、アレぜんぶ感知器センサーだよ！　近づいたら撃たれる！」

「……どういうことだ音々」

　ポニーテールの少女が、再び指に嵌はめたリングを差し向けた。

　徹てつ甲こう弾だんの残数はゼロ。

　衛星兵器に格納されている弾たまで、この殲滅物体オブジエクトに効果的なものは──

「擲弾グレネード！」

　ふりそそぐ高性能炸さく薬やく弾だん。

　局所的な爆ばく発はつを引き起こすこの弾丸は、二重の装甲すべてを剝がした殲滅物体オブジエクトを完全停止させるのに足る破壊力をもつ。それが。

『星体分解砲ライフ・フオーム・インテグラ』

　夜空を疾はしる十二の閃光。

　宙を舞うすべての衛星端子が同時に輝かがやいて、落下する擲弾グレネードを狙ねらい違たがわず灼やき貫つらぬいた。じゅっ、と音を立てて夜の闇やみへと蒸発する。

「撃ち落とした!?」

「……やっぱり」

　音々が苦々しく吐き捨てる。

　撃げき墜ついしたのだ。ほぼ頭上から落下する超ちよう高こう速そくの擲弾グレネードを、それもこの闇やみ夜よのなかで。

「イスカ兄、絶対に近づいちゃだめ！　あの感知器センサーの範はん囲いがまだわかんない。捕つかまったら閃光レーザーに焼き切られちゃう！」

「タチの悪い兵器だ……」

　光速で放たれる十二本の光。

　イスカであっても光の矢を躱かわすことは不可能だろう。

「音々、何とかならないのか。こいつを仕留める手段は!?」

「……ジン兄ちゃんなら」

　じりじりと迫せまってくる殲滅物体オブジエクトを睨にらみつける、音々。

「音々の『星』だと上から爆弾を落とすことしかできないけど、ジン兄ちゃんなら死角を見つけて狙そ撃げきできるかもしれない」

　宙を舞う十二の衛星のスキマを潜くぐりぬける、針穴をとおす弾道。

　奇き蹟せきじみたタイミングと神がかった技量を要するその狙撃は、一流の狙撃手であっても困難極きわまる超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうに違ちがいない。

　だが、ジンならば実現するだろう。

「音々──」

「わかってる。イスカ兄ここで耐たえて。音々、隊長とジン兄ちゃんたちを見てくる！」

　ポニーテールを大きくなびかせて少女が走る。

　その姿がまたたく間に夜に溶とけていく間にも、超重量の兵器はみるみる金網フエンスへと近づいてくる一方だ。

　イスカにもシスベルにも、もはや背後に逃にげ場はない。

『エネルギー再転、「核コア」に直結』

　殲滅物体オブジエクトの本体に光が灯ともったのは、その時だった。

『星体分解砲ライフ・フオーム・インテグラの発動まであと十五秒』

「まだエネルギーに余力があるのか!?」

　異常過ぎる。

　十二のパーツからそれぞれ光を撃うちだすだけでなく、あの極大エネルギーの熱線をまだ本体から射出できるというのか。

　……もう一度放たれたら。

　……僕らが浴びても避さけても、お終しまいなんじゃないか!?

　閃光が原油にふれれば大爆発。

　あと十五秒以内に殲滅物体オブジエクトを完全停止させるしか手がない。だが本体のまわりは衛星によって鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよがなされている。

「くそっ……」

　ジンの到とう着ちやくがあと十五秒以内に間にあう可能性は？

　それはゼロ。ありえない。たとえ間に合っても十五秒以内に狙撃など不可能。なれば、この局面に打つ手など────

「走りなさいイスカ！」

　始祖の末まつ裔えいシスベル・ルゥ・ネビュリス９世。

　愛らしき金きん髪ぱつの魔ま女じよが、決死の表情で声を響ひびかせた。

「……この場で死ぬわけにはいかないのです。わたくしも腹をくくりました」

「シスベル!?」

「まずはこの場を乗りこえるのです。わたくしも出し惜おしみしません」

　過去を視みる。つい先ほど、彼女はイスカに力の秘密を教えたばかり。

　それが何の役に立つ？

　今この瞬しゆん間かんにシスベルの力が機能するとはとうてい思えない。なのに────

　なぜ少女の目に光が灯っているのか。

「灯ともしびよ、星の栄えい華がをよみがえらせて！」

　歌うように口ずさむ。

　そんな魔女の胸むな元もとから、力強い星の輝きがあふれだす。灯の星せい霊れいが、主あるじの命に応こたえてその真価を発揮した瞬間だった。




『大星祭コスモメモリー・すべての忘れられた子供たち』




　悠ゆう久きゆうの時をこえて。

　大いなる星の過去の「姿」と「音」とが召喚される。

　──巨大な砂すな嵐あらし。

　暴風が、殲滅物体オブジエクトを吞のみこんだ。

　凄すさまじい砂と砂じや利りとを巻き上げて風が吹ふきあれて、宙を舞う十二の衛星たちをもまとめて砂色に包みこむ。

「砂嵐!?」

「映像ですわ。百五十年前、この地に起きた伝説の砂嵐です」

「……これが映像なのか!?」

　風は吹いてない。だが本物としか思えない大量の砂が舞って視界が覆い隠かくされて、風の轟ごう音おんもそのまま再現されているのだ。

　偽にせの砂嵐とは思えない。

　イスカさえ言われるまで気づかなかった。

「灯の星霊の本質は『事象の召しよう喚かん』ですわ。呼び出せるのが姿と音だけなので、便べん宜ぎ上じよう、映像と呼んでおりますが」

　……映像って言われなかったら絶対にわからない。

　……これはもう催さい眠みん術とか幻げん覚かく術だ。

　戦場で発動すれば敵味方無差別に大混乱に陥おちいるだろう。

　殲滅物体オブジエクトも例外ではない。十二の衛星が砂嵐によって視界を奪うばわれて、感知器センサーの機能が完全に妨ぼう害がいされている。

「わたくし唯ゆい一いつの自衛手段です。これだけ大規模な再現は女王おかあさまにも見せてない術なので、秘密に願います」

　にこりと微笑ほほえむシスベルが、口元を引き締しめて。

「あと九秒！　あなたが感知器センサーに狙われることはありません、早く！」

「──ああ」

　砂嵐のなかに身を投じる。

　何億という砂の粒つぶが視界を埋うめつくし、鼓こ膜まくをつんざく轟音が鳴りひびくなか、一直線にイスカは駆かけた。

　砂の暴風。

　その奥に、衛星たちに守られた殲滅物体オブジエクトの姿がある。

　すべての外装を放出し、人間のように細く華きや奢しやな身体からだになった機械兵。そこの中心部に光る星霊エネルギーの瞬またたきめがけて──

「いくぞ」

　地を蹴ける。

　その瞬間、殲滅物体オブジエクトがふり向いた。この凄まじい砂嵐のなかであっても、十二の感知器センサーは高速で接近しつつある気配をかぎ取っていたのだ。

『星体分解砲ライフ・フオーム・インテグラ』

　光が瞬く。

　超圧縮された閃せん光こうが、今まさに殲滅物体オブジエクトめがけて接近する影かげを撃ちぬいた。

　イスカ────

　ではない。

　イスカの隣となりを走る大型肉にく食しよく獣じゆうの映像を、撃ちぬいた。

『？？？』

「蛇の王バジリスクですわ。百年前、この砂さ漠ばくは蛇の王バジリスクの巣そう窟くつだったのですが、当然、殲滅物体あなたにはインプットされていないでしょうね」

　魔女の種明かし。

　シスベルが再現したのは砂嵐だけではない。同時に、この砂漠の王たる獣けものをも映しだしていたのだ。

　イスカの姿を隠す砂嵐。

　イスカの囮おとりとなる蛇の王バジリスク。その二つの姿を。

「知は力なり。この地の歴史から勉強し直していらっしゃい」

　一閃。

　殲滅物体オブジエクトの中心を狙い違たがわずイスカの星せい剣けんが破は壊かいした。

『────』

　黒くろ塗ぬりの機兵が仰あお向むけに倒たおれる姿。

　硬かたい地面に背をぶつけるや、胸の大穴に灯っていた星霊エネルギーらしき輝きも消しよう滅めつ。そして動かなくなる。

「た、倒したんですの……」

「何とかね。予想以上にとんでもない相手だったけど」

　だが倒しただけではだめだ。

　ここから「殲滅物体オブジエクトを破壊したのは皇おう庁ちようの星霊使い」に擬ぎ装そうさせる細工がいる。

　機兵の胸にはイスカの斬ざん撃げきの痕あとがあるし、背中には音々が撃った徹てつ甲こう弾だんの大穴が空いている。この痕を隠す必要がある。

「あと、こいつの中身も確かめないと」

　微び動どうだにしない機兵を見下ろして。

「君も見ただろ。こいつの奥から生まれてた光」

「……星霊エネルギーに似てましたわ」

「僕にもそう見えた。電気による発光じゃない」

　調べるとしたら内燃機関だろうか。じきに音々がジンとミスミス隊長を連れて戻もどってくる。音々ならば──

『行動不能。コア「■■■■■の獣」放出』

　自動音声。

　機械兵の内部から生まれるものを感じとり、イスカの背筋をぞっと寒気が駆けぬけた。動かないはずの機械兵の奥底から感じる気配。

　この寒気はいったい何だ!?

「な、なんですかこの光……いえ、炎ほのお!?」

　シスベルが喉のどを嗄からして叫さけんだ。

　機械の部品パーツと部品パーツの繫つなぎ目。

　その亀き裂れつから、まるで蒸気が漏もれるように真っ青な炎があふれ出しているではないか。一度は消えたはずの星霊エネルギーが再燃焼。

　それが、さっきよりも勢いを増して膨ふくれあがっている。

　……何が起きるかわからない。

　……だめだ。悠ゆう長ちようにコイツの正体を調べてる余よ裕ゆうなんてない！

　危険だ。全身から噴ふきだす冷ひや汗あせがそう告げている。

「離はなれろ！」

「は、はい！」

　同時に走りだす。

　だが少女シスベルは、数歩とたたずにその場にガクンと膝ひざをついた。王宮暮らしの王女の足が、荒あれはてた路面を走り続けたことで限界を迎むかえたのだ。

「ま、まってイスカ！」

「……シスベル!?」

　悲鳴を上げる少女にふり返る。

　その時にはすべてが遅おそかった。機械兵の内から漏れる光が、臨界に到とう達たつ。

「たすけ────────」

　光の爆発フレア。

　機械兵の内側からほとばしる爆ばく炎えんが、あたりを覆おおい包むように拡張し──




〝わたしの妹に何する気？〟




「凍りつけ」

　氷の壁かべが生まれた。

　世にも美しき氷ひよう塊かいが、イスカとシスベルを守る城じよう壁へきのごとく聳そびえたつ。膨れあがった炎を堰せきとめ、その冷気でもって瞬く間に熱波を消し去る。

「……お姉様!?」

「捜さがしたわよシスベル」

　アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世。

　砂漠の夜風に身をさらす美しき姉を前に、妹シスベルが目をみひらいた。

「ど、どうしてここに？」

「あなたに話があるからよ。でもそれは後。……イスカ、これはどういうことなの！」

　息を切らせたアリスがふり返った。

　剣を握にぎる帝てい国こく剣けん士しへ。

　──氷ひよう禍かの魔ま女じよアリスは知っている。

　──黒くろ鋼がねの後こう継けいイスカが戦う理由は、彼の手で純血種を捕とらえることだと。

　つまり妹シスベルを狙ねらった帝国軍はイスカ？

「じゃあないわよね」
















　イスカをじっと凝ぎよう視ししてから、アリスは眉まゆをひそめていた。

　妹シスベルの敵は彼イスカではない。

　なぜなら他ほかならぬシスベルが、彼の背に隠れるように寄りそっていたからだ。

「一言で説明してちょうだい。今なにが起きてるのかしら」

「見ればわかるだろ」

　光の爆発フレアの先。

　煙けむりと炎とが消えたその奥から、夜に染まった鈍にぶい発光体が這はい出てくる。薄うす暗ぐらい、藍あい色いろに輝かがやく人間のようなシルエット──。

　殲滅物体オブジエクトの核かく。

　その全身から、星せい霊れいエネルギーに似た光があふれ出しているではないか。

「アイツが味方に見える？」

「……わかりやすい見た目で助かるわ。とにかくあの幽ゆう霊れいもどきを倒すのが今この場での最優先ってことね」

　悠ゆう然ぜんとうなずいて、アリスが発光体と向かいあう。

　幽霊。

　おぼろげに光る人間型のシルエットは、たしかにその喩たとえがあてはまる。だが、ならばあの星霊エネルギーのような光の正体は？

「さっさと倒していいんでしょう。ならわたしが──」

『エネルギー再転』

　人型をした発光体が、その手のひらをアリスへと差し向けた。

『星体分解砲ライフ・フオーム・インテグラの発動準備』

「いけない！　お姉様にげて！」

「え？」

　シスベルの悲鳴に、アリスがきょとんと目を瞬かせる。

「なに言ってるのシスベル。こんな奴わたしがさっさと片付けて──」

「アリス！」

　敵国の王女へ、イスカは吼ほえた。間に合わない。アリスの脚きやく力りよくでは、今から逃にげようとしても閃光の照準から逃のがれることは不可能だろう。

「花！　今すぐ展開するんだ！」

「な、なに言ってるのイスカ。あれはわたしの奥義とつておきよ。そう簡単に……」

「早く！」

　魔女の姫ひめアリスリーゼの「氷花」。

　戦場以外の場で、自分の秘ひ奥おうをたやすく披ひ露ろうすることに躊躇ためらいもあったに違ちがいない。

　その逡しゆん巡じゆんを、好敵手ライバルへの信しん頼らいが上回った。

　──彼イスカが言うのだ。

　──そこには必ず理由がある。

『星体分解砲ライフ・フオーム・インテグラ』

「咲さきほこれ！」

　硬く澄すみきった音がこだまして。

　アリスの眼前に生まれたのは、世にも美しい鏡の盾たてだった。

　──氷花。

　アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世に宿る『氷花の星霊』の本質にして最高の星霊術が、世にも美しい大輪の氷花として顕けん現げん。

　その盾が、巨きよ大だいクレーンさえ真っ二つにした閃光を受けとめ、斜ななめ後方にはじき飛ばす。

「……すごい。さすがお姉様」

「────」

「お姉様？」

　シスベルが固かた唾ずを吞のんで見守るなか。

　他ならぬアリスの唇くちびるは、氷のように青ざめていた。

　わずかでも展開が遅おくれれば光に全身を薙なぎはらわれていた。イスカの言うとおり氷花の発動以外にあの閃せん光こうを防ぐ手段はなかっただろう。

　間かん一いつ髪ぱつの生せい還かんだったのだ。

「……緩ぬるかったわ」

　すっ、と目を細める金きん髪ぱつの少女。

「戦場じゃないからって意識が希き薄はくだったわね」

　氷禍の魔女として帝国から恐おそれられる純血種の魔女として、アリスが「本気」の戦せん闘とうを決した表情へ。

「シスベルさがってなさい。この相手はちょっと危険よ、一いち撃げきで終わらせるわ」

　人差し指を、殲滅物体オブジエクトへ。

　一いつ切さいの手加減なく全力でお見み舞まいしてやる。アリスからの戦意に対し、殲滅物体オブジエクトの行動はあまりに予想外のものだった。

『エネルギー残量、下限に到達』

「……？」

『カウント十』

　自動音声、そして浮ふ揚よう。

　アスファルトの路面から浮うかびあがる殲滅物体オブジエクトが発した数字と共に、イスカは唇を嚙かみしめながら頭上を見上げた。

　……音々が言ってたとおりだ。

　……一兵器が、これだけのエネルギーを放射し続けられるわけがない。

　殲滅物体オブジエクトにもはや力は残されていない。

　その場面で。八大使徒が、用済みの兵器に対して行う「決定」は一つしかない。

「こいつ自爆する気だ！」

「そんなっ!?」

「……なんですって！」

　魔女の姉し妹まいがそろって顔を引き攣つらせた。

　ここは原油採さい掘くつ場だ。爆発がどれだけの規模であるかは未知だが、採掘場の倉庫を吹ふき飛ばす威い力りよくは備えているに違いない。

　全方位にわたる炎えん上じよう。

　アリスといえど瞬しゆん時じに抑おさえきれる規模ではないだろう。

『カウント八────七────』

　ゆえに、カウントダウンの終しゆう了りようまでに完全破は壊かいする。イスカとアリスは、無言のうちにそう理解した。

「氷禍・千ち々ぢの剣けん扇せん舞ぶ！」

　千々の蒼そう弾だん。

　超ちよう低温によって生みだされた氷の弾丸が、夜空に蒼あおの軌き跡せきを描えがいて飛んでいく。粉こな吹雪ふぶきが舞まうように光が瞬またたき、それが狙い違たがわず殲滅物体オブジエクトの全身を貫つらぬいた。

　ただの弾丸ではない。

　アリスの術は超低温。分子運動さえ停止させる極限の冷気が、発光体のまわりの空気を凍らせて宙に停止させる。が。

『カウント五────四────』

　カウントダウンは止まらない。

「癪しやくだけど時間がないわ……イスカ！　そこよ！」

「知ってる」

　氷禍の魔女がふり向いた先で、既すでにイスカは走っていた。

「この金網だろ」

　凍りついた金網フエンス。

　アリスの蒼弾が触ふれたことで凍りついたもの。その上部へと飛び移り、それを土台にしてさらに空へと跳とび上がる。

　金網フエンスの強度では、土台としての硬かたさが足りない。

　だが今ならば。

　アリスの氷で硬く覆おおわれた金網フエンスは、イスカの跳ちよう躍やくに耐たえうる強度となっている。

　偶ぐう然ぜんではない。

　氷禍の魔女アリスはそれを完全に計算し、黒鋼の後継イスカはその意図を暗あん黙もくのうちにくみ取って、そして応こたえてみせたのだ。

『カウント三───二────』

「終しまいだ」

　宙をわたる剣けん士し。

　夜と同化する黒の星剣が、氷こおり漬づけの殲滅物体オブジエクトを切り裂さいた。




　破は裂れつする、光の粒りゆう子し。




　爆ばく発はつは起きなかった。

　着地するイスカの頭上で、夜がゆっくりと元の薄うす墨ずみ色いろに染まっていく。一方、その光景を見上げる地上では。

「……納なつ得とくいかないわ」

　アリスが、あからさまな不ふ機き嫌げん顔だった。

「ああもう！　わたしが望んでるのはキミとの決着であって、キミとの共闘じゃないのに。なんでこう勘かん違ちがいされそうな事ばっかり起きるのかしら！」

　ここは独立国家アルサミラ。中立都市のように「戦闘禁止」宣言を謳うたっているわけではないが、それでも正面きって皇おう庁ちようと帝てい国こくが戦うわけにはいかない。

　ここでイスカとアリスが全力で戦えば──

　それこそ、この原油採掘場の被ひ害がいは甚じん大だいなものになるだろう。それは皇庁の王女としてアリスも望むものではない。

「まあいいわ……帝国兵も他ほかに見あたらないし」

　はぁ、と深い溜ため息いきをついて。

「イスカ、あらためて話を聞かせてちょうだい。こんな場所でこんな時間に、キミはシスベルこのこと何をしてたのかしら」

「お姉様」

　つん、と。

　姉のスカートを引っ張ったのは、すぐ後ろにいたシスベルだ。

「待ちなさいシスベル。今はわたしとイスカが──」

「お姉様、帝国剣士イスカをご存じなのですね？」

「あ……」

　アリスが我に返った。

　しまった、と声にこそ出さないものの、そんな表情だ。決死の状じよう況きようゆえごくごく自然にイスカと馴な染じんでしまっていたが。

「やっぱり」

　シスベルが不信げに目を細める。

「お姉様、なぜ皇庁の姫であるお姉様が、この帝国剣士と知り合いなのですか。しかも、そんな名前を呼んで親しげに」

「…………」

「前々から気になっていました。お姉様は、彼とどんな関係なのですか」

「…………」

　こくん、とアリスが息を吞む。

　そして。

「いえ、全然知らないわ。あなたは誰かしら。ああ、きっとシスベルの護衛ね？」

　イスカに向けてそう言った。

「えっ!?　ちょ、ちょっとお姉様!?」

「アリス!?」

　──いいから口裏を合わせて！

　──キミだって皇庁の姫わたしと知り合いだなんて容疑はまずいでしょ。

　妹シスベルに背を向ける姉アリスからの、必死のまなざし。

　これは双そう方ほうにとっての死活問題。

　イスカは、氷禍の魔女アリスとの接せつ触しよくを司令部に疑われれば再び牢ろう獄ごく行き。

　アリスは、帝イ国ス兵カとの接触を王家に知られれば立場が危あやうい。

　互たがいに内密に。

「そうよね？」

「……あ、そうそう！　僕も全然知らなかった。あ、あはは……」

「お姉様、今さらそんな噓うそはやめてください」

　シスベルの声は冷ややかだった。

「アリスお姉様は今たしかに『イスカ』と名を呼んでいたではありませんか」

「シスベルあなたがさっき呼んでいたのを聞いたのよ。それにこんな状況だもの。この剣士を、あなたの護衛だと思って声をかけるのは当然ではなくて？」

「……白を切りますか」

「あら何のことかしら」

　冷めた表情の妹と、そしらぬ顔の姉。

　イスカが見守るその前で。

「わかりました。ではお姉様は、彼と知り合いではないということですね」

「そうよ。まったくちっとも何とも知らないわ」

「好都合です」

「……え？」

「そういうことですよイスカ」

　王女シスベルの勝ちほこった微び笑しよう。

　その意味をアリスが測りかねている間に、愛らしい少女はあっという間にイスカの目の前までやってきていた。

「今の戦いで確信しました、イスカ。やはりわたくしの目に狂くるいはなかった」

　イスカの手を取って。

　皇庁の姫は、目を潤うるませて宣言したのだった。

「わたくし、あなたを部下にするまで諦あきらめません。必ずや部下に迎むかえ入れてみせますわ。次代女王シスベル・ルゥ・ネビュリス９世の名にかけて！」

「待ちなさい──────!?」

　アリスの絶ぜつ叫きよう。

　イスカの前に立ちはだかって、力ずくで妹シスベルを引き剝はがす。

「な、ななな……何を言ってるのシスベル!?」

「お姉様には関係なきことです」

　ふふん、とシスベルが勝ちほこる。

「イスカはわたくしの部も下のになるのです」

「冗じよう談だんじゃないわ。イスカはわたしの好敵手ものよ！　ね？　そうよね！」

「……いやその、知らないフリって言ったのアリスだろ」

　アリスとシスベル。

　他ならぬ魔女の姫二人に挟はさまれて、いったい何と答えればいいのだろう。

「イスカ兄っ」

　暗いアスファルトの向こうから、音々の声が伝ってきたのはその時だった。

　さらに複数人の足音。

　これはジンとミスミス隊長のものだろう。

　……まずい!?

　……こんな場面を見られたら、今度こそ僕がみんなに疑われる！

　いまだ睨にらみあうアリスとシスベルへ。

　イスカは颯さつ爽そうと背を向けた。

「悪い二人とも。仲間が呼んでるから僕はもう行くよ」

「あっ!?　ちょっとイスカ！」

「イスカ。わたくし諦めませんからね！　絶対ですよ！」

　姉し妹まいの声から逃にげるように。

　イスカは、全速力でその場を後にしたのだった。



















　　　Intermission　『力の対価』







　魔女の楽園。

　ネビュリス皇おう庁ちよう・第八州リースバーテン──皇庁の国境に隣りん接せつし、中立都市との交流も盛さかんなこの地区は、多くの世界的文ぶん豪ごうが生まれたことで知られている。

　美しく整備された街並みと、穏おだやかな人の行き交かい。

　雲一つない蒼そう穹きゆう──

　広場に面した喫カ茶フ店エのテラス席に目をやれば、多くの女性たちが午後の一いつ時ときを満まん喫きつしている姿がある。

　そんな喫カ茶フ店エは、今、ざわめきに満ちていた。

　ほぼ満席のテラスに現れた男。その姿が、目も醒さめるような美び丈じよう夫ふであったからだ。

「────」

　男が、通りぞいの席に無言で腰こしかける。

　凜り々りしく彫ほりの深い白はく皙せきの面おも立だち。そのまなざしは鋭するどく、引き締しめられた口元には何者を前にしても揺ゆるがぬ絶対的な威い厳げんが満ちあふれている。

　際きわだつ長身に、隆りゆう々りゆうと鍛きたえられた裸はだかにコート一枚だけを羽織った姿。

　──まるで劇の一幕。

　テラス席に腰かけただけなのに、その男の凜々しい振ふる舞まいには、若い少女から貴婦人までを虜とりこにする色いろ香かがあった。

「お、お客様……ご注文は……」

「────」

　顔を赤らめながら接するウェイトレスの少女に、男が無言でメニューを指ししめす。

「た、ただちに！」

　店内に走っていく彼女ウエイトレスには目もくれず。

　白しろ髪かみの美丈夫が取りだしたのは、十数ページにわたるレポート紙だ。難解な専門用語で記されたソレをじっと読み進める。

　やがて。

「……癪しやくにさわるな」

　押し殺した迫はく力りよくのある声で、男はそう口にした。

　サリンジャー。

　遡さかのぼること三十年前、先代女王に刃は向むかって王宮に単身突とつ入にゆうするという前代未み聞もんの事件を引き起こした「超ちよう越えつ」の魔ま人じん。暦こよみの上では五十を優にこえる老人のはずが、その肉体も美び貌ぼうもそして闘とう志しも、衰おとろえるどころか全ぜん盛せい期。

　むしろ今なお成長段階にある。

「お、お待たせしました！」

「…………」

　珈コー琲ヒーとスフレパンケーキのセット。それを運んできたウェイトレスへ、代金とチップを放ほうり投げるように手て渡わたしてから。

「天てん帝ていユンメルンゲン。あの化け物め」

　サリンジャーは、苛いら立だちまじりに呟つぶやいた。

「久方ぶりに俺の前に現れたと思いきや、何の気の迷いだ。俺にこんな記録を押しつけるとは」

　レポート紙。

　帝国の「ある研究機関」が発行した最重要機密文書。むろん、施し設せつ外に持ちだすことは禁じられている。

　だが帝国の象しよう徴ちようならば──

　帝国最高権力者たる天帝ユンメルンゲンだけは、その限りではない。




〝実験結果──

　先天的に■■を有する魔女に弱めた■■■■■を投とう与よし、一週間後の■■の拡大を確かく認にんする。純血種『Ｅ被検体』に対しての投与に、好反応あり〟




「Ｅ被検体か。名前に思いあたる節は二人だが」

　王宮にひそむ始祖の血脈。

　そこに連なる者たちの名と顔を思い浮うかべてから。

「俺の知ったことではないな」

　サリンジャーは、レポートをくしゃっと握にぎりつぶした。

　掌てのひらのなかで燃えて灰になり、風に吹ふかれてサラサラと消えていく。その光景を感かん慨がいもなくぼんやりと見上げて。

「……ん？」

　白髪の美丈夫は、ふと、自分のすぐ横にいた幼い少女に気づいた。

　じーっと。

　彼女がまばたき一つせずに見上げているのは自分サリンジヤーではなく、テーブルに置いてあるスフレパンケーキ。焼きたての甘い芳ほう香こうを嗅かぎつけてきたのだろう。

「なんだ娘むすめ」

「お兄ちゃん、それ食べないの。食べないならちょうだい？」

　あまりにも率そつ直ちよくで無愛想だ。

　幼さゆえ。あと少し年ねん齢れいを重ねれば、愛あい想そのいい笑え顔がおで、そして人なつこい声でねだることも覚えていただろうが。

「娘、お前に言っておくことが二つある」

　魔人の呆あきれた口ぶり。

「一つ、俺はそんな軟なん派ぱな呼こ称しようなど好まん。そして二つ目。コレは俺が支し払はらったものだ。物もの乞ごいするな。対価を払はらわずに得られるものなどない」

「…………」

　うつむく少女。

「そもそもだ。娘、お前は金を持っているだろう」

　紐ひもで首にかかっている小こ銭ぜに入れ。

　この少女は何も無一文ではないのだろう。そう思っていたが。

「お金はいってないもん」

「ん？」

「ぴかぴか石。河原で拾ったの」

　幼い少女が、小銭入れを逆さにひっくり返す。

　俺の席に勝手にばらまくな──

　サリンジャーがそう止めるより早く、珈琲カップのまわりに散らばる小さな石たち。いずれも淡あわい色味で、縞しま状の模様がついている。

「縞瑪瑙オニキスか。大したものではないが」

　その一つ。

　もっとも小さくて丸いものを、サリンジャーは無造作に摘つまみあげた。

「あっ！　だめ。それアタシの──」

「これでいい」

「……え？」

「これが対価だ。ただし、次はもっと綺き麗れいな石を探しておけ」

　ぽかんと惚ほうける少女に背を向けて、歩きだす。焼きたてのスフレパンケーキをそっくりテーブルに残して。

「だが女王ミラベアよ。お前の対価はこれほど安くないぞ？」

　超越の魔人は、吐はき捨てるように言葉を続けた。

「お前の幸運は女王の座を手に入れたこと。お前の不幸は、女王の座を手に入れたことの真の代だい償しようを知らないこと」

　暗い小道。

　陽ひのささない路地裏へと続く道を、まっすぐ突つきすすむ。

「せいぜい残りの王権を楽しむのだな。始祖の血脈……真のバケモノがじき貴様の喉のど元もとに嚙かみつくぞ」

　魔人は進む。

　中央州。ネビュリス王家の集つどう城をめざして──










　　　Epilogue　『だれのもの？』
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「あと十五分だけだから。それ以上は、一いつ緒しよにいる部隊なかまに怪あやしまれる」

「わかってるわよ」

　独立国家アルサミラ──

　その巨きよ大だいショッピングモールに設けられた休きゆう憩けいスペースの一角で、イスカは、アリスと一つのベンチに揃そろって腰かけていた。

　まわりから見れば恋こい人びとに見み紛まがわれるかもしれない。が、当事者である二人の表情には、深い憂ゆう慮りよが刻まれている。

「……さっきの話の確認だけど」

　肩かたがふれるほど近い距きよ離りにいるアリス。

　絹糸のようにやわらかい金きん髪ぱつが自分の肩にまでのっかって、その慣れない感かん触しよくが妙みようにむずがゆい。

　……ああもう、集中しろ。

　……今は僕の人生のかかった話をしてるんだから。

　なるべくアリスの横顔を見ないようにしながら。

「シスベルの部屋に、一年前の僕の情報誌が隠かくしてあった？」

「ええ。あの子、わたしとキミの関係を疑ってるのよ。王女のわたしが帝国と繫つながってる。そう疑ってるに違ちがいないわ」

　繫がっているのではない。

　もしもこの場所が独立国家ではなく戦場であったなら、イスカとアリスは無言のうちに全力の戦せん闘とうを開始していたはずなのだ。

　それが宿命。

　二人の間あいだ柄がらは敵であり好敵手ライバルである。馴なれ合うつもりはない。

「……なのに何でかしら。キミと出会うのはこんな場所ばっかり」

「……それは僕の台詞せりふだし」

　自国を裏切ってなどいない。自分たちは、本心から自国のために戦っている。

　それを誤解されるのは大きな迷めい惑わくだ。

「だから再確認よ。皇おう庁ちようの人間の前では、わたしとキミは知らないフリをしてほしいの。たとえ妹シスベルの前であっても」

「シスベルには、たぶんすごい疑われてると思うけど」

「それでもよ。中立都市エインのことを知られるのが一番まずいでしょ。わたしにとってもキミにとっても」

「……わかった。ただ、一つ訊きいていいかな」

「ええ」

「あの子は、アリスの妹じゃないのか？」

　実の姉し妹まいだ。それなら自分イスカとの経けい緯いも素す直なおに話せないのだろうか。

　それがイスカに理解できない点だ。

「妹よ。だけど……」

「だけど？」

「女王になれるのは一人だけよ」

「っ」

「わたしだって悩なやんでるの。昨日の夜、わたしは無我夢中であの子を捜さがして駆かけつけたわ。だけどそれで一いつ瞬しゆん……後こう悔かいしそうになったの。なんで助けたの？　助けなければ女王候補が一人減ったのにって」

　アリスの瞳ひとみにうかぶ嘆なげきの色。

　それは、イスカの見ている前で怒いかりに変わった。

「恥はずかしいわ。そんなこと一瞬でも考えてしまった自分が情けないのよ。そうじゃないでしょ、女王の座は、そんな姑こ息そくな真ま似ねをして手に入れるものじゃないわ。民衆も王家も、すべてを納なつ得とくさせて従えてこそ──────……あ…………」

　口早に捲まくしたてた王女が我に返った。

　イスカに対し、恥ずかしそうに目をそらす。

「ご、ごめんなさい。帝てい国こく兵のキミに言う話じゃなかったわね……」

　そして立ち上がる。

　まだベンチに座っているイスカを見下ろして。

「これは取引よ。……滅めつ多たに機会なんてないでしょうけど、キミには、わたしとの関係を喋しやべらないでほしいの」

「星せい霊れい部隊に捕つかまって拷ごう問もんされても？」

「もちろんよ、そのかわり──」

　金髪の少女が腰こしをかがめる。

　イスカと同じ高さのまなざしで。

「そのかわり、わたしも一つ、キミの大事な秘密を隠してあげる」

「何をさ？」

　大事な秘密？

　イスカにとって、アリスとの接点以上に大事な秘密の心当たりがない。他ほかならぬアリスがわざわざ提示するものがあるだろうか。

「キミの隊長は魔女になった。そうでしょ？」

「……っ！」

　その場で立ち上がりかけた。

「星脈噴出泉ボルテツクスに落下した時ね。星せい紋もんの場所も知ってるわ、左ひだり肩かたよ」

「……そこまで知ってたのか」

　いつ、どこでそこまで知りえたのか。

　だがアリスは「魔ま女じよの楽園」の王女だ。帝国人である自分より、星霊についてははるかに敏びん感かんなことだろう。

　……わざわざ魔女なんて言い方をするのは。

　……帝国側でそれをバラしたらどうなるかっていう意図か。

　帝国軍の隊長が魔女化した、と。

　それを漏ろう洩えいされれば第九○七部隊は崩ほう壊かいする。

「わかったでしょ。わたしもキミも互たがいの秘密を握にぎりあってるの」

「……わかった」

　肩をすくめてみせる。

「今の話も含ふくめ、僕らだけの秘密ってことで」

「そういうこと。互いにヒミツにしましょ。……ふふ、こういうの、何だかドキドキするわね。対等な関係らしくていいわ」

「なんで嬉うれしそうなのさ」

「う、嬉しそうになんてしてないわよっ!?　もう、失礼しちゃうわ！　わたしは真ま面じ目めな話をしてるのに」

　さっと前まえ髪がみをはらってアリスが咳せき払ばらい。

「わたしはシスベルと話があるから。それじゃあ──」

「ああ、またどこかで」

　魔女の姫ひめが身をひるがえす。

　歩くたびに金髪が軽かろやかに踊おどる、その優ゆう雅がな後ろ姿を見送って。

「僕も行かないと。隊長を待たせてるし」

　イスカもその場を後にした。

「……悩みどころだな。この国に留とどまっていいのか、場所を移すか」
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　イスカと別れたショッピングモール──

　その入り口を一歩出て。

「ふぅ、外は暑いわね。日ひ傘がさを持ってくればよかったかも……」

　アリスは、頭上から燦さん々さんと照りつける日ひ射ざしに目を細めた。

　砂さ漠ばくの観光地アルサミラ。昨日の真夜中とはうって変わって、この昼間は茹ゆだるような灼しやく熱ねつの気候となる。

「アリスお姉様」

　そこへ。

　可愛かわいらしい日よけ帽ぼうをかぶってやってきたのは、実の妹シスベルだ。

「あら、その帽子は？」

「先ほど買いました。少しでも変装にと思って」

　妹が、鍔つばの大きな帽子を目ま深ぶかにかぶってみせる。

「仮か面めん卿きようがあなたを捜さがしているから？」

「────」

　シスベルは無言。

　今までどおりだ。ようやく王宮の外に出たことで少しは開放的になるかと期待したが、肝かん心じんなところで口をつぐんでしまうのは変わらない。

　……でも一つ疑問は解決したわ。

　……昨日の夜、シスベルがこれだけは話してくれたから。

　一年前の魔女脱だつ獄ごく事件──

　そこでイスカが助けだした魔女が他ならぬシスベルであったというのだ。それに関する情報誌を隠し持っていたのは、当時の帝国兵を調べていたのだと。

　アリスと彼イスカの関係を疑っていたわけではない。

　ただし──

　シスベルが帝国に捕らえられた大事件を、アリスは王宮内で聞いたことがない。

　誰だれかが情報統制した？

　普ふ段だんから部屋に閉じこもっているシスベルならば、部屋からいなくなっても王宮の誰も気づくまい。

　……女王おかあさまは知ってるのかしら？

　……いえ、そんな危険な事件があればこの国に一人で行かせたりしないわ。

　そもそもだ。

　どうやってシスベルは捕らえられた？

　王宮にいるシスベルが帝国の牢ろう獄ごくに捕らえられるには、それこそシスベルが皇庁を出て、帝国領にでも立ち入らなければ起きようがないのではないか。

　そして今回もだ。

　純血種シスベルがこの国にいることを、帝国軍はどうやって探さぐりあてた？

「シスベル、あなたに聞きたいことがあるのだけど」

「お姉様」

　淡たん々たんとした声こわ音ねが返ってくる。

「昨晩にホテルで申しあげたはずです。わたくしは一年前、不覚をとって帝国に捕まりました。そして脱獄時、彼に助けられました」

「ええ、それは聞いたわ。だけど──」

「話せるのはそれだけです」

「あっ!?　シスベル待ちなさい！　ちょっと！」

「わたくしは忙いそがしいのです。女王おかあさまから承うけたまわった任務があるので。お姉様、先に国へ帰ってください。あの悪名高い魔人サリンジヤーもまだ捕まっていないそうではありませんか。早く城へ戻もどる必要があると思いますが」

「……うっ!?」

　妹ながらなんて可愛げのない。

　昨日、イスカの手を取って「わたくしの部下に──」と迫せまった時には、あんなにも目を輝かがやかせていたのに。

　まるで。

　まるで姉アリスよりも帝イ国ス兵カに懐なついているようではないか。

「シスベル覚えてなさい、王宮に戻ったらたっぷり問いただしてあげるから！」

「はい。行きましょうシュヴァルツ」

　老紳しん士しの世話役を引き連れて、足早に人波の向こうへ。

　その姿が見えなくなって。

「……女王おかあさまになんて伝えようかしら」

　アリスは、人知れず溜ため息いきをついたのだった。
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　早足でショッピングモールを後にする。

「お嬢じよう、本当によかったのですか。アリス様へのお返事……」

「いいのよ」

　隣となりを歩く世話役に、シスベルはきっぱりと首を振ふった。

「一人で他国に来られたお嬢が心配で、様子を見に来たとの話だったと思いますが」

「ええ、そう言ってたわね」

　殲滅物体オブジエクトの自じ爆ばくから助けられた。それは事実だ。

　だが疑いはまだ晴れてない。




〝仮面卿っ!?　な、なぜこの地に……〟

〝ただの休きゆう暇かだよ〟




　自分がこの地に派は遣けんされたことはルゥ家のみが知る事実。

　……仮面卿、空とぼけても無む駄だですよ。

　……アリスお姉様とイリーティアお姉様、どちらから密告を受けたのですか！

　帝てい国こく軍の殲滅物体オブジエクトも、その同一人物からの密告で遣つかわされた兵器に違ちがいない。

　姉二人のどちらかが密告者。

　国の裏切り者であり、「あの怪かい物ぶつ」の仲間に違いない。女は王はの命を狙ねらって、皇おう庁ちようの頂点に君臨しようとする反逆者だ。

「シュヴァルツ、わたくしはまだアリスお姉様を疑っています」

　この国に姉アリスが訪おとずれた真の目的──

　それは仮面卿とアリスが裏で繫つながっていて、共にシスベルを陥おとしいれようという画策のためだったのではないか？

　……けれどイスカによって失敗した。

　……だからお姉様は作戦を変へん更こうして、わたくしの味方のようにふるまった？

　シスベルはそれを警けい戒かいしたのだ。

　まだ姉アリスに心を開くわけにはいかない。

「シュヴァルツ、此この度たびのことで痛感しました。わたくしにはやはり護衛が必要です。戦力になってくれる部下が」

「異存ありません」

「決めましたわ。やはりイスカ──」

　無言で手を握りしめる。

　昨日の夜、シスベルが握りしめた彼の手は温かかった。

「絶対に諦あきらめない。あなたが必要なのです。幸い、わたくしはあなたのお役に立つことができますわ」

　胸むな元もとに手をそえる。

　己おのれの星せい紋もん。

　いまは胸元の開いたワンピースだが、シスベルの星紋に気づく者は皆かい無むだろう。巧こう妙みように、肌はだ色いろのシールで隠かくしているからだ。星紋の光だけでなく星せい霊れいエネルギーも遮しや断だんする特とく殊しゆ膜まくでできている。

　帝国が開発にいたっていない新素材だ。帝イ国ス人カには無用のものだが。

「あなたの隊長には、これが必要なのでしょう？」




　これは秘密の関係──

　帝国剣けん士しイスカと魔ま女じよを巡めぐりあわせる「もう一つの宿命」が、生まれようとしていた。










　　　Continued　『Elletearイリーテイア』







　ネビュリス王宮「女王の間」。

　清せい澄ちような光が、窓のレースから透すけて大広間を照らしだす。瑞みず々みずしい観葉植物と、日光、そして葡ぶ萄どう酒色の絨じゆう毯たんに彩いろどられた聖なる空間──

　コツッ……と。

　小さな足音を響ひびかせて、見み目め麗うるわしい姫が淑しとやかな歩みで進んでくる。

「おはようございます女王陛下」

「おはようイリーティア」

　女王の間。

　二十段からなる階段の上に立つ女王ミラベアが、愛まな娘むすめに向けてふり返った。

　三姉し妹まいの長女イリーティアへ。

「長旅から戻ってきたばかりなのに、朝早くに呼びだしてしまいましたね」

「もう数日前のことです。このとおり元気いっぱいですわ」

　にこやかに応じる長女。

　そんな娘が、ふと気づいたように女王の間を見回した。

「女王陛下？　いつもの顔ぶれが見えませんが」

「護衛と家臣には外してもらっています。あなたと二人っきりで話がしたいので」

「あら、何でしょう」

　微び笑しようをたたえる長女へ。

「二つほど訊ききたいことがあります」

「何なりと」




「シスベルの行き先を漏もらしたのは、あなたですか？」




　笑え顔がおのまま。

　イリーティアが凍こおりついたように動きをとめた。

　女王ミラベアは無言。階下に立つ娘を、いつになく冷たいまなざしで見下ろして。

「そしてもう一つ」

　長女は言葉を発さない。

　それも気にせずに、女王は淡々と言葉を続けた。

「あなたは本物のイリーティアですか」

「────」

　静せい寂じやくの大広間。

　女王の声が冷たくこだまして、やがて静まりかえったその後に。




　第一王女イリーテイアの嬌きよう笑しようが、響きわたった。










　　　あとがき







　少女は、大いなる星の過去を視みる──




　というわけで第三王女シスベル、参戦です。

　１巻から彼女を覚えてくださっていた方、そして再登場を待ち望んでいたという方も、ようやくの登場と思ってもらえたことかなと。１巻当初から機を狙ねらっていた女の子なので、これからも応おう援えんしてもらえれば嬉うれしいです。

　さてさて。

　本書『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』（キミ戦）第４巻、手にとって下さってありがとうございます！

　４巻のテーマは「ヒミツの関係」。

　星の運命が巡めぐり合わせたイスカとアリス、さらに同じく１巻時からの因いん縁ねんだったイスカとシスベルの関係が並行して進み始めます。どちらも公おおやけにできないヒミツの関係ですが、ここからどうなるかご期待くださいね。なお、次巻ですが

　・シスベル、接近する（イスカ的な意味で）

　・アリス、噴ふん火かする（イスカ的な意味で）

　・第一次姉し妹まい戦争、勃ぼつ発ぱつ

　こちらの三本構成を考えているのですが、なにぶんまだプロットゆえ、実際にどうなるかは５巻が出てからのお楽しみということで。




　さて、ここで嬉しいお知らせを。

　去年の春に始まった『キミ戦』ですが、たくさんの方に応援して頂いて、今年はさらに大展開できそうです。

　オーディオドラマ化、コミカライズ、ドラゴンマガジン連載がトリプル決定です！

　まず一つ目のオーディオドラマ化！

　細さざ音ねの書きおろしオリジナル短編に合わせて、プロ声優の方々がイスカとアリスを演じて声を吹ふきこんでくださいました。

　イスカ役は小こ林ばやし裕ゆう介すけさん、アリス役は雨あめ宮みや天そらさん。

　どちらも超ちよう実力派の声優さんで、収録は細音も見学させてもらったのですが、とにかくお二人の演技が役柄にピッタリで、とても賑やかで楽しいオーディオドラマになりました。無料公開なのでぜひ聴いてみてください。

　ファンタジア文庫公式サイトの『キミ戦』ページで公開中です。

　そしてコミカライズ！

　雑誌『ヤングアニマル』様にて、５月11日発売号から連載が決定しました！

　作画は漫画家のokama先生です。

　可愛かわいくアレンジされたキャラクターたち、帝てい国こくのビル群や帝国領外の荒こう野やなど一つ一つの背景にもこだわって頂いて、作中の会話も漫画版ならではのシーンが追加され、作者としてもワクワクする漫画になりそうです。

　５月から連載開始なので、連載＆単行本を楽しみにお待ち下さいね。

　そして最後に、ドラゴンマガジン連載決定！

　こちらも５月発売号から『キミ戦』の短編連載が始まります。いつもの長編では見られない、キャラの意外な一面を楽しめる短編をたくさん書いていきたいなあと。

　短編も、頑張ります！




　というわけで、メディアミックス含むトリプル決定のお知らせでした。

　あらためて──

　応援してくださるすべての方に御お礼れいもうしあげます。

　そしてイラストレーターの猫ねこ鍋なべ蒼あお先生、担当編集Ｋさま。

　今回も大変お世話になりました。カバーのシスベルがとっても可愛くて、彼女のこれからの活かつ躍やくも本編でしっかり描いていきたいです。

　なお、次の５巻は夏頃ごろです。

　シスベルとアリスの姉妹戦争編（？）……かどうかは、出てのお楽しみに。

　そして夏まで少し時間もあるので、それまでの読書として細音のもう一つのシリーズをご紹しよう介かいさせてください。

●ＭＦ文庫Ｊ

『なぜ僕の世界を誰だれも覚えていないのか？』

　世界から忘れられた少年の、英えい雄ゆう譚たん。

　一人の少年が、天使や悪あく魔まや幻げん獣じゆうといった強大な他種族たちに挑いどみ、「上書きされた」世界から正史を取り戻もどす物語。

　３巻目が出たばかりの新シリーズで、こちらもすごく好調です。

　なんと『キミ戦』と同じくこちらもコミカライズ＆ゲーム化が決定し、KADOKAWAの月刊コミックアライブで早くも漫画連れん載さいがスタートしています。

　大盛り上がりなので、『なぜ僕』も本屋さんでぜひチェックしてみてくださいね！




　さてページも残り少なくなってきました。

　剣けん士しイスカと魔ま女じよ姫ひめアリスの物語──

　激しく衝しよう突とつしながらも惹ひかれあう二人が、どんな星の運命を巡っていくのか。

　新たな魔女シスベルも満を持して参戦で、ネビュリス王宮の方でも大変なことになってきて、物語はさらに盛り上がっていく予定です。




　それでは、また。

　６月25日発売の『なぜ僕』４巻（ＭＦ文庫Ｊ）で。

　そして夏頃の『キミ戦』５巻で。

　願わくば、その両方でまたお会いできますように。





春の到とう来らいを感じる頃ころに　　細音啓けい



　https://twitter.com/sazanek　※ツイッターで刊行のお知らせなど随ずい時じしております。

















細音啓

●さざねけい



第18回ファンタジア大賞受賞。近作に『氷結鏡界のエデン』、『なぜ僕の世界を誰も覚えていないのか？』など。

『キミ戦』コミカライズとオーディオドラマ化が決定です！

漫画と音声。『キミ戦』の世界がこうして広がっていくことに感謝を。そして小説第４巻、満を持して彼女（表紙）の登場です！


















カバー・口絵・本文イラスト／猫鍋蒼

カバーデザイン／草野剛










キミと僕ぼくの最さい後ごの戦せん場じよう、

あるいは世せ界かいが始はじまる聖せい戦せん４








細さざ音ね　啓けい





[image: ]





平成30年4月20日　発行





(C)Kei Sazane, Ao Nekonabe 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦４』

平成30年4月20日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）















item/image/p043.jpg





item/image/cover.jpg
ﬁ:ms\m_‘ozum%ms\ola\‘
raises the world &

4

S






item/image/p275.jpg





item/image/p318.jpg
NS Dy
O THHE KSR

-

>

IOV 5 BEES &L

SROYYSMES LR 5 UB<LE G WREeIREIV—

HHIE S BRI VI B S R -H S UK AL #RHiE°

HtEnREKL MHERERLEe 'Y

HSHE, RIRWEV°

LEORE O BY.
bR »IE 2

e

20184- 5 F5¢ ¥ €





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p149.jpg





item/image/gaiji-001.png


item/image/logo-fan.png


item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		Prologue　『メモリーズ』



		Chapter.1　『いざバカンスへ』



		Chapter.2　『楽園と魔女と知らんぷり』



		Chapter.3　『星に祈る魔女シスベル』



		Intermission　『三姉妹』



		Chapter.4　『第九○七部隊』



		Chapter.5　『魔女狩りの処刑執行体』



		Intermission　『力の対価』



		Epilogue　『だれのもの？』



		Continued　『Elletear』



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p211.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
ﬂ‘i
the War ends the world /=
raises the world

A o QRN S EW .vmvouwiﬁmﬁ.ﬁ%ivoﬂmﬁ <

V/\

=Al





item/image/toc-001.jpg
the War ends the world / raises the world
CONTENTS

———

Q,

Prologue e 005 TxEY—2y
Chapter.1 008 TS NH YA~y
Chapter.2 062 TXE EBER LA AKRD g
Chapter.3 s 087 TEITHI B BEL s A~_vy
Intermission:, SR 109 T=4ilky
Chapter.4 145 PEEILO-LERER
Chapter.5 s 221 TREZHF b OAIRHIATIR
Intermission s 290 ")y %l
Epilogue e 297 FERDbD?
Continued = 310 TElletears

313 HEH3

o

®
)





item/image/p091.jpg





item/image/p003.jpg
I LEORE DY,
H ARG F 2 BHE 4

the War ends the world /
raises the world

8o Se lu, Ex shela noi xel.

BN,

corna, soo, vayne, loar, lue, flow. Ahw neo evoia faite ria xel.

KBRS, LBAL H BN TR TRERZILY L5,

Sew sia lukia Sec kamyu. Sera lu E lukia Ses gelno.

BLZCbILOMER REs X0 0blc LickkP LT,






item/image/p289.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
H o W3 < N

gl

Y PSS R P

o2 TpC RN S0 G e 3

FUZY =t -
eV Z9it
AlicelieselLousNebulisil
R L 2 T
E&@h‘f’iﬂ@’fﬁ%&(\

FICE T X 7223

the War ends the world / raises the world

UM VAN |

[-~>< R

\ 4





item/image/kuchie-003.jpg





